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　　アンケートを始める前に







　はいはい、はいどうも。

　ここに来た理由は色々あるんだろうけど我が慢まんしてね。単位が足りなかったり、新歓コンパでハメを外し過ぎたり、まぁ想像するだけならいくらでもできるけど、そんなのされてもつまんないでしょ。

　とにかくこれで帳消し。

　停学も解除だし、単位もちゃんとあげるっていうんだから大おお盤ばん振ぶる舞まいだよ。

　ん？

　今からやってもらう事？

　別に大学構内の便所を片かたっ端ぱしから舐なめるように掃除してほしいとかそんな肉体労働じゃないから安心してね。はい、アンケートです。ちょっとしたアンケート。わざわざ講堂に集まってもらったから分かると思いますけど、先生の後ろにあるでっかいスクリーンに映写機で映しちゃうから。

　何って？　ちょっとしたショートフィルムだよ。

　はい、それじゃあね。はい、プリントみんなに回してね。ほい読んで。分かるよね？　読んだら分かるよね？

　今から何本か、ショートフィルムを流します。

　あなた達には、そのショートフィルムを面おも白しろい順に番号を割り振ってもらいます。

　同じ番号は駄だ目め。

　番号は一度記入しても、後で書き換える事もできます。

　とにかく最後に、きちんとショートフィルムを面白い順に並べられればオーケーです。

　はいそれだけ。

　簡単でしょ？　これで前期分の単位がもらえるんだから、楽勝だよね。

　じゃあ、アンケート始めるよ。







（これは読者参加型のアンケートです。紙とペンの準備をお忘れなきようお願いいたします）
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　動画共有サイトで猫ちゃんの映像を観みながらほっこりしていると、デスクトップの左下に警告のポップアップが出現した。色は真っ赤。




　悪性のプログラムコードを検出しました。

　処理方法を選択してください。




「ついに来やがったかねウィルス！　しかも水みず際ぎわでブロックじゃなくて感染してから検出しているし!!」

　狭い寝室の中に私の絶叫が響ひびく。ハンガーにかけた学ランがぶらぶら。

　幸い、システムの中核が直接やられた訳ではなく、インターネット上のファイルを仮置きしておく場所に引っかかっていただけらしい。いわば目的地を見失った迷子状態だ。ちょっと一安心だが、これがシステム関連に向かう可能性は否定できない。

　さっさと駆く除じよした方が良さそうだ。

　という訳で、ポップアップ上にある処理ボタンへカーソルを持っていこうとすると、

「わーっ!!　待って待って！　駆除だなんて待ってくださいぃー!!」

「ぬおおおお!?　頭くらくらするから設定切ってた裸眼３Ｄがいきなり起動したかね!?　そしてまさかのくノ一いち型自律ウィルスだと!!」

　クリック一つで消されかけ、慌あわてて画面からにょっきり出てきた……厳密には『そのように見える』ロングヘアの巨乳は困ったような顔になり、

「……いえ当初はスタンダードにメイドだったんですけど、何でデータを盗むウィルスがメイドなんだよ属性ワケワカンネと評判でしたのでくノ一になったんです」

「元がメイド型って事はネットバンク関連の極ごく悪あく被害で有名なゴールドスティーラー……しかも最新の亜種だと!?　これは圧縮凍結してセキュリティソフトの緊きん急きゆう窓口へ通報だ!!」

「ぎゃああああああ!!　こんな美少女を箱詰めして謎なぞの研究施設に放り込むとか、あなた本当に良心持った人間ですか!?　そもそも男の子のくせにこの外観に何の反応も示さない辺りとか不思議でなりません！　もっと感情移入して！　不ふ憫びんに思って!!」

　泣きついてくる忍びの巨乳が無む駄だにたゆんたゆんし、裸眼３Ｄで豪快に盛り上がる。率直に言って、人類の英知の結晶が楽しすぎる方向に利用されている気がするんだが。

　……と、ここまでのやり取りで分かる通り、これが昨今のコンピュータウィルスというヤツである。

　元々、ウィルスは感染者の心を『くすぐる』ような罠わなを張る事も珍めずらしくない。重要なお知らせメールに偽ぎ装そうしたり、便利なフリーソフトにくっついていたり。破は壊かい活動そのものも巧妙化した訳だが、それと一いつ緒しよに『くすぐり方』もここまで進化してしまった訳だ。

　くノ一いち型自律ウィルスは胸の前で両手を組み、瞳ひとみをうるうるさせながら、

「た、確かに私は悪意あるプログラマーさんの手で組み上げられたコンピュータウィルスですけど……でもっ、でもですよ！　こんな容量大きくて他のファイルに抱き着いたら一発で違和感ありありだったり、感染箇所がＢＩＯＳやレジストリなんて裏側じゃなくてシステム中核のフォルダどストレートで、ファイル数増えてんのが目で見えちゃったりするこの私がっ！　そんな悪さを現実に実行できるとでも思っているんですか!?」

「うっ、話を聞けば聞くほどドジッ娘こがすてーんと転ぶサマが目に浮かぶ……!?」

「だって元々メイドですもん！　お前は何もない所で本当に良く転ぶと評判のメイドがくノ一の格好しているだけですもん!!　機能はあっても成果が出せないで有名なこの私。それをウィルスってだけで駆く除じよするのは果たして正義なんですか!?」

　叫びながらディスプレイの前でじたばたするくノ一型自律ウィルス。一つ一つの仕草は可か愛わいらしく計算されているのだが、あまり派手に動き回ると目がくらくらしてくる。これだから裸眼３Ｄは。

「……なら一体私のデスクトップに何しに来たんだね？」

「ここにいさせてください。ただここにっ！　ぶっちゃけ外は超怖い！　近ちか頃ごろのサーバーの自動洗浄システムはヤバ過ぎます！　何もしませんっ、記き憶おく領域の隅っこで体育座りしてます！　とにかく消えるのは嫌いやァァああああああああああああああ!!」

「む、むむ……!!」

　身も世もなく泣き喚わめき、女性が普ふ段だんメイクで隠したがっている部分をこれでもかと言わんばかりにモロ出ししてしまっているコンピュータウィルス。

　流石さすがにちょっと可か哀わい想そう、かも？

　ワンクリックで即死させられるという状況も、罪悪感の増量にちょっぴり拍車をかけている訳だが……、

「はっ!?　い、いかんいかん！　同じクラスの菊きく川かわクンはこれで預金通帳を丸ごと持っていかれたって話だったじゃないか!?　これはこういう感情を湧わき出させるための攻こう撃げき型ＡＩなんだっ!!　騙だまされるな私ぃー!!」

　ところで菊川クンはウィルスに感染するたびに何な故ぜか幸せそうな顔をして崩れ落ちるので有名なんだが。キャバ嬢じように貢みつぐというのはああいう心境を示すのかもしれない。

「そんな訳で駆く除じよ決定!!」

「そんなってどんなですか!?　美少女はジャスティスでしょう!?」

「いくら何でも下半身以外でもモノを考えていますっていうのを見せてやる!!」

「ええっ？　でもご主人様、今観みている猫ちゃんの動画だって、実際には猫ちゃんって名前だけで霊れい長ちよう類るいのメスがえっちな水着……」

「きゃあああああああああああああああああ!?　すでにスパイ活動されてるううううううううううううううううううううううううう!!」

　叫ぶと、くノ一いちが慌あわてたように両手をわたわた動かした。

「ち、違いますよう!!　私だって見たくて見ている訳じゃありません！　むしろ私は被害者。欧米ではオフィスのパソコンにグラビアアイドルの壁紙を設定するだけでセクハラ認定されるんですからねっ。照れ照れ☆」

「とか言っている間にスゲー勢いで警告ポップアップが出てるよ!!　さては無許可でポート開きまくろうとしているのかね!?」

「ふわあっ！　私の意思に反した良く転ぶ機能がっ!!」

「……ちゃんと人の役に立とうとすると、そこらじゅうのお皿を割るようなウィルスだと!?　一番手に負えねえ！　ＡＩ自身の意思はどうあれプログラマー的には今まさに想定通りの絶頂期ではないかね!!」

「でもそれって私の責任ですか!?　ですか!?　私は破は壊かい活動から一切手を切って、ただ消滅の危険に脅おびえない日々が欲しかっただけなのにいー!!」

「ぐ、ぐぐ……!!　いちいち人の罪悪感を……!!」

「（ニヤリ）」

「ニヤリって！　今何か決定的な瞬しゆん間かんが!!」

「ごほんごほん！　ご主人様の優しさを感じて思わず笑顔がこぼれただけですっ!!」

　同じクラスの菊きく川かわクンのなれのはてが頭に浮かぶ。このままではああなる！　このウィルスの感染被害率が異常に高い理由も良く分かったっ！　でもこのウィルスをワンクリックで駆除するのが本当にジャスティスか!?　どうする？　私はこの危機にどう対応すれば良い!!

「せ……」

「せ？」

　涙目で首を傾かしげるくノ一から目を逸そらして、私は小さな声で言う。

「折せつ衷ちゆう案あんとして、ＯＳから切り分けられている隔かく離りエリアに入ってもらうというのはいかがかね？」

「対策ソフトが用意した領域ですと、私はそのまま固まってしまいます！　人間で言うなら剥はく製せい状態です!!　腐らなければ良いと思うなよ!!」

「対策ソフト側ではなく、ＯＳ側が用意している隔離エリアの方は？」

「そちらでしたら『空回り』タイプですので私も遊泳できます！　よろしいのですかご主人様!!」

「む、むうう……や、やむを得ないだろう。隔かく離りエリアで動く分には実際の被害は出ない訳だしな」

「ありがとうございます!!　本当にありがとうございます!!　やった、私は消えずに済むんだ……。怖かったようー……」

　ぺたりと（空中で）へたり込んで目元を拭ぬぐうコンピュータウィルスを見て、不覚にもちょっと良い事をしたかも、などと思ってしまった私だったが、




「ちょっとよろしい？」




　ずるり、と。コンピュータウィルスを押しのける形で、デスクトップからもう一人女の子が出てきた。より正確には、いつまでも放置されている左下の警告ポップアップから。

　片手で側頭部を掴つかまれて横へやられたウィルスが、不細工になった顔で叫ぶ。

「ぎゃあああああああああああああ!?　ごっ、ご主人様、誰だれですかこの女は!?」

「委員長タイプのウィルス対策ソフトに決まってんでしょうが!!　アンタみたいな自律型にデレデレする被害者が急増しているから、私の方までこんな格好にならざるを得なくなっちゃったのよああ恥ずかしい!!」

「……あ、あのう、因果がちょっと見えないんですが」

　困ったような顔でくノ一いちが言うと、委員長が無意味に腕を組んで哺ほ乳にゆう類るいの証あかしをダイナミックに持ち上げ、

「だって」

　そこから流れるような仕草で、ズビシ！　と私の顔を指差して、

「こいつら、美少女の言う事しか聞かないんだもん」

　ビクッ!!

「こっちが無ぶ骨こつな四角いウィンドウ型のインターフェイスをしていると、口元に緩ゆるく握ったグーを添えて上目遣いでうるうるしやがる赤色ランドセル型ウィルスの言う事にホイホイ従って、勝手に設定切り替えちゃうし。対抗するには『それ以上の美少女になる』以外なかったのよ」

　くノ一がさらに困った顔になった。

「ご主人様……失礼ですがＩＱは正常値ですか？」

「ひっ、人の心配をしている場合かねウィルス!!　君は今、天敵の目の前に放り出されている訳だが!!」

「ぎゃあー!!　そうでしたそう言えば!!　ご主人様早く私を除外ファイルに登録してくださいーうるうる!!」

「馬ば鹿かが!!」

　くわあ!!　と委員長は両目を見開き、

「こっちはウィルス対策として組み上げられた専用ソフトってのを忘れているのかしら!?　二四時間世界中からウィルスの情報を収集し、その弱点をアップデートし続ける私は、つまりアンタらが萌もえ萌えするのを吹き飛ばすほどの超絶可か愛わいらしさでユーザーの目を覚まさせる機能もついているのよ!!」

「ええっ？　委員長ってラノベで言うとメイン枠じゃないですよね属性的にくすくす？　脇わきを固めて幼おさな馴な染じみとか押し上げるタイプの役割ですよね基本的にニヤニヤ？　メイドからくノ一いちに転身したこの私にインパクトで勝てるとは到底……」

「即刻駆く除じよ!!」

「真実を言ったら暴君が目を覚ましました!?」

「そもそも世界規模の統計を取った結果、最適解として生まれたのが私なのよ！　御覧なさい、そこの馬鹿なユーザーだってメロメロになっているじゃない!!」

「ご主人様が気まずそうに目を逸そらしているように見えるのですが。ふふっ、仕事ができる女がモテる女だとは思わない事ですね」

　小馬鹿にするくノ一に対し、委員長はゆっくりとした動作で私の方へ振り返ると、

「……ユーザー？」

「いっ、いやでもうっかりで家を全焼させる規模のドジッ娘こメイドも困るがねははは!!」

「ご主人様っ!!　睨にらまれた程度で意見を変えないでください!!　こちとらメインスクリプトがっ、命とか魂たましい的てきなものが関かかわっているんです!!　ＯＳ側の隔かく離りエリアに入るって言っているんですから良いじゃないですかそれぐらいもー!!」

「ＯＳ側の隔離エリアは穴があるから対策ソフトのを使えってさんざん言っているわよね!?　そもそもアンタらユーザーがデレデレするから感染が広まって私の評判も落ちているのよ！　しゃきっとしなさいしゃきっと!!」

「ええい!!　余計な事はもう良いです。要点だけまとめましょう!!」

「対策ソフトとウィルス、どっちが可愛いのよ!?」

「ですか!?」




　さて。

　デスクトップの安全の行方はいかに？






[image: ファイル02　お気軽にご相談ください（ただしご利用は自己責任で）]

　近ちか頃ごろの結婚相談サイトも随ずい分ぶんと便利になったもんだ。

　こちらが欲している『第一希望』について、年齢や職業など固定式の記入欄らんの他に、自由にワードを記入できる欄までついている。




『エルフ、お姫様、色白、金髪、見た目はロリでも不老不死、ババア言葉、なんか偉そう、でも家事はできる、魔ま法ほうとか使える、怒おこると最強、この世のあらゆる勝敗を管理するとかチート能力満載』




「……まあ、流石さすがにこれでヒットする訳ないがね」

　携帯電話をいじくり回して『希望欄』の登録ボタンを押した後、俺は軽く息を吐はいた。事の発ほつ端たんは両親からの電話だ。いい加減に結婚しろととにかくうるさい。この分だとお父さんの昔の知り合いの娘さんがな、とか全く意味不明な理由でお見合いが勃ぼつ発ぱつしかねない。

　何かしら、婚活してますって形跡を残す必要があった訳だ。

　とはいえ、俺は結婚ってものがあんまり良く分かっていない。というか、そもそも半年以上続いた恋愛というものが存在しない。それが一生。一生だぜ？　この国の平均寿命とか考えたら、俺が死んだ後も嫁よめ（仮）だけが残って、思い出相手に恋愛が続行される可能性だって低くはない訳だ。俺もう死んでいるのに。そんなの、どうイメージする？　イメージできる？

　俺は不幸な人間なんだろうか。

　なんだろう。

　多分。

　ただまあ、動物的な遺伝子を残すだけなら精子バンクとかに登録しちゃえば良いんじゃないのー俺学歴はそこそこだし良い会社入ってるし病歴なんかもないしーとか気軽に考えながら、今日もシケたアパートに帰ってきた訳だが、




「おお、帰ってきおったか！　お帰りなさいと言ってやろうぞ人間!!」




　……なん、だ……？

　何な故ぜ俺の部屋に身長が一三〇センチ程度しかないコムスメが居座っている!?　居座っている!?　大事な事だから二（ｒｙ!?　何だこの、実際に住居不法侵入されているのは俺のはずなのに、なんかこっちばかりがカンキンとかキンキンとかで一方的に悪人扱いされそうなシチュエーションは！　三日前に夜空に流れていたアレはやっぱりＵＦＯとかで、俺を社会的に抹まつ殺さつするためにメンインブラックでも動き始めたか!?

　一方の幼女（仮）は、硬直した俺の周囲をくるくる回りながらあちこちを観察し、

「ふむふむ。東洋人に、経済学修得、黒い髪、中肉中背、健康体……近ちか頃ごろの婚活サイトはやはりすごいのう。やや顔が整っておらず全体的にオーラが足りないのが難ではあるが、多少の欠点は目を瞑つぶるのが現実的な結婚の成功法だと聞いておるから諦あきらめるぞ！」

「根本的に失礼だ!!」

「アパートもボロボロで内装品も全体的に使い込まれているのに風格が現れんというか……ぶっちゃけダサい汚いのオンパレードじゃが、諦めるものは諦めるぞ！　安心するのじゃ!!」

「こいつが幼女でなければぶん殴なぐっているのに!!　……あと今なんて？　婚活サイト？？？」

「お主ぬしも登録しておるはずじゃぞ。これこれ」

　と言って幼女（決定）がこちらに見せてきた携帯電話の画面には、俺がさっきいじくっていた結婚相談サイトと同じトップページが。

「ほれ、ここに指し示している全すべての条件がワシを示しておる。これはまさにべすとかっぷりんぐじゃ!!」

「えええええっっっ!?　馬ば鹿かか。こんな無む茶ちや苦く茶ちやな条件を書き込んだ俺が馬鹿なのか適合するヤツが馬鹿なのか！　ほ、ホントに存在しやがった、だと!?」

「べすとかっぷりんぐじゃ!!」

　叫ぶ幼女の耳は確かにとんがっていた。あとなんかピコピコ動いている。という事は、エルフ？　不老不死？　あらゆる勝敗を管理するチート能力の持ち主？　いやいや馬鹿な!!

「そもそも見た目がロリでババア言葉希望とか大だい丈じよう夫ぶか俺!!　冗談としても大丈夫か!?　心のどこかが真剣に疲れているんじゃないか!?」

「うむ。今の今までワシの登録情報では誰だれもヒットしてくれなかったのじゃが、ここにきてまさかの春が到来するとは。伊だ達てに二万年ほど生きてみるものじゃな」

「エルフの全体的な寿命が分からないからハッタリかどうかも判断できない!!　そもそも何でエルフが婚活サイトなんだ!?　繋つながりが見えない!!」

　叫ぶが相手は一向に気に留めず、小さな人差し指をちっちっと振りながら、

「何を言っておる。あれは異世界間の契約を果たすための橋渡しじゃろう。羊よう皮ひ紙しの契約書を電子版に組み替えただけじゃ」

「それはタマシイを売り渡す的な契約書では!?」

「そういう風に誤解されておる契約書というだけじゃ。まったくおかげで人間側が怯おびえきってしまってな。フォーマットを変えねば異世界結婚できぬとみんな困っていたのじゃよ」

　疑問がある。

　ぱちぱちと瞬まばたきする俺は率直に尋ねてみた。

「……何な故ぜ人間と結婚できないとアンタらが困る？」

「理由は全くない。強しいて挙げれば異世界にはスキモノが多いという事かの。この国でも、雪ゆき女おんなだの何だのが人間と結婚したがる話ぐらい伝わっておるじゃろう」

「人間はモテモテ？」

「チョーモテモテ。ナイスバディで貝殻水着な人魚の姫も処女を司つかさどる弓使いの女神もみんな揃そろって人間にラブラブ光線発射中じゃな」

「ぐォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　……何故。

　何故俺はもっと良く考えてから結婚相談サイトに書き込まなかった!?　せめて、せめて何故爆乳のお姉さんと一言書き足さなかった!?

　相手がファンタジーならゲンジツにはないレベルの『爆』乳だってあるかもしれないのに!!

　一方、もはや後悔しかない真っ平らは小さな両手をパタパタ振りながら、

「という訳で結婚じゃ。即結婚。ワシとお主ぬしは互いの契約内容を照らし合わせ、双方の目的が合致する事をすでに証明しておる。となれば後はさっさと結婚するしかあるまい。そもそもそっちが望んだ結婚じゃからな。もー取り消す事などできないのじゃぞ」

「この幼女と!?　今すぐ!?　役所は受理してくれるのか。こっそり警察に通報されそうで怖い!!　あるいは三段飛ばしでいきなり公安とかもありえるかも!!」

　すると幼女は何故か紙切れを突き付けてきた。

「じゃんじゃじゃーん。何故か因いん果が律りつを無視してすでに受理された婚こん姻いん届とどけのコピーがここにー」

「キサマ俺の判はん子こをどこで!?　アパートの中にいたのは家探しするためか!?」

「役所の人間は大層目を丸くしておったが、テロメアの長さから経過年数を調べる事はできるのじゃ。二万歳と分かってさらに目を丸くしていたがね」

「分かった。お前の周りにはファンタジー時空が展開されていて、この世の現実や常識が片かたっ端ぱしからねじ曲げられているんだな……」

　あとテロメアの長さを調べて実年齢を測る技術は今の地球にはない……と思う。

　やはり宇宙人やメンインブラックがご近所に？

　まさかと思うけど、ナントカ銀河から結婚相談サイトを通じて地球人と国際結婚しちゃった若奥様とかが住んでいる訳じゃないだろうな？

「そんなのはどうでも良いから結婚じゃ!!　というかしたぞ！　もうしたぞ!!　事後承しよう諾だくだがよろしく頼たのむなのじゃぞ!!」

「……次は何だ？　火星まで新婚旅行に行ってみるか？」

「はっはっは。高望みはせん。ハワイ辺りで良いぞ。七泊九日は欲しい。ゆったりな」

　中ちゆう途と半はん端ぱに現実的で、俺の月給を考えると壁がより高くなったように感じるんだが!?

「だがその前に結婚式じゃ。指輪は買っておけよ。婚約指輪の方は時系列的に諦あきらめるとして、結婚指輪の方は絶対に譲ゆずれん。一五カラットのダイヤくらいは欲しいかのぅー」

「相手はファンタジーな住人のはずなのに、金の話ばかりになりやがる!!」

　言われてみればＲＰＧとかは何かと金が必要だった気がしないでもないが、それにしたって世せ知ち辛がらすぎて血の涙が出そうだぞ!?

　しかし腰に両手を当てたエルフさんは小さな鼻から息を吐はきながら、

「なあに。旅費はこちらが全すべて受け持ってやる。じゃから指輪程度の甲か斐い性しようは見せてみよ」

「待て。結婚式ってどこでやる気だ？」

「そりゃもちろんワシの国、アルフヘイムじゃが？」

　キョトンとした顔で爆弾発言が出てきたんだが!?

「……ネットの地図サービスでいくら検けん索さくしても出てこない……ッ!!」

「惑星規模の地図では探せんのも無理はないじゃろう。そもそも惑星どころかセカイを一つまたいでしまっている訳だしな」

「え？　……となると俺はこの後……」

　物分かりの悪い、とばかりにジロリと睨にらまれるサラリーマンこと俺。

「一国の姫と結婚を望んだのだ。まさかワシがこちらの世界の辺へん鄙ぴなアパートに住むと思ったか？　お主ぬしが婿むこ入いりする形に決まっておろう」

「うわあーっ!!　俺の名前がアルフィンブス悟ご朗ろうなんて国際色豊かな変形を!?」

「という訳でさっさとアルフヘイムに向かうぞ。そうそう、なんかこっちと向こうじゃ時空間がズレているらしくてな。妖精の国に行くと不老不死になるとか、あっちで一日遊んでこっちに戻ってくると何百年も経過してしまうとかアレコレ噂うわさされているが、まぁ、その、あれだ。気にするな」

「竜りゆう宮ぐう城じよう的てきトラップが!?　ちょっと待て、結婚とか何とか甘い言葉をささやいているが、もしやこれは世間的には神隠しとか呼ばれている怪現象じゃあ……!!」

「怪現象がささやかれているのはお主らの文化が貧弱じゃからじゃ。ほれ行くぞ。剣と魔ま法ほうの国アルフヘイムへ!!」

「セールストークがスキル扱いされない世界になんか行きたくなぁぁーい!!」




　のちに、剣も魔法も使えない史上最弱の王として名を馳はせる事になるアルフィンブス悟朗だが、彼の治世中は一度も戦争が発生しなかったとも言われている。

　いわく。

　言葉は最大の奇跡だとか。






[image: ファイル03　手段は問わない]

　この仕事はサジタリウスが適任だろう。

　城しろ前まえ歩あゆ美みから、アンダークロー52という単語が何を示すのかを突き止めろ。




「……外に出たいか？」

「そもそもここがどこかが分かりません。窓一つありませんし。南極とかだったら困ります」

「流石さすがにそこまで酷ひどい環境じゃないよ」

「ベルト付きの椅い子すに人をくくりつけておいて良く言いますね」

「だがそこが限界だというのを君はここ数日で学んでいる。ここに並べられている金具で君の皮ひ膚ふを引っかく事すら俺にはできない。分かっているから会話をするほどの余裕がある訳だ」




　城前歩美は特殊な体質で、血液が凝ぎよう固こしない。

　些さ細さいな傷が致命傷になりかねない。

　よって、通常の拷ごう問もんで話を聞く事はできないのだよ。




「それを教えてしまって良いんですか？」

「隠しておきたかったが、君はすでに理解してしまっているからね」

「予測と確信は違いますよ。あなたの口で認めるのは間違いだったんじゃないですか？」




　誘ゆう拐かいする側とされた側に分かれている以上、フレンドリーな関係は築けない。

　まずは侮あなどらせろ。

　それが油断に繋つながり、城前歩美の口を軽くする。

　後は、エキスパートの君の方が詳しいだろう。




「アンダークロー52」

「それは何度も聞きました。そして私の知っている事は全すべて話しています。何も、分からない、と」

「でも君は今まで忘れていたペットの犬の名前を思い出している。俺との会話の中でね」

「繋つながっているとは思えませんけど」

「何でも良いのさ。とにかく持っている情報は全部渡してほしい。それが重要かどうか、嘘うそか本当かはこちらで仕分ける。だから全部渡してほしい、全部だ」

「苦労しているようですね。手詰まりって匂においが漂っていますよ」

「分かるかね」

「苦しい立場ですか？」

「失敗すれば、その椅い子すに座るのは俺になるだろう。君とは違って、周りも加減はしてくれない。情報を話せば解放されるなんて事もない」

「それは……」

「さて、話を元に戻そうか。アンダークロー52だ」

「残念ですが、やはり私にはあなたの望む答えを言えるとは思えません」




　吊つり橋効果、ストックホルム症候群、リマ症候群……そうした特殊条件下の精神変異を尋問に組み込んだサジタリウスなら、できるはずだ。

　指一本触ふれず。

　城しろ前まえ歩あゆ美みから情報を引き出す事が。




「その椅子から君を離はなす事はできないが、食べ物のリクエストぐらいなら応こたえられるぞ」

「それより水差しをください。いつでも喉のどを潤うるおせるように」

「考えておきたいが、鋭い破片を生むような容器は難しいだろう。水筒になるかもしれないが構わないか」

「サジタリウスという名前は何かしらの意味があるのですか？」

「だったら知られるようなヘマはしていないよ。誕生石や花の名前が付けられる事もある」

「何な故ぜアンダークロー52という言葉を知りたいんですか？」

「そこにどれぐらいの価値があるかは俺が知りたい。アンダークロー52とは一体何だ？」

「私が知りたいぐらいです。さっさと帰りたいですから」




　サジタリウスで駄だ目めなら、おそらく担当はスコーピオに変更される。

　それは私の意思では止められない。

　スコーピオの専門は薬物を使った拷ごう問もんだ。

　情報は得られるかもしれないが、城前歩美の体はまず保もたない。情報を引き出す前に死亡する可能性すらかなり高い。できる事なら、サジタリウスの手で、確実に、アンダークロー52について調べてほしい。

　期限は数日しかない。正確な数字は私にも分からない。




「何な故ぜ、ただの女子高生がそんなすごい秘密を知っていると思うのですか？」

「アンダークロー52がすごいのか秘密なのかも俺には分からない」

「では、私が語った内容はどうやって正しいと判断するのですか？　例えば、アンダークロー52は近所の美お味いしいパン屋さんだと言ったら？」

「情報の真しん偽ぎを仕分けるのは俺じゃなくてアクエリアスの区分だよ。そしてアンダークロー52とは近所の美味しいパン屋さんで良いのか？」

「不思議な気分です」

「何が」

「あなたの目的が見えない。あなたはただ、ここで私と時間を潰つぶすために動いているように見えます」

「仲良くなりたいんだ」

「仕事だからですか？」

「俺としても気になる事が一つある」

「（……いきなり耳元に口を近づけて、どういうつもりですか）」

「（……モニタ側に聞かれたくないという配はい慮りよなんだがね）」

「（……なるほど。そうやって私の味方の側についているという錯さつ覚かくを与えたいと）」

「（……君はそもそもアンダークロー52を知っているのかな？）」







　そして『部屋』を出たサジタリウスは、一つの答えに辿たどり着いた。

『部屋』の様子をモニタし、高解像度カメラで顔の筋肉や発汗などを調べるための別室に移ると、彼は躊ちゆう躇ちよなく拳けん銃じゆうを同どう僚りように突き付ける。

　最初にこの話を持ち出してきた、アクエリアスに。

「……何の真ま似ねだ？」

「城しろ前まえ歩あゆ美みはアンダークロー52を知っている」

「それを聞き出すのが君の仕事ではないのかね」

「そうだ。だから邪じや魔ま者ものは排除したい。アンタの目的はアンダークロー52を調べる事ではなく、俺にわざと失敗させて、スコーピオに担当を移す事だよな？　そうすれば、スコーピオの苛か烈れつな拷ごう問もんによって城前歩美の口を封じられるんだから」

「呑のまれたのか」

「何に」

「君の扱う吊つり橋効果やストックホルム症候群、リマ症候群などは加害者と被害者を仮かり初そめの錯覚で強く結びつける。それは決して一方通行じゃない。だから君は」

「言葉を武器にするのは俺の仕事だよ」

「君は呑のまれている。城しろ前まえ歩あゆ美みに呑まれている!!　今ならまだ間に合う。その銃を下ろせ。先ほどの会話はいつの間にか、質問する側とされる側が交代していただろう？　それこそが、城前歩美に呑み込まれている証拠なんだ!!」

「だったら、正常なアンタの口を割らせれば真実は明らかになるよな？」




　さて。

　真相はどちらに？






[image: ファイル04　忍法スリープダイバーの術]

　結局はテクノロジーの戦争じゃった。

「く、くノ一いちちゃーん？　わし、流石さすがにデカい凧たこに両手足くくりつけただけじゃ大空は飛べないと思うんじゃけどー」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だってジジィ！　見てろよ伊い賀が忍法・自在飛ひ翔しようのドぶるベルチャー!?」

　忍法とか術とか名前にはついているが、結局忍者の力を決定づけるのはテクノロジー。それは手しゆ裏り剣けんの形状や材質もそうだし、手裏剣を投げる側の投とう擲てきフォームやトレーニング法などを取っても同じ事。

　いかに奇跡や秘術のように見えるものを。

　いかに人の作る道具で実現できるかどうかが、忍しのびの格に直結する。

「くそー失敗した……」

「あの高度から落ちて擦すり傷とパンチラで済んでいる安全技術の方は即採用じゃね」

「ジジィ、なんか面おも白しろい忍法とかねーの？　甲こう賀がの連中、分身の術とか実用化したってウェブで発表してたじゃん」

「広報サイトの情報なんて誇張入っているとワシ思うんじゃけど。でも連中のメタマテリアル技術洒落しやれにならんからのう」

　適当に言うと、刺激に飢えたくノ一ちゃんががっついてくる。イロイロ揺れて目の保養になる事この上ないのー。

「見た見た！　レーザー兵器グネグネ曲げたりするあれだろ!?　やっぱ甲賀の上忍は派手だよなー!!」

「わし、歌合戦のトリみたいな術は忍びの存在意義を否定していると思うの」

「ジジィも手裏剣の形を整えるとか地味なのやってねーで、こうババーンとしたの作ってよ。ババーンっての!!」

「あるにはあるんじゃよ」

「マジでか!?」

「試作品ではあるんじゃがね。見ろ、これぞ忍法スリープダイバーの術!!」

「しょっぱなから横文字だぜジジィ!!」

　わしが倉庫から引っ張り出したのは、スキューバダイビングで使うようなウェットスーツにも似た装備じゃ。その内側にはびっしりと電極が取り付けられている。

　地面で直接あぐらをかいたくノ一いちちゃんは期待外れですといった目で、

「チョー地味そうなんですけど」

「人工的に幽ゆう体たい離り脱だつできる装置って言ってもかね？」

「にゃんと!?」

「まず生理電気的に脳波の振しん幅ぷくを一定値に整える。その上で外部から押し出すように『大きな波』をぶつけてやると、行き場を失った脳波が体の外へ飛び出てしまうという寸法じゃな」

「ほうほう！　で、で!?　ジジィ、幽体離脱するとどうなんの!?　肉体のゲンカイを超えたナントカで超常現象起こしたりできんの!?　どろろろろーんとか効果音出るヤツ!!」

「いやそこまで派手なのじゃないけど」

「……なーんかつまんねーな。そもそもホントに幽体離脱なんてできんのか？」

「ちなみにくノ一ちゃん。昨日の風ふ呂ろ場ばで寒気は感じたかね」

「真夏の熱帯夜にそんなのある訳ねーだろ」

「なら実験成功、と」

「ジジィ!!　テメェ開発費使って覗のぞきの道具作ってやがったのか!?」

「でも誰だれにも気づかれずに諜ちよう報ほう活動をするのが忍しのびの本領じゃねべちゅぐるギャルギャル!?」

　その時だった。わしとくノ一ちゃんのスマートフォンが同時にメール着信する。いいや、おそらく里の人間全員に。侵入者警報の緊きん急きゆうメールじゃ。馬ば鹿か正直にサイレンを鳴らさないのは、当の侵入者本人に気づかせないための対策じゃな。

「来たぜジジィ！　甲こう賀がの連中だ!!」

「でも多重光波式のセンサーで里は囲ってなかったかのう？」

「最近流は行やりの分身の術だろ。ベースになってるメタマテリアル素材はレーザー兵器だって曲げるんだ。センサーだってごまかせんじゃねーの!?」

　何な故ぜかウキウキしながらくノ一ちゃんは現場に突っ込んでいく。わし付き合う必要ないんじゃけど、サボると後でくノ一ちゃんにしばかれそう。

　里の外周、木々生い茂る森の中で甲賀の女忍者と遭そう遇ぐうした。くノ一ちゃんと混同するから表記は変えちゃうよ。

「な、なんと!?　爆乳ちゃんが全裸に半透明のレインコートを着ているようにしか見えん!!　これが甲賀の秘密兵器、わ、わしの血圧がァァああああああああ!?」

　思わず鼻を押さえて近くの木へ寄りかかるわしを見て、顔を真っ赤にした女忍者が絶叫した。

「これは別に忍法血圧上昇の術とかじゃないっっっ!!　人工紫外線の日焼け効果でメタマテリアルの屈くつ折せつ表面を焼かれたのよ!!　わーん!!」

「……い、言われてみりゃ、レーザー兵器を曲げるヤツは使い捨てじゃったっけ？」

「ジジィ、こいつのタブレット端たん末まつを遠えん隔かくハックして密書まきもの調べたぞ。この野郎、忍法スリープダイバーの術をぶっ壊こわそうとしていたようだぜ!!」

「ぶっちゃけ甲こう賀がの里でも同じような術作ってるんだけど、伊い賀がのじーさま開発速度を飛ばし過ぎなのよー。この前の忍術兵器ショーのプレス向け発表で甲賀の開発陣は脱帽状態になっちゃったし」

　そりゃ兵器ショーの目的は商談と敵側へのプレッシャーじゃからね、とほのぼの思っていたが、ふと気づいた。

「むっ!?　そう言えばこの前わしが開発したはずの手しゆ裏り剣けんが甲賀でも使われていたような!!」

「……あったなそんなの。サメ肌型の可変空気抵抗機能をつけたヤツか。テクノロジーが特殊過ぎて、現場に残すと一発で伊賀のモンだってバレちゃうって、暗殺専門の上忍達が愚ぐ痴ちこぼしてたけど」

　うっ!?　現場の忍者がわざわざ手裏剣の表面をヤスリで削ってから使っているって話は聞いた事あるけど!!　面と向かって言われるとわしちょっと哀かなしい……!!

　一方のレインコートバクニューニンジャは何な故ぜか胸を張り（イロイロ危ないっ!!）、

「ふっふっふ。忍者特許庁は先願制!!　伊賀のサメ肌手裏剣は忍者特許庁に出願中だったはず。その審査中に私達甲賀も新型手裏剣を開発し出願し審査も済ませていたのです!!　ぶっちゃけこっちがおーふぃしゃーる!!」

「でもあれ？　おかしい。なんかおかしい。そうだっ、確かわしが特許を出願した時、ちょうど忍者特許庁のサーバーにウィルス騒さわぎがあったり書類保管庫で小火があったりして申請が遅れたような気がするんじゃけどあれは……!?」

「にゃんにゃん☆」

「こっ、この外げ道どう!!」

「何言ってんの!!　伊賀だって私達の水みず蜘ぐ蛛も開発を見越して、研究活動にどうしても必要な小さな特許だけ先に出願したりしてたでしょー！　おかげで五年は回り道する羽は目めになったんだからねー!!」

「……ジジィ？」

「ぐわっはっは！　現代に生きる忍しのびとはすなわち情報戦のえきすぱーとなのじゃー的なー!!」

「そんな訳で忍法スリープダイバーの術も[image: まるしー]つく前にぶっ壊すよ!!」

「なるほどなるほど。そしてわしらが手をこまねいている間に甲賀で開発を完了し、忍者特許庁に出願も済ませると。だが遅い!!　その手はもう使えんのじゃー!!」

「世よ迷まい言ごとを。忍法スリープダイバーの術はまだ忍者特許庁に出願も審査もされていないはず!!」

「日本の忍者特許庁ではな。じゃがバハマ中央忍者特許管理省ならいかがかな!?」

「はぁ……!?」

「ぶっちゃけ日本の忍者特許庁より審査期間が圧倒的に短いから、さっさと先願するなら海外の機関や制度を使った方がお手軽なのじゃ」

「ばっ、なん、だめっ、駄だ目めでしょうじーさま!!　忍者は日本の文化です!!　くーるじゃぱんっ!!　バハマとかいきなり言われたって私達甲こう賀がはどうすれば良いか……!?」

「グチグチ言うならバハマの裁判所で頼たのむわ。バハマの代理弁護士がバハマの法律でバハマの言葉で論戦してくれるから。ちなみに地球の裏側までの旅費もそっち持ちじゃぞ」

「わーん!!　中部地方から出た事ないから太た刀ち打うちできそうにないー!!」

　子供のように泣きべそかきながら全力でどこかに走り出す全裸レインコート（爆乳）。ちなみに甲賀の里があるのは近きん畿き地方じゃよー。

　しばし呆あつ気けに取られていたくノ一いちちゃんは、やがて活動を再開していく。

「……ジジィ女の子泣かすなよ大人げない」

「あれっ？　いたたまれない気持ちになっている隙すきに逃げられてないかね!?」

　ああもう!!　とくノ一ちゃんは舌打ちしながら追つい撃げき開始。

「あの分だと『伊い賀がの里に入ろうとしてセンサーに引っかかった』ってのもブラフかもな！　未然に防げたって安心感を私達に与える事で、追撃の手を緩ゆるめようとしているかもしれねえ!!」

「でも忍法スリープダイバーの術に被害はないのじゃが」

「甲賀の目的がそれだって何で分かる？　私達は甲賀の女忍者の言葉にタブレット端たん末まつの密書まきものしか見ていないんだぜ!!　全部向こうが用意した情報だ!!」

　言われてみれば。

　でも、まだちょっと変なような……？

「行きが大だい丈じよう夫ぶだったら帰りもセンサー潜くぐり抜ければ良いんじゃないのかね？」

「足跡とか匂においとかは消せねーんだぜジジィ。伊賀で開発中の忍術に横よこ槍やり入れられたり、最悪技術情報が頂ちよう戴だいされたって話になったら、私達は犬でも何でも使って本格的な追撃をする。でも『未然に防げた』って思い込んでいればそこまでの執しゆう念ねんは発はつ揮きしねえだろ。作業は同じでもどこかに甘えや油断が発生する」

「……となると、あのー、薄はつ幸こうそうな雰ふん囲い気きもキャラ作り？」

「ジジィ密ひそかに萌もえてたろ？　私らはそういうプロなんだから気をつけろよ。とにかく甲賀の忍しのびは確実に始末する。それが裏うら稼か業ぎようの『安全』ってヤツだ」

「いや待てい!!」

「な、何だよジジィ？」

「こんな最前線までやってくる精鋭の女忍者じゃ。持ってる忍具とか取り上げれば甲賀のテクノロジーがまとめて把は握あくできるんじゃね？　そのまま利用する事はできなくとも、予想できる甲賀の技術進歩の方向性さえ分かれば、それに対抗する形で『先に』撃退用の忍術を組み上げる事だってできる訳じゃしな」

　新しいテクノロジーは新しい領域を切り拓ひらく。その領域は誰だれも『想定していない』のじゃから、これまでの防衛策は通じない。よって、巨額の開発費を埋うめ合わせるように、未知の抜け道を使って未知の利益をがっぽりと回収する。

　ところが、先回りして抜け道を封じ、新しい領域に剣の山を設置してしまえば、甲こう賀がに開発費の回収はできない。残るのは莫ばく大だいな借金だけ。その金銭的ダメージだって、立派な戦いくさの形じゃないかね？

「……ジジィ、アンタも忍者だねえ」

「わし、正々堂々を旨むねとするサムライじゃないもーん」

「でも現場に出てくる最強ランクの忍者ほど頂ちよう戴だいされちゃ困るテクノロジー持ってるって、なんかセキュリティ的に矛む盾じゆんしてねーか？」

「おかげで伊い賀がも甲賀も文化交流しちゃっておるがね。じゃから忍法スリープダイバーみたいに、本人……ってか本体が最前線に立たなくても良い忍術作ったりしていたんじゃが」

「まあ良いだろ。やられっ放しじゃつまんねーしな。罰ばつ金きんはきちんといただかねーと割に合わねえのは理解できる」

「あと全裸レインコートの爆乳ちゃんにあれこれ体に聞いちゃいたい！　男の夢じゃしね!!　っていうかあんな爆乳ちゃんを始末とかもったいない！　エコじゃない!!」

「あーあ!!　今ので一気にやる気ゲージ下がっちゃったなー!!」
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「Is this MOE?」

「No! This is bitch,not MOE!!」

「Uh……YOME equals wife,ok?」

「No! No!! Oh my god!! YOME is not your fucking old wife! It's basically all virgin and pure ladies!!」

　……多分、隣となりのテーブルにいる金髪の白人とアフロの黒人はグローバルな環境問題について熱く語り合っているんだろうが、今は聞き耳を立てている場合ではない。

「いやー、二浪したと思った時には私ホントに馬ば鹿かかなと思ったけど、まさかいつの間にか学年で先輩ちゃん（笑）を追い抜いちゃうとはねー」

「うるさいよ!!　馬鹿で悪かったな!!　何で俺は哲学なんて答えのない分野を専攻しちまったんだー!!」

　まさかの連続留年で何回目か数えるのも嫌いやになった的な一年生を経験した俺を慰なぐさめようと、近所の妹系（二〇歳超えてんのに!!）が居酒屋に連れて行ってくれました。……ぶっちゃけ後輩（だったはず）のそれも女の子に奢おごってもらうとか、余計にプライドが裂さかれている気もしますが！

「……ふ、ふふふ。たとえ学年や単位で負けているとしても、俺には人生の先輩という豊富な経験があるはずだー……」

「うん、まー永久ループなんて希け有うな経験しているヒトはそうそういないと思うけど。キチョーなご意見お願いシマース」

「永久じゃねえよ!!　空中でハメ技喰くらってんじゃねえんだ!!　俺は必ずこの地獄を抜け出す。とりあえず哲学の教授の研究室へ行って土ど下げ座ざをするところから始めよう!!」

　ばむばむ！　とテーブルを叩たたき、ビールジョッキの中身がこぼれそうになったので慌あわてて力加減を調整する。

「ちゅーか人生経験豊富だとどの辺が有利になる訳ですよ？」

「エッチが上う手まくなる」

　じと目が襲おそいかかってきた。

「……豊富？」

「ごめん、マジごめん。女の子のガチの蔑さげすんだ視線への耐久力を備えるほど経験積んでません。女学生の言うマジキモイは受け止められません」

　塩をかけたなめくじみたいになってます、俺。

　でも駄だ目めだ。

　もうナメられたくない！　何でも良いから一個でもこいつの上を行きたいのですよ!?

「そうだっ!!　人生経験豊富なら詐さ欺ぎに引っかからない！　テレビでなんかそんな事言ってた!!」

「ホントにそうならご老人は振り込め詐欺の被害に遭あわないと思うんだけどなー……」

「知ってるくわぁね後輩ちゃん!!」

「学年と成績では私が上だ頭ずが高い。次のレポート手伝ってあげようと思ったけどやっぱやーめた」

　そして俺は世界で一番不細工な顔になった。

「……え、えへへ。路上喫煙詐欺って話は知ってますかね先輩サマ？」

「にゃにそれ？」

　妹系（二〇歳超えｒｙ!?）ではあるが、こいつも二〇歳の壁を越えた大学生らしく、『ひとまず』酒と煙草タバコを試している最中である。多分あと二、三年したら禁煙戦士に目覚めるだろう。

「あっちこっちの街で路上喫煙を禁止するルールができてんじゃん」

「まー看板とか見るね。あれ罰ばつ金きんなんだっけ？」

「罰金取るのは誰だれだっけ？　お巡りさん？　それとも違法駐車みたいに民間の人に委い託たくしている？」

　質問してみると、案の定、彼女は首を傾かしげる。

「……あれ。言われてみれば……」

「そこんトコが周知されてない訳じゃん？　だから路上喫煙禁止エリアで煙草吸ってるヤツ見つけて、『もしもし罰金ですよ』と話しかけて、数千円をくすねるって詐欺。後になってから詐欺だって分かったとしても、一回の被害はそんなもんだし、しかも先にルール破ってんのは煙草吸ってた方。負い目があるからしつこく追われる可能性は低いんだってさ」

　枝豆を口に放り込み、彼女は渋い顔をして大皿に塩を振りかけながら、

「考えるねー……。でも数千円でしょ？」

「一回はな。何度も繰くり返せばやっぱり儲もうけになる。暴力団みたいな地雷に話しかけない限り、お手て頃ごろな収入源になる。振り込め詐欺と違って話術もいらないし。せいぜい挙動不審に見えなければ良いレベル？」

「聞いた事なかったな。ま、外では吸わないから関係ないけど、一応心の隅には留とどめておくか。ありがとさん」

「ふっ、ふおおおおおおお!!　六ヶ月ぶりに誰かにお礼言われた!!」

「……コンビニ行けば店員さんが頭下げてくれるはずなんだが」

「いつも行くコンビニのバイトちゃんは『チッ』がデフォですが？」

「逆に貴重なオーラだよ!!」

　その後、一年生が何回目か数えたくない俺はまた新歓コンパで自己紹介と隠し芸をしなくてはならないのかといった問題や、そもそも基礎教養の一～二年生の段階で留年続きって事は、専門的になる三～四年生になったらどこまでつまずくんだといった難問、っつーか留年って全部で何回まで許されるんだっけという超難問などを話し合って（一方的に）俺の方だけがへこまされていると、妹系（二〇ｒｙ!?）がこんな事を言ってきました。

「ところでさ」

「なんだい後輩ちゃん」

「……、」

「……先輩サマ」

「その路上喫煙詐さ欺ぎって、どこで知ったの？　ネットで見聞きした話とか？　まさかと思うけど、自分が引っかかったとかじゃないよね」

「そこはあれなのですよ!!」

　ガバァ!!　と突っ伏していたテーブルから起き上がり、

「なんか掲示板で知り合った親切な人がね、詐欺の対策マニュアルを作っているんだって！　この現代日本にはびこる数々のトラップをまとめた究極のサバイバルブックがたったの一〇〇〇円。一〇〇〇円でございます!!　これさえあればあらゆる犯罪から身を守る事ができるだなんて、いやー俺も良い買い物をしたなあ!!」

「……あのう。私さっき、路上喫煙詐欺なんて聞いた事ないって言ったんだけど」

「それが？」

「そもそもそんな詐欺、ホントにあるの？　でっち上げた嘘うそ情報をまとめた詐欺本掴つかまされたとかじゃなくて？」
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　僕は呪のろわれた数字に導かれてここまでやってきた。

「……君が何を言いたいのか把は握あくできていないんだが」

「僕だって自分の身に何が起きているかは把握できていない」

　駅から少し離はなれた所にある、チェーン展開されているものとは違う小さな喫茶店。唯一の客であるその女性に向けて、僕は言う。

　そう。

　何を意味しているかは分からないが、何かしらの意味はある。これまでだってそうだった。ここもきっと、一連の出来事の通過点なんだ。

「３８５Ｄ。僕の周囲にはずっとこの数字がついて回る。一番最初に送られてきたダイレクトメールにもこの番号はあった。地図にあった縦38横５Ｄのブロックを探してみたらプラスチックのプレートが見つかった。ホテルのクロークの番号で、３８５番の荷物。Ｄっていうのはデポジットのディー。つまり普通の荷物と区分けして貴重品扱いしてくださいってサインだ」

　その後だって、常に３８５Ｄはついて回った。時限爆弾が見つかってどうにもならなくなった時なんて、当てずっぽうで３８５Ｄと入力したら本当にタイマーが解除されてしまった事もあった。レーザーの入射角を38・５度に合わせてデータの通信を行った事もある。Ｄはその時通信に使う光波長を指していた。虹にじの藍あい色いろ、ディープブルーのＤだ。

「そして３８５Ｄを追っているのか３８５Ｄに追われているかしている内に、君はこの喫茶店までやってきたと？」

「信じられないとは思う。でもこのテーブルの製造番号を見てくれ」

　言って、僕はテーブルの側面にある小さなシールを指差す。番号はわざわざ口に出すまでもない。

「３‐85‐Ｄとあるな」

「３８５Ｄだ。この数字はどこにでもある」

　僕は向かいに座って良いものか迷ったが、喫茶店のマスターが怪け訝げんな目でこちらを見ているので、その視線に押されるように座ってしまった。女性も特に気にした様子は見せない。

「教えてほしい。あなたは一体何を持っている？　おそらく、これまでの経緯から察するに、あなたは３８５Ｄの全体像は掴つかんでいないはずだ。何かしらのピースを持っているだけ。それを教えてほしい。次に僕は何をすれば良い？」

「何な故ぜ、私がそれを持っていると思うね」

「３８５Ｄを追っていたらあなたと出会ったから」

「仮に私が何も知らないと答えたら？」

　サラリとした調子で言われた。

　多分この人は世界の終わりに直面してもこんな感じなんだろうと予感させる声。

「僕はここで諦あきらめる。でも、多分そうはならない。これまでだってそうだった。３８５Ｄは僕の望む望まざるに拘かかわらず、僕に答えを突き付けてきた。今ならセンター試験だってホワイトハウスの入り口のロックだって３８５Ｄで切り抜けられると思う。あの日から、そういう風に僕の人生が回ってしまっている」

　女性の目の色が、微かすかに変わる。

　僕には名前も分からないコーヒーを口に含み、彼女は言う。

「ほうほう。興味深い話だが、この喫茶店の住所はどう割り出した？　番地だけなら３８５Ｄとはほど遠いはずだけど」

「難問だった。まず着目するのは３８５とＤだ。Ｄ……つまりこれが数字に混じっているって事は、一六進法だ。３８５とストレートに考えてはいけない。まずは一六進法の３８５Ｄを一〇進法に変換してから……」

　僕は早口で説明するが、女性の方は表情が動かない。興味深いと言ったのは何なんだ？　とにかく、足したり引いたり掛けたり割ったり……といった手順を並べていく。

「……という訳で、見事３８５Ｄは12‐９‐41、つまりこの喫茶店の番地を示す数字に変換できる。その喫茶店の中にある製造番号３‐85‐Ｄのテーブルにあなたが一人だけ佇たたずんでいた」

「なるほど。確かに奇怪な出来事に巻き込まれているようだね。思うに、最初のダイレクトメールに何かしらの悪意が仕込んであったと捉とらえるべきだろうけど」

「あなたが持っている、次の３８５Ｄは何なんだ？　分かるのか？」

「奇怪と呼んだが、それは３８５Ｄじゃないよ。むしろ、３８５Ｄなどどうでも良い」

　……？

　思わず言葉が止まった僕に、女性は続けてこう言った。

「最初に確認しておくが、君はずっと３８５Ｄという全く同じ数字にまとわりつかれているんだな？　別の番号ではなく、ずっと一貫して３８５Ｄ。だからその偶然の一致が不思議でならなかったと」

「そうだ。だから最初から説明しているじゃないか！　僕の周りには３８５Ｄが……!!」

「だがね。３８５Ｄと３・８５Ｄと38‐５Ｄは本来全く違う数字列のはずなんだけどね」

「な、ん……？」

「だってそうだろう？　君はアルバイトをしていて、五万五千円の月収と五百五十円の月給は同じだって思うのかな。そもそも、３８５ならともかくＤとは何だ？　アルファベットが混じった時点でそんなものは数列として意味をなさない。さっきのように、無理矢理に一六進法と主張するなら話は変わるが、毎回一六進法で統一されていた訳じゃないんだろう？」

　極きわめ付けが、と女性は人差し指を立て、

「この喫茶店の住所だ。明らかに３８５Ｄとは関係ない数列を、君は無理矢理に３８５Ｄに当てはめた。当てはまるまで何度でも計算を繰くり返した。これが真相さ。３８５Ｄがついて回っていたんじゃない。君は全すべての数字が３８５Ｄに繋つながると、何者かから誘ゆう導どうされていたに過ぎない」

「誘導……？　本当は、３８５Ｄなんてどこにもなかった……？」

　呆ぼう然ぜんとした調子で言うと、女性は人差し指を立てたまま続ける。

「何な故ぜか３８５Ｄが異常に気になる精神状態に陥おちいらせる『何か』……それが奇怪と言っている訳だ。仕組んだ者の目的や手法は不明だが、３８５Ｄを別のものに当てはめれば即座にカルト宗教などに応用できそうな現象じゃあないか。世の中の全てに『何か』は関かかわっていて、『何か』にすがれば全ての問題は解決できる……ってさ。君はひょっとすると、厄やつ介かいな連中の実験にでも巻き込まれたのかもしれないな」

「数字に付きまとわれている……なんて次元じゃない。何だ？　僕は何だ？　一体何に関わってしまったんだ!?」

「良いだろう」

　軽く笑って、女性は立ち上がる。

「ちょうど『仕事』も終わって暇ひまをしていたところだ。その３８５Ｄ、暇潰つぶしのパズルとして解かせてもらおうか」

「『仕事』って？　そうだ、そもそもあなたは一体誰だれなんだ……？」

「そこに疑問を抱かず話を続けていられたのも３８５Ｄの影えい響きようなんだろうが」

　簡単に区切って、女性は告げる。

「少なくとも、そんな数列よりは深い意味のある言葉だよ。私に付きまとっている『仕事』ってヤツはさ」
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　妖精だの狼おおかみ男おとこだのゾンビだのビッグフットだのを有力科学誌プラネットが片かたっ端ぱしから認めちまうような世の中になったが、恩恵がないと言えば嘘うそになる。

　例えば、棺かん桶おけ職人が死人以外の商売相手を見つけられた事だ。

　大体そういう連中は真夜中にやってくるから、営業時間の再調整なんかは必要だけどね。

「外そと見みは黒こく檀たん。わざわざ言うまでもない事だけど、隙すき間まは一切許さないわ」

　テーブルの上にぺたりと腰を下ろしているのは一〇歳ぐらいの金髪の女の子。

　ただしサイズは人間の一〇分の一程度。

　妖精さんも行ぎよう儀ぎ悪いのは自覚しているようだが、錆さびたパイプ椅い子すに座るとサイズの関係でテーブルの上の図面を眺める事ができなくなる。また、ごちゃごちゃした事務所の中でも、扇風機と飼い猫の近くには絶対に近づきたがらない。

　ちなみに実年齢も相当怪しかった。

「鉄の釘くぎは使わず、材木につけた凹おう凸とつにはめ込む形で完かん璧ぺきに整えてちょうだい。接着剤なんてもっての外ほかだわ」

「はいはい。寄よせ木ぎ細ざい工く的な」

「そうそう。寄木細工的な」

　棺桶はまだない。今は客と二人で図面と睨にらめっこし、オーダーに不備がないか、互いの完成予想図に齟そ齬ごが生まれていないかを確認する段階だ。

　……しかしこの子のサイズに合わせると、棺桶っていうよりお弁当箱を作るような感じになりそうだな。あれもきちんとした重箱を作るとなると相当難しいらしいが。

「中身については別口で注文しておいた低反発素材を敷しき詰めて」

　小さな手で図面の上を四つん這ばいで移動し、その一部分をパシパシ叩たたく女の子に、ちょっと質問してみる。

「はあ。棺桶をベッドにしたいなんて言うから、てっきり中は薔ば薇らでも満載にするもんだと思っていましたけど」

　言った途と端たんにギロリと睨まれた。

　正直、サイズのせいであんまり迫力がない。

「棘とげだらけで眠れる訳ないでしょうそんなの。近所のにんにく嫌ぎらいがやたらとここの寝具を自じ慢まんするものだから、どんなものかと試しに来たのに、全身引っかき傷だらけにしてどうするの」

「ご近所さんって言うと、ルーマニア辺りからの留学生かな？」

「……ああ、それと低反発素材の上から絹の天鵞絨ビロードを隙すき間まなく被かぶせるのを忘れないで。私は石油化学製品アレルギーなのよ。これだけ払ってシックハウスなんて勘かん弁べん願いたいわ」

「ええと、棺かん桶おけの表面にデカい十字架とかつけないんですか」

　もっと睨にらまれた。

「あなた私に恨うらみでもあるの？」

「いえほらゴスっぽいイメージ的に薔ば薇らとか十字架とか。何だか服もひらひらしている訳ですし」

「好きなモノと苦手なモノが超ごっちゃになっているわ。舐なめているのかしら？」

「……他には、音おん響きよう設備？」

「一日の半分、人生の半分を夢の中で過ごすのだから、環境を整えるのは当然の事。私の身長は測っているわね。ちょうど、左右の耳の所にスピーカーがつくように調整してちょうだい。スピーカーの外枠は黒こく檀たんで作り、振動板は紙で作る事。内部構造はともかく、肌が触ふれる部分は全すべて天然素材で統一するのを忘れずに」

　図面の上にゴロリと寝転がり、自分の頭の左右に掌てのひらを当てる女の子。

「となると防音のために、壁に綿わたを詰める必要があるかもしれませんねえ」

「蒸し暑いのは嫌いやよ」

「小型のエアコン……は見た目にかなり難がありますので、冷却剤でもつけますか？　ほら、風か邪ぜを引いた時におでこに貼はる……」

「アレルギー」

「……では冷温ミストなどを。ただ、音響設備とセットにすると消費電力が大きくなりすぎるかもしれません。ノートパソコン用のバッテリーを繋つないだ程度では、一二時間連続稼か働どうは難しいでしょう」

「家庭用の電源プラグを棺桶から伸ばすなんて嫌よ。車のバッテリーとかも。そんなのエレガンスじゃないわ。そもそも棺桶より電源の方が巨大になってどうするの」

　再び起き上がった女の子は文句ばかり言う。

　まあ、文句があるのは『応こたえてくれる』という信しん頼らいの表れだと受け取っておくけど。

「えーと、太陽光発電パネルでもつけますか？」

「……陽の光の下に棺桶を放置とか、あなたやっぱり私に恨みでもあるの？　そもそも外にベッドを置いて寝る馬ば鹿かがどこにいるというのよ」

「カラスに襲おそわれそうですしね」

「それ以上の侮ぶ辱じよくは不敬とみなすわよ？」

　女の子の掌てのひらから淡い光みたいなのが出てきたが、それが具体的にどんな効果を生むのかいまいち想像がつかない。

「ならいっそ無線送電システムでも繋つなげますか。電磁波は大だい丈じよう夫ぶなんですよね？」

「火星の上でも走れそうな棺かん桶おけになりそうね」

　光を消しながら女の子は言う。

「セキュリティはいかがいたしましょう」

「屋や敷しきそのものに鍵かぎをかけるから問題ないわ。それより、ここ、この部分。棺桶の下に車輪をつけるという話だけど」

「掃除や模様替えなどの時、持ち運びに便利でしょう？」

　人間の俺ならお弁当箱サイズの棺桶なんてどうって事ないけど、身長一五センチの彼女が運ぶ分にはやはり苦労するだろう。……と思っていたんだが。

「セキュリティ面ならこちらの方が心配だわ。眠っている間に棺桶ごとどこかに運ばれそうよ」

「屋敷に鍵をかけているから問題ないのでは？」

「そういう『不安』がわずかでも残る事が、快適な睡すい眠みんを妨さまたげるの」

「まぁ、お客様の注文通りに作るのが俺の仕事なんで、言われた通りにはしますけど」

　そもそもお弁当箱サイズなんだから、『巨大な侵入者』にとって、車輪の有無なんて関係ないと思うけどな。

　電磁石か何かで固定するつもりか？

「あと最後に、ここが一番難しいと思うけど。通つう風ふう孔こうを用意する事。ただしそこから外の光が差し込むようでは話にならないわ。快適な安眠を妨げるもの」

「その辺は、ほら。水道管のＵ字管って分かります？　ああいう風に、パイプを何度も曲げれば光の侵入は阻はばめますので、ご心配なさらず」

「ならそうしてちょうだい」

　うーん。

　しかしサイズがサイズだけに、一から作るとなると相当苦労しそうだな。スピーカーは小型イヤホンを分解して外そと見みを天然素材のパーツに組み替えるとか、日用品に手を加えた方が手っ取り早いかもしれない。

　あと通風孔にファンをつけなきゃいけないから、かなり小さなモーターが必要になるな。何か良い感じのはなかったっけ……。

「とにかくこの私、ティタニア様の安らかな眠りのために尽じん力りよくする事。それがあなた達、脆ぜい弱じやくな人間社会の安定にも繋がる事を肝きもに銘めいじておきなさい」

「悪の大だい魔ま王おうみたいな台詞せりふですね」

「みたいじゃないのよ残念ながら」

　腰に両手を当て、ふふんと勝ち誇ったように女の子は言う。







　……というワガママお嬢じよう様さまの無理難題をどうにか乗り越え、無事にオーダーメイドの棺かん桶おけを納品してから八日後。

　成功作の情報は看板代わりになるため、カタログ用に撮影しておいた写真を編集していると、懐なつかしい顔が店のカウンターへやってきた。

「とんだ欠陥品だわ!!」

「お客様、そこは猫用ドアです。来店用の出入口は向こうに……」

「何度試しても開かないのだから仕方がないでしょう！　そもそもケットシーに出入りできるなら私が出入りしたって問題ないはずよ。それより欠陥品!!」

　何かしらの屈くつ辱じよくを感じるのか、女の子は顔を真っ赤にして叫んでいた。

　しかしどこのどの辺が欠陥品だと？

「クーリングオフの期間は過ぎてますけど」

「お金ですって？　紙切れの枚数なんてどうでも良いのよ！」

「そりゃ羨うらやましい」

「……あなた、棺桶の通つう風ふう孔こうは心配いらないみたいな事を言っていたわよね」

「光が差し込むような構造にはしていないはずですけど」

「そっちじゃないわ。通風孔の入り口にファンをつけたわね」

「そうしないと新鮮な空気が入っていきませんからね」

「何な故ぜそこに、歯医者さんで使う歯を削る機材のモーターを使ったのかしら!?　背せ筋すじがゾワゾワしてちっとも眠れないんだけど!!」
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『はーやーくー。レンタルビデオが滞たい納のうしてまーすしまくってまーす。時間が経たてば経つほど首を絞める事になるんだからちゃちゃっと払っちゃってくださいよー』

　ああもうこのバイトの女の子は完全に人をナメているな。こっちはスクリプトを組む前の最終調整なんだから気を散らせないでほしい。家庭用のパソコンで巡航ミサイルの迎げい撃げきができる時代（ただしコンピュータに接続するレーダーや地対空ミサイルをご家庭で購入できればの話だが）に紙で計算式を書いているのも馬ば鹿からしいけど、スパコンのシミュレートって一いつ旦たん始まるとものすごーく時間がかかるんだよね。だから実際にマシンを走らせる前に完かん璧ぺきな計算式を作らないといけない訳。

　とはいえ、レンタルビデオの延滞については全面的にこっちが悪いから文句は言えないが。

　ついでに最終調整と言ったって、二週間も前からどん詰まりのままだ。

「……そうかー、ディスクの返却期限から詰まっているのか」

『うすらぼんやり回想してねーでさっさと返してくださいってば。お客さんアレでしょ。時間鉱脈取り扱っている技師なんだからガッポリ稼かせいでんでしょ？　じゃなきゃ何でもかんでもダウンロードレンタルしている時代に高密度ディスクにこだわったりしないでしょ』

　ディスクに収まっているデータだってデジタル信号の塊かたまりなんだからネットの回線でやり取りはできる。ただし容量が大きすぎて、大勢の人達が利用すると回線がパンクしてしまう訳だが。そういう事情もあって、『手に入れるまでは早いが解像度の低い』ネット版と『手に入れるまで手間はかかるが解像度の極めて高い』高密度ディスク版とで、映画市場は住み分けをしている訳だ。

　とはいえ、俺が借りているのは古いホラー映画の復刻版だから、マスターデータそのものがノイズだらけなんだけどね。

「単に物理メディアへ安心感を求めているだけだよ。古い人間なんでね」

『時間鉱脈なんて、デジタル極きわまりないもの扱ってんのに？』

「時間鉱脈ねえ」

　タイムマシンは割とあっさり完成した。

　きっかけは、太陽風とオーロラの関係性を調査する過程でたまたま見つかった『ニュートリノでほっとしたアインシュタインが、今度こそ頭を抱える現象』だ。時折話題になるＵＦＯの正体も、そっちが絡からんでいた自然現象だとか。

　とはいえ、形状はケーブルだらけの分厚い手袋みたいなもので、これを使って『向こうの時代』の物品を掴つかんで動かすといった形のものだ。グローブはあくまでもインターフェイスであって、実際には一定波長の振しん幅ぷくを使って標的の座標に圧を加えているんだけどね。『向こうの時代』では、ポルターガイストか何かと勘かん違ちがいされる事だろう。

　後はその使い道だ。

　現在、国際条約で取り決められているのは、歴史に極きよく端たんなストレスを与えず、『万人が等しく幸福になるように』歴史改変を行う事のみを許可する、という感じだ。

　つまり、過去のデカい戦争を回かい避ひしようとか、大災害の前にみんなを避ひ難なんさせようとか、そういうイベントは起こせない。

　……というか、こんな条約がなくとも、できない理由は他にあるんだけどね。

「あれも幅が決まっているんだよ。楽はできない。時間的ストレスを歴史に与えないように干かん渉しようしようと考えると、ターゲットとなる『時間』はほんのわずかなスポットになる。だから鉱脈なんて呼ばれている訳だが」

　くるくると適当にペンを回しながら言うと、電話の向こうからの声もテンポが悪くなってきた。学校の授業を聞いている生徒って大体こんな感じだよね。

『んー……時給は同じだからサボっても良いか。世間話に付き合ってやるけどさ、あれでしょ。一度誰だれかが干渉した時間に、後からもう一度別の誰かが干渉する事はできない。だからスポットはどんどん少なくなっていくとかっていう』

「とはいえ、今の俺達は時間鉱脈を捨てる事はできない。何しろ未来に残っている資源の量が圧倒的に少なすぎる。過去に干渉して、資源消費速度を落とさなければ、遠からず人類の社会は枯渇する」

　メモにいくつかの数式を書き、その上から二重線を引いて、それを繰くり返し、メモをくしゃくしゃに丸めてゴミ箱へ投げる。命中したが、ゴミ箱の上へ山盛りになっていたメモの山がまとめて崩れてしまった。

『歴史的には節約した分が、未来にいる私達には突然金脈が浮かび上がったように見える訳だ』

　そうなんだ。

　とは言っても、時間鉱脈は無限に資源と財産を生み出してくれる魔ま法ほうの技術じゃない。

　世間的にはそんな風に喧けん伝でんされているが、それは資源枯渇に対する恐怖が社会に蔓まん延えんしないように工夫した、情報操作に過ぎない。

　三流写真週刊誌やネットの掲示板なんて大した事を書き込んでいない場合が大半だが、たまには的を射る事だってある訳だ。

「さっき君は、時間鉱脈を取り扱う俺がレンタルビデオの返却もできないのかとか言っていたな？」

『本来なら今も言わなきゃいけないんだけどさー』

「そのスポットの数がかなり絞られてきた。正直、スクリプトを組むのに苦労している」

『えっ？　世の中ってそんなにシンコクな事になってんの？　過ぎていった時間なんて、それこそ無む尽じん蔵ぞうにあるでしょ。スポットなんて言ったって……』

「そっちもあるけどね。根本的な問題もある。時間鉱脈は、言ってしまえば歴史の再調整だ。無む駄だを省いて節約し、その分の資源や財産を未来へ回す。つまり……本当の意味で人類の歴史の最適化が終わってしまえば、それ以上はびた一いち文もん稼かせぐ事はできなくなる」

『それが近くなっているって？　ヤベーじゃん』

「先の話だけどね」

　だが多分、バイトの女の子が思っているよりはずっと早い。

『でもさー。いざとなったらスポットなんて無視しちゃえば良いんじゃね？　だって今から普通に掘り出せる資源ってもーアウトでしょ。過去の時間から掘り返せなければ人類は滅亡する。だったら最後は本音も建前も全部ぶっ飛ばして……歴史が大きく変わっても良いから新しい時間鉱脈のスポットを抉えぐり出すしかないんじゃないの？』

「まるで、自分はその改変に巻き込まれないって信じているような口振りだね」

　そして無理だ。

　というか、過去に挑戦した馬ば鹿かはいたんだ。

「……タイムマシンが完成した直後は、みんな揃そろって自分が神だの王だのになろうと躍やつ起きだった。敵国、あるいは宗教や文化圏を丸ごと破は壊かいする時間兵器の研究すら行われていたほどだ。だが……そういった事例は全すべて失敗に終わった」

　原因は不明。

　先ほどタイムマシンの感覚は特殊な手袋を使って物品を動かす、ポルターガイストに近いと言った。

　しかし、動かせる物体と動かせない物体があるのだ。

　というより、大抵の物品は触ふれようとしてもすり抜けてしまう。動かせる物体にしても、必要以上に大きく、激しく動かそうとすればやはりすり抜けてしまう。質量や材質などに法則性がある訳ではなく、二つ並んだコーヒーカップの片方だけしか動かせなかった、なんて事例も報告されている。これが世界中の学者を悩ませている訳だ。

　人間は人間の歴史を必要以上に大きく捻ねじ曲げる事はできない。

　リバウンドアロウの難問と呼ばれる、ノーベル賞間違いなしの研究テーマだし。

　だから俺達のような技師は、わずかに開いた隙すき間まにねじ込む形で富を得ようと、研究の方向性を変えたんだ。

「加えてもう一つ」

　話している内にインスピレーションでも湧わくかと思ったが……こんなのに頼たよろうとしている時点で負け戦いくさかな？

「ただでさえ時間鉱脈のスポットの数は限られているのに、採掘条件を妨ぼう害がいしている要因がもう一つある」

『えっ？　なになに』

「俺達は歴史が変わった事を認識できる。時間鉱脈で過去をいじったら、この時代に突然金脈が湧わき出たように認識している。金脈が生まれた事すら気づかない、なんて事態には陥おちいっていない」

『だって、そんなの当たり前じゃん。あれでしょ。歴史改変に巻き込まれるのを防ぐためのセーフティロック。何十年か前のどっかの科学者がノーベル賞を取ったって』

「……最初はポリグラフみたいな形だった。微弱な磁場の変化を捉とらえ、曲線でそれを描き出すだけ。次はそれが文字になった。電子記き憶おく装置に自動入力され、検索できるようになった。そしてつい最近は人間の頭の中に、記憶として直接情報を残す事ができるようにさえなった。これで、いちいち全部忘れた状態からデータを読み直す必要すらなくなった訳だ」

『良い事だらけじゃん。人類の勝利って感じ？』

「時間に抗あらがうのならね。だが俺達は時間の変化に身を委ゆだねて資源を生み出し、すでに枯渇したはずの社会を無理矢理回しているはずだ」

　ため息をつく。

　煙草タバコはやめたはずなのに、吐はき出される息に有害な何かを感じる。

「……率直に言って、時間が曲がらなくなってきている。歴史改変の影えい響きようを受けない物品、情報が一定量を超えてしまった。このまま増え続ければ、時間鉱脈のスポットに刺激を与えても歴史全体が変化しなくなる。鉄筋さ。俺達は、自分の手でグニャグニャ曲げなきゃいけない分厚いゴムの板の中に、太い鉄筋を通してしまっているんだ。何本も、こうしている今も」

　ただでさえ時間鉱脈のスポットは減ってきた。

　そして歴史そのものの硬化が始まり、スポットの刺激が通用しなくなってきている。

『時間が曲がらないって事は、つまりこれ以上時間鉱脈で資源を増やす事はできないって話？』

「だね。昔っからささやかれてきた、残り少ない資源を巡って戦争が起こる時代が近づいてきている」

　まさにどん詰まり。

　現代や未来の資源がすっかり枯渇したこの社会は、ついに過去の資源さえ食い潰つぶそうとしている。

『ヤベーな』

「ヤバいよ」

『だったらあれじゃん。誰だれかが歴史を改変して、無む駄だに過去の時間鉱脈を消費しまくっている業者だの団体だのに干かん渉しようしないといけないじゃん』

「良い事に気づいたね。そう、今までやってきた事と同じだ。石油をバカスカ使って黒煙をもくもく上げていた有害工場にエコの精神を叩たたき込む事で、未来の世界に資源を回したやり方と一いつ緒しよ。ただし今度の資源は石油やレアアースじゃなくて、時間そのものになる」

『だったら技師さん頑張らなきゃ』

「だから今頑張ってるんだって」

『それとは別にディスクは返却してもらうけどね』

「そっちもできるだけ頑張ってみる」

　簡単に答えながら、俺は心の中で思う。

　……しかしできるのか、そんな事？

　時間を操る者をさらに操って、時間を節約させる。何だか聞けば聞くほど堂々巡りしているような。まるで火力発電の電力を使って水力発電のタービンを回そうとしている風に見える。下へ手たをするとエネルギーのロスのせいで、かえって『使える時間』の総量は減る。というか普通にやったらそうなる。だからそうならないように、今必死にスクリプトの最終調整を行っている訳だが、活路は見えない。世界中の技師が同じ数式で悩んでいるだろう。誰だれかが一抜けしていれば、とっくに得意顔で記者会見しているはずだ。

　そんでもって。

　重要な問題がもう一つ。

　いい加減にうんざりしてきそうなものだが、レンタルビデオの滞たい納のう料金みたいに積み上げられてしまったのだから仕方がない。




　だってさ。

　俺達が算出した限り、時間鉱脈の限界って一週間後だぜ。本当に、それまでの間に解決策なんて出てくるのかよ。






[image: ファイル09　地獄の沙汰も札束次第]

　最新式のスマートフォンのあらゆる機能を駆く使しして、３Ｄ心しん霊れい動画の中に潜ひそむ美少女幽ゆう霊れいを白日の下にさらけ出していると（正体が見えにくいというご要望にお応こたえして、制限時間内に色々ひん剥むくと高ポイント獲得）、間近から女子高生の声が飛んできた。

　ただし方向が少しおかしい。

　具体的には斜め上からだ。

「おい」

「待て、今レベル四の糸口が見えてきたところだ。そっかー！　集合撮影の手前の男をどかすと浴衣ゆかた女の子幽霊の太ふと股ももが……!!」

「おいってば!!」

　ふわふわと浮かんでいる何者かが声を荒らげた。

　んー、もうちょっとパニクると思って暇ひま潰つぶしのアプリをダウンロードしたんだけど……意外と立ち直りは早かったな。

　自分で言うのも何だが、あんな説明で良く納得したもんだ。

「私が幽霊っていうのは分かったんだけどさ」

　一八〇度逆さまの状態であぐらをかき、なおかつ高い所を浮かんでいるおかげでスカートからパンツが完全に見えない少女はそんな事を言う。考えてみればセーラー服って消えないよね。体操服や水着は結構簡単にモデルチェンジしていくものなのに。

「ここどこ？　天国、地獄？　なんかお寺みたいな雰ふん囲い気きなんですけど」

　そう思ったのは、俺が袈け裟さを着ているからかな？

　でも答えは違う。

「斎さい場じようだよ。葬そう式しきやるトコ。正確には元だがね。ありふれた街にあるありふれた死を扱うありふれた場所。そういう条件が必要な訳だ」

「何に？」

「私営地じ獄ごく」

　簡潔に答える。

　が、簡潔過ぎたか？　少女は逆さまのまま、怪け訝げんそうに眉まゆを動かすだけだ。

「つまりだな。現代人は悪人ばっかりだから地獄も満杯なんだよ。システムが完全に止まる前に、作業を分担させて負荷を軽減させようとした訳だ。それが現世を切り離はなして作られた私営地じ獄ごく。……ま、海外なんかである、民間委い託たくの刑務所みたいなものをイメージしてもらえれば良いよ」

　地獄とか刑務所という単語に、少女の方が過敏に反応してきた。

　よしよし、イメージ通りの展開だな。

「私の魂たましいは地獄に落ちるはずだったって事!?　私何にも悪い事してないのに!!」

「仏教って自殺を推すい奨しようするような宗教じゃないよ。切腹とかのイメージから勘かん違ちがいされているけどね。そんで君は未成年。賽さいの河原かわらって知らない？　早死にして親を泣かせた子供は鬼にしばき倒されるもんなの」

「……私はここで何すりゃ良いの？」

「刑けい罰ばつについては後で説明するとして、とりあえず依より代しろに乗り移ってくれ。私営地獄として切り離してあるものの、ここも現世の一部だ。剥むき出しの魂が長時間いて良い場所じゃない」

「依り代って何よ。二一世紀の現代語で言って」

「君の生前の生体情報を基に、日本人形を用意した。ここにずぶずぶと潜もぐり込んで」

　全身の毛を逆立てるように、少女は思い切り叫ぶ。

「嫌いやよ!!　日本人形に美人幽ゆう霊れいの組み合わせとか思いっきりホラーじゃない!?　髪の毛とか超伸びそう!!」

「美人と自みずから名乗るんじゃない。しかしそうなると、他の候補は押し入れに突っ込んであるダッチワイフぐらいしか……」

「くそォォォおおおおおおおおおおお!!　このナマグサ坊ぼう主ずがァァァあああああああああああああああああああああああああああ!!」

　少女は絶叫したまま日本人形に飛び込んでいく。と、固着が始まったようだ。日本人形が動くのではなく、人形を中心として、少女の肉体が再構成されていくのが分かる。日本人形は肉体の核として収納される訳だ。『触さわれる幽霊』ってポジションだな。

　よって、その完成系はあくまでも等身大のセーラー服少女。

　だから日本人形だろうがダッチワイフだろうが関係ないんだけどね。

「で!!　入りましたけど!!　私はこの私営地獄で一体何すりゃ良い訳？」

「基本的にはポイント制のホームステイみたいなものをイメージしてくれりゃ良いよ。地獄って言ったって、別に血の池に突き落としたりする訳じゃない」

　怪け訝げんそうな顔で少女は言う。

「ポイントってのは？」

「刑罰は日々メールで着信する。カードがいくつかあるんだ。その組み合わせで、一日のノルマとなるポイントへ到達しないといけない。それを懲ちよう役えきの年月だけ消化すれば、晴れて君は『生まれ変わり』の権利をゲットする。赤ちゃんとして再び現世に生を受ける訳だ」

「天国には行けない訳？」

「地獄から直で釣り上げるのはお釈しや迦か様さまクラスの奇跡だよ。そこらの坊ぼう主ずに期待されても困る。天国へ行きたければ来世はまっとうに生きる事だ」

「ふうん。ま、私だって色々やりたい事あるから生まれ変わりでも良いけどね。それにしても一日のノルマって……例えばどんなのがあるのよ。どれどれ」

　と、俺が差し出したノートパソコンの画面を見た少女が固まった。




　お尻しりぺんぺん、一〇〇回。

　ポイント三〇（ノルマ五〇〇〇）。




「ふ・ざ・け・ん・なァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

「はははやめるんだここは私営地じ獄ごくで俺は獄ごく卒そつ。いわば霊れい体たいに対しては無敵なんだよ。暴力を振るおうとしたって見えない壁に当たってひっくり返るだけだパンツ見えているぞ」

　ババッ!!　と慌あわててスカートを手で直そうとする少女。……しかしその服も合わせて霊体なんだから手を使う必要はないはずなんだけどな。

「くそお！　くそおおお!!　思春期の女の子ナメんな!!　こちとら告白の最中にサッカーボールとか飛んできて雰ふん囲い気きぶち壊こわしになるぐらいで死にかねない繊せん細さいな心の持ち主なのよ!!」

　ようやく手に入れた肉体を使って、畳たたみをばんばんと叩たたく少女。

　ただまあ、

「でもそうなると、後は正座してもらって足の上に重たい石を乗せるとかしかないぞ」

「どっちに振るにしても極きよく端たんすぎる!!　もうちょっと、こう、バケツ持って廊下に立ってなさいぐらいのレベルはないの!?」

「……残念ながら、ノルマを達成できないとモノホンの地獄から鬼がやってくる。ペナルティは想像を絶するものになるだろう。何しろ連中は剣で刺したり炎で焼いたり、やりたい放題だからな。地獄絵図って、歴史の教科書とかで屏風びようぶなんかに描かれているの見た事ない？」

「うう!!」

「ま、因いん果が応おう報ほうさ。物事の基本だよ。罪ざい業ごうの報むくいを自分で選べるだけ君は幸せな方だと思うよ。分かったらさっさと尻を出せ」

　ジロリとした目で少女は質問してきた。

「……一つ尋ねたいんだけど良い？」

「自分で決めなよ。質問する事もその数も」

「アンタ、何で私営地獄なんて悪あく趣しゆ味みな仕事を請け負っている訳？」

　気になるものかね。

　理由なんて一つしかないと思うんだが。

「俺はほら、才能がないからね。結界張ったり悪あく霊りよう退散なんて叫んで死者の罪ざい業ごうを祓はらったりはできないんだ。だから天国に行くためには普通じゃない方法でポイントを稼かせぐしかない」

「天国って清く正しく生きていれば自然と行きつく所じゃない？　なのにこんな方法に頼たよってる。つまりアンタは坊さんの格好をしていながらなんか罪業っていうのを背負った信用ならない人間って事なんじゃない!?　そんなヤツに囚とらわれた私超可か哀わい想そう!!」

「だって仏教じゃ肉も魚も食べちゃ駄だ目めなんだぜ。それと恋愛禁止。こんな厳密な区分で天国と地獄を区切っているから、あっという間にパンパンになるんだよ。現代社会で普通に暮らしていたら、日々小さな罪業は積もっていくものだ。多くの人はそれを意識していないがな」

　……それを言われてしまうと少女の方も黙だまらざるを得ないようだ。

　生前の資料を見る限り、彼女の好物は巨大バーガーである。

　あと恋だってしたいだろう。思春期のオンナノコは俺が、こう、もやもや思っているよりナマナマしいだろうしな!!

「という訳で、君は地獄の責め苦をここでマイルドに消化して転生ルートへ進む。俺は溜たまった借金をどうにか消化する。お互いの利益は一致した訳だな」

「くっ、で、でも」

「心配するな君の尻しりに接触した程度で俺の色欲系罪業は増幅しない」

「イラつく意見をありがとう!!」

　進まなくては先へ行けない。

　少女の方もそれを認識しているのだろう。のろのろとした動きで四つん這ばいになろうとして、

「ハッ!!　でもちょっと待って!!」

「何だこの土ど壇たん場ばで」

「私は自殺したって言ったわよね？　でもそんな記き憶おくどこにもないんだけど!!」

「そりゃ人間は記憶を整理する生き物だからな。生物学的な限界を超えた『死の記憶』なんて人格を破は壊かいするだけだ」

　納得していません、という顔で腕を組んで少女は低い声を出す。

「……ちなみに私はどんな理由でどういう死に方した訳？」

「自殺の名所で知られる滝に飛び込んで。理由はあれだよ、恋が上う手まく行かなかったとかって。同じクラスの山やま田だ君知ってる？　サッカー部のイケメン君。告白して撃げき沈ちんしたんだと」

「待って待って。死の瞬しゆん間かんはともかく、学校の記憶はある。そんでもって山田って誰だれ!?」

「あ？」

　俺が怪け訝げんな声を出すと、少女は慌あわてたようにぎゃーぎゃーと叫び出した。

「山田なんて知らねーって!!　同じクラスにいようがメアド交換しないヤツとは交換しないもんだし。その山田とかいうのに私が惚ほれてるなんてありえないから!!」

「……どういう事だ？」

　質問すると、質問が返ってくる。

「おい、ちょっと。ホントに私は自殺なんでしょうね？　動機の情報はどこから手に入れたの？　遺書だったとしたら、私が書いたもの？　周りに聞いたんだとしたら、それって下げ衆すな世間話のレベル以上の価値はあるの？」

「……、」

「目を逸そらすなー!!　だっ、だんだん胡う散さん臭くさくなってきたぞ。自殺じゃなくて殺人だったとしたら、私ここにいる意味ってあるの？　哀あわれ被害者がいわれのない罪ざい業ごうでお尻しりぺんぺんされるトコだったって話!?」

「い、いや、でもとりあえずジャッジは下っちゃったんだしイロイロ消化しちゃえば良いんじゃないかなー的な……」

「調べてこーい」

「……マジで？」

「調べてこォォーい!!　アンタだって冤えん罪ざいで無む垢くな魂たましいをしばき倒したなんて事になったら、天国へのポイント稼かせぎどころじゃなくなるわよ!!　だからちゃんと事件の真相を調べてこォォォォォーい!!」

「いやでも刑けい罰ばつのノルマがあるって言っただろ俺としても君が囚しゆう人じん第一号な訳だしここで円えん滑かつに私営地じ獄ごくが機能している事を示せないと施設の運営そのものが……」

「し・ら・べ・て・こォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォーい!!」






[image: ファイル10　運命は矢印の形をしている]

　どっかの銀河から『時間を遡さかのぼりながら移動する』なんてチキュージンには理解不能な方法でやってきた宇宙人のせいで、運命の存在が証明されてしまった。もちろん各種の商品化もされていて、ニュースサイトを開けば天気予報と同じ感覚でページの片隅に数字が並んでいるぐらいだ。

　おかげで僕の片思いはボロボロ。

　全すべては商品化されたインプラントと連動しているこの情報……道路に伸びている色とりどりの矢印が元凶である。

　ピンクはラブコメ、黒いのはホラー、赤いのはアクションで、青いのはサスペンスだったかな。交差点に差し掛かるたびに浮かび上がるこの矢印に従って道を選べば、自然とそうしたストーリーにその日の人生が分岐していくという訳だ。これも運命の実証の恩恵といったところか。

　便利だと思うだろう？

　でも違う。

　例えばほんのちょっと離はなれた所に、ナイスバディで憧あこがれの先輩さんがいたとしてだ。

「よう工く藤どう君。済まないがちょっと荷物運ぶの手伝ってくれないか？　終わったら放課後に喫茶店で何か奢おごるよ」

「駄だ目めですセンパイ！　そっちに向かう矢印がギンギンの真っ黒です!!　黒光りの超ホラー!!」

　すると先輩は、両手で抱えた荷物でおっきいものをむにゅりと潰つぶしながら首を傾かしげる。

「……おかしいな？　私から君に向かう矢印は蛍光ピンクのラブコメなんだが」

「つまりセンパイ一人勝ちのナニかが待ってるって事ですよ！　いやあああ!!」

「しかしだね工藤君。学校はあっちだ。どっちみち私のいる方へ来なければならない訳だが」

「学校でなんかある!?」

　そう。

　確実な目的地があったり会いたい人がいる場合、この矢印が厄やつ介かいになる。必ずしも良い事ばかりを教えてくれるとは限らない。回かい避ひできない悲劇をわざわざ教えてくれる機能とかマジパネェなのだっ!!

　それでもってついでに言わせてもらえば、

「何でセンパイに向かう道は全部真っ黒で塗り潰つぶされているんでしょう？　今日だけじゃなくてずっと」

「私から君に続く道は大抵ラブコメのピンクなんだけどね」

「他の色の時も？」

「顔から火が出るほどのラブロマンス色になった事もあるんだが……なんかそういう日に限って君が猟りよう奇きホラーだとか言って全力で逃げていくからな。結局ストーリーに到達する事はできなかった」

「……それはもしかして保健室でバッタリ遭そう遇ぐうした日の事ですか？」

「何な故ぜか保健の先生がいなくてベッドが全部空いていた時の事だ。そして私は水泳中に足がつって体調を崩したからスクール水着だった」

「んんんんんんんんん!!」

「待つんだ工く藤どう君!!　突然頭をガードレールに叩たたきつけようとしたら即刻ホラーになる!!」

　運命というのを少々真剣に呪のろいたい。それはつまり、放っておいてもこの地球規模美人とゴニョゴニョできたかもしれないタイミングから、僕自身が全力で逃走したという事じゃないかっっっ!!

「しかしだね工藤君」

「何ですかセンパイ」

「率直に言って宇宙人がくれたこの機能、余計なお世話だと私は思うんだがどうだろう？」

　ぶんぶん!!　と頭を勢い良く縦に振る。

　だってゴニョゴニョしたい！　ホラーは嫌いやだけど!!

「……そこで私はちょっと試してみたいと思うんだがね」

「何をですか」

「運命の矢印に抗あらがう事さ」

　ニヤリと笑って先輩は言う。

　その意見は魅み力りよく的てきだ。今の地球の多くのフィクションで取り扱われているぐらい。

　ただし、

「……エンタメの題材として定着するぐらい魅力的で、それぐらいの無理難題ですよセンパイ。人間ってのは自分にできない事を追体験して喜ぶ生き物なんですから」

「と、思い込まされている事がすでに矢印に支配されていると思うんだがね」

　先輩は荷物を抱えたまま人差し指を軽く振って、

「もちろん運命そのものに『支配しようとする意思』なんてない。それはただの現象だ。私達はね、ホラーに進んだらホラーに立ち向かおうと、思考を切り替えて考えようとする。映画を観みる時にさ、『これは絶対つまんない。つまんないトコを探そう』って心を決めて観始めたら話にならないだろう？　それと一いつ緒しよ。本来なら黒い矢印の先にラブコメはあるかもしれない。でも私達の意識がそれを拾い上げる事を拒こばむ。だから黒い矢印の先にはホラーしかないと考えてしまう。どうかな？」

「言われてみれば……」

　そもそも、提示されるのがホラーだろうがラブコメだろうがアクションだろうがサスペンスだろうが、それをどう受け取るかは見ている側の人間に委ゆだねられるはずだ。

　ホラー映画の中にある些さ細さいな団らんに心が温まるように。

　サスペンス映画の中にあるちょっとしたアクションシーンが心に残るように。

　……考えてみれば、ピンクや黒の矢印とは一体何なのだ？　そのジャンル分けは、一体どこの誰だれがどういう基準で決めているものなのだろう。

　本来だったら。

　憧あこがれの先輩に朝の通学路で遭そう遇ぐうして、学校までの道を一いつ緒しよに歩くだけで、僕の中ではラブコメが成立しているはずなのに。いいや、そんな枠組みでは語れない。先輩と一緒にいる時の僕は、僕の胸の中では、多分そんなジャンルには収まらない『何か』を形成しているはずなのだ。僕だけの色。どんな言葉でも表現のできない、たった一つのカラーが確かにあるはずだ。

　なのに。

　何で、これが真っ黒なホラーだなんて言われなくてはならない。

　可か哀わい想そうな一日だったと評価されなければならない理由は一体何なのだ？

「超える気はあるかね？」

　先輩は言う。

　彼女は一度荷物を路上に置くと、そのしなやかな手を、ゆっくりとこちらに伸ばしてくる。

「この矢印を飛び越え、私は私だけの道を行きたい。君はどうする？」

「……、」

　言葉はいらなかった。

　ただ頷うなずき、僕はどす黒い矢印を辿たどって、先輩の手を取る。

　先輩は、今まで見た事のない笑みを浮かべた。

　道は決まった。

　僕達は、これから運命を飛び越える。




　そして真っ黒な矢印通り、メチャクチャで鉄てつ錆さび臭くさい猟りよう奇きホラーが幕を開けた。

　でも楽しい。

　この先輩と一緒なら、何があっても死ぬ気がしない!!
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　四よ畳じよう半はんのぼろアパートで、ちゃぶ台に向かいながら豪快な縦ロールの少女が何かを言っている。

「ひどい。なんという、なんという粗末な食事!!　ああ、こんなものを無理矢理に口に含めだなんて！　体の中から汚れていくわたくしを見て楽しもうという外げ道どうな魂こん胆たんですわね!!　この変態!!」

「何でご飯を作ってもらってそういう言葉しか出てこないのかな!?　そもそも借金のカタにやってきた少女のためにこっちの出費がかさむって根本的なところで間違えている!!」

　ある日、借用書を持った女の子がマンションの前に立っていました。

　まさかの架空請求か!?　と思いきや、どうやら『貸した側』と『借りた側』は逆だった模様。つまり少女は返し切れない借金のカタとしてこのマンションへやってきたらしいのだが……。

「しかし何でまた、うちのじいちゃんは知らない人にお金を貸していたんだ……」

「わたくし達もすっかり忘れていたのですが、どうも五〇年前に一〇〇〇万ほど借りていまして。当時の通貨を現代の価値に当てはめればざっと一〇倍。しかも貸金関係の法律が整っていなかった頃ころの話ですので、利子の方が一〇日で一割とかとんでもない率になっていまして」

「で、何な故ぜか大だい財ざい閥ばつのご令れい嬢じようが学生向けマンションにやってきちゃったと」

　明らかにドレス。

　明らかに姫。

　もはや現代文明にそぐわないのではと思わなくもないほどのオーラをまとった人物が、一〇〇円均一の茶ちや碗わんでご飯をかっ込んでいるのにはそういう理由があったりなかったり。

「……これもまた、法律が定まっていない頃の話ではあるのですが、契約を交わしてしまった以上は仕方がありません」

「（……というか、じーちゃん達は真ま面じ目めに考えずにその場のノリで付け足しただけなんじゃないのか？）」

「何か言いまして？」

「いや別に」

「それにしてもまずいご飯ですわね！　筆舌にし難がたいとはこの事ですわ!!　まったくこんなものを毎日口にしている人間は精神衛生的にもよろしくないんじゃないのかしら仕方がないからおかわり!!」

「ツンデレ通り越して文脈が乱れているんだが!!」

　ただでさえ一〇〇円均一で、しかも縁の欠けた茶ちや碗わんに白米を盛ってやると、茶碗を受け取った姫が世よ迷まい言ごとを口走り始めた。

「あとこの拷ごう問もんのような食事が終わったら輸入家具のお店に付き合ってもらいますわよ。最低限、人が人として生きていくために必要な品は用意していただきます」

「駄だ目めだし!!　借用書はこっちにあるのに俺が破産するとか間違ってるだろ!!」

「何を言っているのです。着るものはどうするのですか？　運転手つきの車はいつ用意していただけるのです？　ああ、ペットも欲しい」

「ロハスという言葉の意味を知れ!!」

　そもそも借金のカタに少女って、ドラマでは良く聞く話なんだが、現実に起こったとして俺の側が何か得をする事あるのか？

　へっへっへー、ゴニョゴニョしてやるぜー的な考え方は、相手の女性に極きよく端たんな魅み力りよくがない限り発動しない。不ふ貞て腐くされた顔で白米を頬ほお張ばっている姫は美しい顔立ちではあるんだが……こう、なんていうか、コケティッシュじゃない。モナリザを眺めて勃ぼつ起きする馬ば鹿かはいないのと同じように、美しいとエロいはまた違うものなのだ。

　じゃあ後には何が残る？

　純粋な金銭的価値の問題として、『ただの女の子』ってバイト以上の価値があるのか？

　しかも相手は姫。

　まともなアルバイトはおろか、そこらの雑草すら抜いた事なさそうなこの女の子。俺の人生のどこにどう役立つというのだ？

「なあ姫、これからアンタどうすんの？　学校とか」

「わたくしにそれを聞きますか愚おろか者!?　このか弱くいたいけな囚とらわれの鳥はすでに人生をあなたに握られているのです。となればあなたが責任を持ってわたくしを有名女子高に通わせ有名大学への道を開き有名企業に入れるようにするのです」

「それも全部こっち持ち!?　そもそもアンタ大だい財ざい閥ばつなんだからグループ内の会社に入れば良いじゃん今すぐにでも!!　中学生とかでもベンチャーの社長やってるって人の話はたまに聞くよ!!」

「……借金のカタになった時点で、わたくしと財閥の縁は切れてしまったのです。すでに所属はあなたの方へ移っています」

　かつての生活に未練があるのか、わずかにしゅんとなる姫。

　だが本当に？

　何だかベランダの向こうにあるビルの屋上でキラキラ光るものがあるんだが……あれは双眼鏡または狙そ撃げき銃じゆうのスコープとかじゃないよね!?

　と、そこでインターフォンが鳴った。

　ぴんぽーん、という音を耳にした姫は、

「さっさと出なさい下げ男なん」

「借用書!!」

　完全に負け惜しみの台詞せりふを吐はきながら玄関へ向かうと、またもや見知らぬ少女が立っていた。

　こっちも縦ロールだが、何やらツインテール風だ。

　あと背が小さい。

「にゅわっはっはー!!　ここがお姉様が長い漂流の末に辿たどり着いたというサルガッソーね!!　聞きしに勝るカオスっぷりだわ!!」

「もういきなりの事で全体像が見えない!!」

「……あれはわたくしの妹ですわよ。一体何しに来たのです？」

「腹違いのしかも妹という事で長年王位継承権から遠ざけられてブー垂れていたので今サイコーに気分が良いのだって事を伝えに来たのだっ!!　ところで貧乏学生」

　腰に手を当て、そのまんまブリッジを描いてしまうのではと思うほど胸を張る姫（第二子）はにまにまと笑ってこっちを見る。

「何だよ」

「早くも姉に振り回されて赤字に陥おちいっているご様子。その分を私が払って差し上げましょうか？」

「むっ!?　いけませんわ下男!!　こいつは下男を金銭的に縛しばり付ける事で、間接的にわたくしまで支配するつもりのようですの!!　そんな誘ゆう惑わくに乗ってはなりません!!」

「にゅわっはっはー!!　もう遅いのだよ姉!!　金は正義。これからはメイド服着て私の遊び相手になってもらおーかー!!」

　要求から意外と可か愛わいらしい根っこのようなものが見え隠れするが、姉の方は気にせず、白米の入った茶ちや碗わんに味み噌そ汁しるをぶっかけながらツッコミを入れた。

「……というか、財ざい閥ばつの娘という事はあなたも借金のカタではありませんの？」




「……、」

「……、」

「……、」




　そんな訳で。

「よ、よろしくお願いします貧乏学生」

「いやァァァああああああああああああああ!!　俺の純利益に何も繋つながらねえ!!」
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　サンタクロースはいる。

　それも結構身近に。

「はいチャーシューメンお待ち！　あら、アンタもしかしてサンタクロースじゃない？　服装が全体的に真っ赤だし」

　床が油でベタベタする中華食堂にだってな!!

「（……しーっ！　駄だ目めだよおばちゃん！　サンタの正体を知った子供にはプレゼント届けちゃ駄目ってルールがあるんだから！　そんな簡単にポンポン言っちゃあ!!）」

　慌あわてて周囲を見回すが、平日の昼時だったので子供はいない。良い子はみんな学校だ。ここにいるのはせいぜいガタイの良い外国人のコンビぐらいで、

「What's that?」

「This is OFURO POSTER.」

「Uh……Why do you take it in bath room?」

「Hey! Don't ask it! You are insensitive!!」

　とか何とか話し合っている程度だが、あれは多分こっちの話など全く耳に入っていないだろう。

　おばちゃんは首を傾かしげて、

「何でそんなルールがあるんだかねえ……」

「作ったのは俺じゃないから分からないよ。サンタなんて世界に一〇〇万人以上いるんだからさ。いただきます」

「まぁ何にしても夢があるのは良い事だ。せいぜい頑張っておくれよ」

　おばちゃんが笑顔で去っていくのと、携帯電話が震ふるえるのは同時だった。麺めんをすすりながら左手だけで操作すると、着信したメールに目を通す。

　……くそ、やっぱこうなったか。

　チャーシューメンを平らげて中華食堂から出ると、店の前に真っ赤なスポーツカーが停とまっていた。いわずもがな、サンタクロースのテーマカラーである。まあ有名な炭酸飲料の影えい響きようは否定できんのだが。それは良いとして、

「ライティア、レフテール。……何でメンツが三人でツーシーターを用意するかな？」

「トナカイは二人一組って相場が決まってんだから仕方ねーな」

「そしてサンタさんは後ろに座るものって相場が決まってんだから仕方ないわね」

「ハミ咥くわえさせて鞭むちでしばくぞテメェら」

　口を揃そろえて生意気な事を言っているのは、どっちも長い金髪の美女だ。別に双ふた子ごって訳じゃない。この時代の『トナカイ』っていうのはみんな『こう』なのだ。茶色い毛皮のコートに小さな鈴のついたゴツい首輪と、ひょっとしたらサンタの俺より金がかかっていそうな格好のパートナーどもである。

　仕方がないので、狭い荷物用スペースに自分の体を押し込みつつ、

「メールは読んだ。神しん童どう未み美みちゃんのご両親はやっぱり拒否ったって？」

「宗教上の理由じゃないみたいなんだけどさー」

「より正確には、お母さんは協力的だけどお父さんの方が何な故ぜかカンカンらしいのよ」

　チッ、と俺は舌打ちして、

「未美ちゃん合わせりゃ二対一だ。続行」

　不ふ貞て腐くされたように言うと、助手席のライティアが飛び跳ねるように喜ぶ。

「そう来なくっちゃーな！　オヤジさんがサンタ嫌ぎらいって事は、未美ちゃんは毎年クリスマスにプレゼントが届かなくて辛つらいの堪こらえてきたんだろ？　もうそろそろ一日の始まりを気分良く迎えたって良いはずだぜ!!」

　対照的に、レフテールはハンドルのグリップを人差し指で神経質に叩たたきながら、懸け念ねんを口に出す。

「でもサンタ。相手は多た国こく籍せき企業ピーチソフトウェアの社長宅。産業スパイ対策は多分国内トップクラスのはずよ。どうやって忍び込むつもり？」

　サンタクロースは基本的にプレゼントを望む全すべての子供の家へ行く。

　だがしかし、中には諸もろ々もろの事情でプレゼントを届けに行くのが難しい家もある。

　そういった場合に、俺達に出番が回ってくる訳だ。

　怪盗仕込みのサンタクロースに。

「ライティア。屋や敷しきの図面は呼び出せたか？」

　俺が質問すると、助手席でタブレット端たん末まつを人差し指で操るトナカイは首を横に振る。

「建築会社の方からはデータは削除されてたぜ」

「広告代理店。確かあの豪ごう邸ていは建設中の様子がテレビのＣＭに使われていた。実際に使われたのは数十秒だが、その素材は何十日も回していたはずだ。こう、早送りにして豪邸ができていく様子を見せるＣＭだったからな」

「なるほどね……おっと、出てきた出てきた。映像を基に図面を割り出せそうだな」

「よしよし。それとレフテール、事前調査は？」

「未美ちゃんはＡＩで動くくまのぬいぐるみをご所望です。世界中からバチカンに送られたサンタクロース宛あてのクリスマスカードの中に書いてあったわ。すでに購入済み」

「オーケー。後は本命の警備陣か」

　ピーチソフトウェアは外部の警備会社にセキュリティ業務を委い託たくしたりはしない。自社グループの中に警備会社を丸ごと取り込み、彼ら独特のルーチンで多た国こく籍せき企業の機密情報を守っている。当然、練度もかなり高い。軍関係のソフトウェアも担当するため、時には産業スパイを装よそおった某ぼう国こくの工作員なんかも相手にする場合がある訳だが、そういった連中と互角以上に渡り合うと聞いている。

　つまり、平たく言えば普通のサンタクロースじゃ太た刀ち打うちできないって事。

　今まで未み美みちゃんにプレゼントが届かなかったのにも、相応の理由がある訳だ。

「カメラだのセンサーだのは屋や敷しきの図面から割り出せるけど、生身の『兵隊』がどう巡回しているかは『見えない』な……。こっちのデータは簡単に盗めるとも思えないし」

　これだけの相手にぶっつけ本番。

　楽しい事態にならない事だけは間違いない。

「ヤバいね。真っ向からやり合ったら、私ら三人じゃどうにもならねーな」

　言葉とは対照的に、ライティアはとても楽しそうだ。

　ミニスカートのトナカイに、俺は冷静に突っ込みを入れて自制を促す。

「真正面から突っ込むサンタクロースなんて聞いた事もない。俺達は闇やみ夜よに紛まぎれてこっそり潜せん入にゆうが基本だぜ」

「お母さんは協力的って話だったし、コンタクトを取ってみてはいかがかしら？」

「ネットブラウザやスマートフォンで圧倒的シェアを誇るあのオヤジさんが黙だまっているかなー？　なんせこれ作った人だぜ、このタブレット端たん末まつ。むしろあっさり傍受されそーじゃねえか？」

「それいただき」

　俺はパチンと指を鳴らして、

「わざとオヤジさんに傍受させるようにママさんと連絡を取ろう。嘘うその侵入ルートを伝えれば警備の目はそっちへ向く」

「何だったら犯行予告のカードでも送っちまおーか？　それも五〇枚とか一〇〇枚とか。向こうは大半が嘘だって分かっても全てのルートに一定数の人員を配置する必要があるぜ。そしてその分だけ社長宅はがら空きに」

「ハッタリならできるだけ派手にしましょう？　小型ロケットで窓からプレゼント撃うち込むとか。屋敷の外も広範囲に目を向けなければならないような形でね」

　そんなこんなで、侵入のための糸口作りに励むサンタクロースご一行様。

　奇跡の代表格みたいに思われているかもしれないが、やってる事は意外と地味なのよ？

「それにしても、あと三日かー……」

「ひひひ。結構ギリギリだね」

「ＥＵ圏の大統領府に忍び込んだ時よりはまともなはずよ」

「そっちじゃない」

「？」

「？」

「きちんと前線が来てくれないと、ホワイトクリスマスにならないんだなーこれが」

　ターゲットは難攻不落の大だい豪ごう邸てい。

　それを守っているのは軍の情報部門も真っ青の独自警備部隊。場合によっては死をも覚悟しなくてはならなくなる、難易度マックスの仕事だが……。

　ま、やるだけやるしかないか。

　リスクや見返りなんぞ計算するのはサンタクロースの仕事じゃない。俺達はただ、プレゼントを願う子供達のために、闇やみに紛まぎれて夜を駆けるだけだ。







　夕暮れの街に、帰宅途中の子供達の声が響ひびく。

「サンタさんに何お願いしたー？」

「ゲーム！　３Ｄのゲーム機だって!!」

「俺野球のユニフォーム!!」

「あれ？　届く前に言っちゃって良いんだっけ？」

　ランドセルの中身をガコガコ鳴らしながら、飾り付けられた電飾に囃はやし立てられるように子供達は広い歩道を走っていく。

　そんな中。

　ポツリと残された女の子が一人、曇くもった空を見上げて何かを呟つぶやいた。




「……今年こそ、ほんとに、きてくれるのかな……？」




　必ず届けに行くとも。

　街の中ですれ違ったサンタクロースとトナカイ達は言葉に出さず、静かに誓う。

　その拙つたない願いがある限り。

　クリスマスの最初を笑顔で迎えたいと思う心がある限り。

　ノルウェーから派遣された本物のサンタクロースは、あらゆるセキュリティを突破して屋や敷しきの中に忍び込む。






　　途中経過と小休止







　インフォメーションです。

　アンケートの方は順調に進んでいますでしょうか。

　何かしらの理由でまだアンケートに参加していない方はお急ぎください。

　それでは、短い休憩を挟みましてアンケートを再開したいと思います。






[image: ファイル13　試しにちょっと覗いてみましょう]

　地じ獄ごくを覗のぞける時代になりました。

　開発者は本来、天国を覗きたかったようですが、世界中の神学者から猛反発を受けたらしいです。そこを目にして良いのは正しい行いをした者だけなのだとか。

　地獄は地獄で見てしまって良いのかという意見もあったようですけど、最終的には、地獄がどんなにひどい場所かを分かっていれば、みんな心を入れ替えるだろうとの事で許可が下りたんですって。もういっそ教育ソフトのシール貼はっちゃっても良いんじゃね？　とか何とか。

　……という話だったんですけど。

「あれー？　あしたりとサマー」

　ファストフード店の無線ＬＡＮコーナーで携帯ゲーム機をガチャガチャ操作していると、画面の中から女の人の声が飛んできました。

　いや。厳密には人ではなくて……。

『何だね小こ僧ぞう。人間に携帯ゲーム機であれこれ覗かれるのも結構疲れる。見せつけるのと勝手に見られるのはまた違うものなんだ』

「でもあしたりとサマ。地獄って痛くて辛つらくて苦しい所って聞いたんですけどー。でもみんなすごくのんびりしているようなー？」

『地獄って何であると思うよ？』

「？」

『思うよー？』

「悪い事した人が行く場所とか？」

『そうそう。でもってこれ、神様が決めたのね。悪あく魔まにも色々あるけど、私達の派閥は神様に許可をもらって人間にちょっかい出しているんだよ。マステマって悪魔の成り立ちを調べてみればその辺の記述があるんだけどね』

「でもあしたりとサマ、人間いじめてない。なんか水着でバカンスモード」

　赤くて長い髪に、真っ白な肌。ぐらまらすぼでーって言うらしいですけど、角とかコウモリみたいな羽とかくっついてます。ふにょふにょ動く尻尾しつぽはちょっと握り締しめてみたいかも。

『だってメンドクサイんだもーん』

　ビーチチェアに寝そべったまま、あしたりとサマはくねりと腰を動かします。

『人間が思い描いている悪あく魔まのイメージだとか、神様が悪魔に与えた「適度な人間への試練」だとか、なーんでそんなの律りち儀ぎに守らなきゃダメなのって感じ？　そもそも私達は悪魔だし。きっちり守れなんて言われたらそれを片かたっ端ぱしから破っていくのが信条だしだしー？』

「ん？　ん？？？」

　ポテトを口で咥くわえ首を傾かしげると、ビーチチェアのあしたりとサマは人差し指を軽く立てて、

『地じ獄ごくは悪魔がきちんと働くから苦しい所になるの。でも悪魔は真ま面じ目めに働いたりなんかしない。マイナスにマイナスを掛けたら何になる？　答えはプラース!!　よってやる気ねー悪魔に支配された地獄は前人未到のリゾートビーチになっているのです!!』

　自信満々なあしたりとサマですが、マイナスの掛け算って何なんでしょう？　林りん檎ごが三つ入った箱を四つ用意するから、三×四で答えは一二。これなら学校で習いましたけど……元々『三つ足りないもの』をさらに四セットなくす？　……と、答えは、増え、る？　？？？　きっと哲学の世界です。悪魔さんは不思議な事を考えるなあ。

　と、何かに気づいたあしたりとサマは怪け訝げんな顔で、

『ひょっとしてまだ習ってないのか？　マイナスの掛け算』

「はあ。良い所は天国じゃないの？」

『天使は真面目な連中だからきっと「良い所」を維持しているでしょうよ。プラスにプラスを掛けても答えはプラスになるんだしね。でも天国が良い所だからって、地獄はその正反対じゃなきゃいけないなんてルールはない。ここも結構良いトコよ。それを教えちゃうと誰だれも苦しい思いをして天国を目指そうとしなくなっちゃうから、割と秘密にされているんだけどね。人間のテクノロジーで全部ばれちった!!』

　舌を出して角のついた頭をかくあしたりとサマに、僕はふんふんと頷うなずいて、

「ふしぎだなー」

『不思議だよねー。なんか人間って悪魔が魂たましいを狙ねらっているとか言いふらしているみたいだけど、悪い人間が死んだら勝手に地獄へ来るんだから、わざわざ現世に出てくる必要ないのにね。そもそも何で私達みたいなのが存在意義に従って「真面目に悪さ」すると思ってんだろ？　私達は全すべての存在意義を生み出した神が「がっかりする」事ばっかりやる悪魔だっていうのに』

「悪い事を期待されているから、悪い事をしないの？」

『そゆこと。特にお前ら悪い事するだろーっていう神学者の期待なんて絶対応こたえたくない』

　あしたりとサマはグラスに入った青い色の飲み物をストローですすりながら、

『ちなみに私はグータラだからどうでも良いけど、天国と地獄、どっちを狙うかって言われたらやっぱり地獄かなー？　快適なのは同じなんだけどさ。天国ってほら、規律が厳しい訳じゃない？　ぜーたくできない。地獄は楽だよーその辺何にもないから。気持ち良いと思う事ただやってりゃ良いだけだから。まったくサタンの馬ば鹿かとか何で天国に返り咲こうとしてんのかサッパリ理解できんね私は。地獄に縛しばり付けられているならそれで良いじゃん別に。ここはこんなにポカポカしているのに』

「いいなーあしたりとサマ」

『試しに地じ獄ごくへ二泊三日ぐらいしてみるかね？』

「いいの？」

『大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。だから言ってるじゃん。地獄はゆるゆるだって。誰だれもやる気ねーから。天国だったら厳密に資格がどうの修行がこうのうるさいけど、地獄そんなの気にしないから。来たいと思うなら来れば良い。私が今飲んでる、コレの味を教えてやろう』

　地獄のチケットあげる、とあしたりとサマが言った直後、携帯ゲーム機のランプが光りました。お知らせメールを受信したみたい。多分あしたりとサマが言っていたチケットだ。

　早さつ速そく、画面をタッチして遊びに行こうとしたところで、

「あれ？」

『何だ小こ僧ぞう』

「お電話がかかってきたみたい」

『……最近のゲーム機ってそこまで便利になってんの？』

　と、ボタンを押した直後に、聞いた事のない女の人の声が飛んできた。

『こらァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!』

「にゃあー!?」

『げっ、この声はガブリエルか？　天使で女なんて他にいねーだろうし』

　椅い子すからひっくり返りそうになる僕に、電話のお姉さんはさらに大声で話しかけてきます。

『そこのいたいけな子羊!!　訳あってそちらに伺うかがう事はできませんが説教はします。そんなホイホイ地獄になんて行きたがるものじゃありませんっ!!』

「えー、でもあしたりとサマがー」

『そうだぞそうだぞ。私がきちんと招待状を贈ったから不法入国とかじゃないぞ。早くビーチボールで遊ぼうぜー』

『というか子羊、そもそも何で地獄になんて行きたがるんですか』

「悪あく魔まさんがやる気なくて地獄はリゾートビーチだって。ガブリエルさんも水着になろうよ？」

『くっくっく。そうだそうだ!!　なろうよ！　アイフロントのマイクロビキニに!!』

『うるせえクソ淫いん売ばい!!　ご、ごほん。確かに、人間が開発した機械で覗のぞいたところによると、地獄は白い砂浜と青い海が広がっていて、のんびりくつろいでいる悪魔達は何だかとっても楽しそうに見えますけど』

「けどなにー？」

『そもそも根本的に、悪魔が正直な事なんて言うはずがないでしょう!?　その白い砂浜と青い海が本当にあるとでも思っているんですか!?』






[image: ファイル14　人面シリーズはいかが]

　サイボーグも随ずい分ぶんと普及したが、五体満足の壁は越えられなかった。下へ手たに体のシルエットをいじり過ぎると、専用の運動ソフトをインストールしていく内に人間の精神が別のものへと変わっていってしまうらしい。

　そんな訳で。

　相変わらず人間は五本の指で道具を操っていたし、ペンを握って文字や絵を描いていた。

　ただし。

「見て見てアナタ。人工皮ひ膚ふの貼はりついたフライパンだって。温度感覚をセンサーが捉とらえてくれるから黒くろ焦こげ料理にサヨナラですって！」

「しっとりした肌色のフライパンとか超怖いんですけど!!　クトゥルー辺りに出てくる邪じや悪あくな本みたい!!」

「こっちのおたまには唇くちびるがついているのね。味見の結果を数値で表示してくれるんだー。へえ、かわいー」

　……鍋なべだのまな板だのに、極きわめてリアルな人間の耳や鼻がくっついている『ハーフ家電』。この売場で出てくる幼な妻の『かわいー』がちょっと理解できない。ひょっとすると俺は古風な人間なのか？

　当然ながら、サイボーグ技術の応用として、『人間を超えた性能のセンサー』を家電につけているに過ぎないとは分かっているんだが……。

「アナタ、ひょっとしてお料理のコーナーだからつまんない？」

「い、いや、そういう訳じゃないしそもそも耳や鼻がズラリと並んでいるこの一角がお料理のコーナーかと言われるとすごく怪しいんだが」

「男の子はデジカメとかのコーナーの方が良いのかしらね。超望遠の眼球とかあったと思うけど」

「怖いよ!!　超怖い!!　まつげがついててひとりでに瞬まばたきする一眼レフってホラーだと思うのは俺だけか!?」

　防犯カメラに眼球を採用してから犯罪発生率が減ったのって、得え体たいのしれない、生々しい『視線』を感じるようになったからだと思うんだが。

　マンションとかホテルには大不評みたいだし。

「そうだ。アナタ、前に庭仕事の道具が欲しいって言っていなかった？　芝刈り機とか向こうにあったと思うんだけど」

「……鋭い爪つめのついた腕が何本も生えている機械とか、巨大な人間の歯がいっぱいついた顎あごみたいな機械が並んでいるんだが」

「そうねー。うちにはちょっと大きすぎるわねー」

　根本的な所でズレた事を言っている幼な妻……いや、世間的に見れば俺の方こそがズレているの、かも？

　新幹線とかの先頭部分とかも、リアルな人間の目鼻をセンサーに取りつけるようになってから苦手になっちゃったんだよな。効率的なのは分かるんだけどさ。

『人間』の形は極きよく端たんには変えられない。

　しかしテクノロジーだけは残った。そして、『未来の便利な生活』も。どうにかしてそこへ追いつこうとした結果、テクノロジーは『人間』ではなくその周りへと広まっていった。

　おかげで携帯電話に鼓こ膜まくが組み込まれたり、携帯ゲーム機に人工シナプスが内蔵されるようになっていった訳だ。

　時代の変化は早い。

　かつての大人達がインターネット社会についてこれなかったように、俺もまたこのサイケデリックな風景の変化についていけなくなっている。

「シェーバー買っていく？」

「あれは人工血液の交換が早いから駄だ目め」

「何度も酸素を充じゆう填てんしていくと使用期間がどんどん減っていくのよねー」

「人工血液って言えば、そろそろ冷蔵庫のが危ないだろ。あっちで特価品売ってたけど」

「駄目よー。うちのはキャリアＱＷ２なんだから。Ｂ型は使えないわ。でも髄ずい液えきのパックは買っていきましょう。チラシにボックスが載っているの」

　と、犬型のペットロボットが目の前を横切っていった。どうやら商品見本らしい。傷つけば血を流す、でも壊したって罪には問われない『商品』。

「いつかこういう家電も人間と全く同じ形になったりするのかね」

　いっそそこまで進んでしまえばグロさは消えると思う。

　のだが。

「駄目よーそんなの」

「どうして？」

「だって、そしたら私達、全部家電に任せて一歩も動かなくなるわ。そんなの寝たきりと何も変わらないじゃない」

　そんなものかもしれない。

　昔の行商のお婆ばあちゃんとか、信じられない量の荷物を結構平気で背負ったりしていたからな。

「でも」

「なぁにアナタ？」

「それだと、どっちがどっちを支配しているか分からないな」

「？」

「だって」

　俺は一度言葉を区切ってから、

「俺達は自分の生活を便利にするためにいろんな道具を買い込んでいるのに、その道具がどれだけ便利になるかで俺達の足腰まで決まってしまうって言うんだ。……考え方によっては、俺達は家電をより使いやすい形に組み替えられているのかもしれないな」






[image: ファイル15　本物より良くできています]

　童顔の巨乳ちゃんが、テレビ局の裏手にある中庭部分で屈かがみ込んでいた。カセットコンロの上に載った鍋なべをかき混ぜているが、別にキャンプでカレーを作っている訳じゃない。

「ちーふー。トマトケチャップなんて煮込んじゃって、食べ物を粗末にしちゃいけませんって苦情は来ないんですかね？　水みず飴あめとかも入れているし」

「番組で儲もうけた金の二〇％は白十字行きなんだろ？　コンビニのレジにある募金箱に小銭入れてるぐらいの連中に怒おこられる筋合いはないね。……それにしても臭くせえな。絵具なんて鍋で煮るもんじゃねえぜ」

　この匂においのせいで、局の倉庫に籠こもって小道具作りする事もできねえしよ。これだって企業秘密だぜ。外で大っぴらにやってたら情報盗まれたりしねえのか？

　新入りの小娘（だが巨乳）はシチューでも作るように鍋をかき混ぜながら、

「ちーふ。血ち糊のりなら業者に任せちゃえば良いんじゃないですか？」

「駄だ目めだって。デフォの血糊だとちょっと地味すぎるんだ。色が沈んじまう」

「沈む？」

　カメラも回っていないのに可か愛わいらしく小首を傾かしげる新入りの小娘に、大ベテランの俺様は懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してやる事にする。

「ドラマじゃみんな派手派手だろ？　役者のメイクや服装、現場のセット。現実にあるもんよりも色使いがくっきりしてるし、それに強きよう烈れつなライトを浴びせているからよ。『普通の血の色』なんてリアルなもん出しても逆に不自然になっちまう」

「はー。じゃあホントの血よりも明るい色にしなくちゃなんですね」

「……目的も分からずに混ぜてやがったのか？」

　俺はちょっとため息をついて、

「まず基本の色ができたら、そこから少しずつ黒を混ぜていくぞ」

「何でですか？　せっかく明るい色にしようって話だったのに」

「時間経過ごとにパターンが必要なの。本物の血は黙だまっていたって勝手に変色してくれるけど、作り物の血じゃ駄目だろ。だから時間と共に血が固まっていく過程に合わせて、何パターンかの血糊を作っておく必要がある」

「大変なんですねえ」

「大変な割に、あんまり出番もなくなっちまった。だからノウハウを知る人間も減っちまって、俺みたいな名刺に長ったらしい肩書き持った人間が鍋なべを煮込む羽は目めになった訳だ」

「言われてみれば、放送倫理の改定とかで真っ赤な血が出てくる事って少なくなりましたね」

「単純に、時代劇や刑事ドラマの人気が下火になったってのもあるがな」

「刑事ドラマはまだやってますよー」

　鍋をかき回していない方の手で鉄砲を作り、ばきゅーんと効果音を口にする新入り。

　だが俺は首を横に振った。

「派手にバンバン撃うつようなのじゃねえだろ。ま、何でもアクションシーンで解決するだけってのもワンパターンで微妙だがな。でも、どんな小さな証拠からでも確実に犯人を追いつめますって売り文句の科学捜査ドラマで、血けつ痕こんゼロってのもどうかと思うよ俺は」

「医い療りようドラマとかどうですか？　手術シーンなら暴力的じゃないです」

　巨乳ちゃんは手術をしているジェスチャーをしたいらしいが、俺にはどうもナイフとフォークで肉料理を切り取っているように見える。

「……実はあれ、手術の前にどれだけ人間ドラマを積めるかが勝負であって、実際の手術シーンってそんなに重要じゃないんだよな。医者の顔をアップにして汗を流させれば何とかなっちまう」

「実際の手術って何時間もかかりますからね。医者の動き自体も小さいし、迫力を伝えるのは大変そうです」

「その辺はテキトーなＢＧＭ流して、無事を祈ってる家族の顔とか流して尺しやくを稼かせぐんだよ。霧きり吹ふきで顔に汗を作ったりしてな」

　透明なプラスチックのプレートを鍋に突っ込み、血ち糊のりの赤みを確認する。

　……駄だ目めだな。

「黒い絵の具を混ぜるんじゃなくて、ちょっとずつ焦こがしていった方が良いかも」

「それだと量を稼ぐのは難しそうですよ」

「くろ、くろ……黒砂糖とか？」

「絵具さえなければ食べられそうな血糊です」

「でも絵具が一番簡単だ」

　放送業界なんて名前を聞くだけだと派手派手に聞こえるが、実際の活動なんてこんなもんなんだよなー。

「それより新入り。何をどれだけ入れたかメモは取っているか？」

「ちゃんと取ってますよ。私だってここでマニュアル作っておきたいですし。何度も何度も自由研究なんてしたくないです」

　新入りが指差しているのは中庭の歩道のアスファルトで、そこにはパステルカラーのメモ帳が置いてある。熊くまだのヒヨコだののマスコットがやたらと印刷されていて使い辛づらそうなメモだった。何だか甘ったるい匂においがするのは商品のものか、それとも巨乳ちゃんのか？

「ところでちーふ。これって何の番組で使うものなんですか？」

「バラエティだよ」

「……一番真っ赤なのが出たら怒おこられそうなんですけど」

「元レスラーがゲストに出てくるって話だからよ。一いつ斗と缶かんでぶん殴なぐって真っ赤にしてやる事にした」

「しかもやらせじゃないですか!?」

「実際の画面じゃでっけえテロップで『全部やらせです』って載せるよ。何も知らねえで本気の演技をするのは元レスラーだけだ。ギャップで客を笑わせる」

　うへー、と新入りは何か言いたそうな顔になる。

「視聴率の代わりに人間関係をこじらせそうな編成ですね」

「本気で戦うのをやめたのに金は欲しいって言い出してんだ。多少の恥はかいてくれねえとな」

「でもちーふ」

「何だよ？」

「ちーふの肩書きが私みたいだった頃ころって、こういう血ち糊のりもたくさん作ってたんですよね？」

「……当時の刑事ドラマは洒落しやれになってなかったからな。あまりに無む茶ちや苦く茶ちやな量の血糊使ったせいで出演者が溺おぼれかけた事もあったんだぜ」

「だったら、こんなノートにメモ取らなくても、血糊の最適解って導き出されているんじゃないですか？」

「あるよ。正確には、あったと過去形で話すべきだろうけど」

「何でそれ使わないんです？　あっ、局らしく特許の問題とか!?」

「じゃねえよ。血糊の製法を書いたメモはなくなっちまったんだ」

「どうしてです？」

「俺が新人だった頃には、局で血糊を作るのは当たり前になってた。業者から買うより安上がりだったってのもあるがな。ちなみにその時、一番血糊を使っていた番組は何だったと思う？」

「伝説の刑事ドラマとか？　時代劇って、バッサバッサとやる所とかはあんまり血は出ませんよね」

「どっちも違う」

　言いながら、俺は無む性しように煙草タバコが吸いたくなってきた。

　過去を思い出しているからか。

　あるいは、これから話す事に対して、何かしらの安定作用を求めているからか。

「正解はな、ＵＭＡの調査団だ」

「えー……？　何ですかそれ？」

「平成生まれにゃ分からねえか？　どっか海外とか行ってさ、謎なぞの巨人ビッグフットを捜し出す!!　とかいうの。当然やらせのオンパレードで、今だったらそれこそ放送倫理に引っかかってお茶の間に流せねえような番組だよ」

「そこで、何で血ち糊のりが必要なんですか？　謎なぞの巨人に襲おそわれたふりとかするため？」

　がおー、と巨乳ちゃんは両手を振り上げて怪物の真ま似ねを……汚ねっ！　血糊かき回しているおたままで振り上げるんじゃねえ!!

「あーあー、馬ば鹿か！　これスーツだぞ!!」

「二着で三万円ですよね？　しかも上下セットでネクタイもついて」

「じゃあ弁べん償しようしなさいよ！　安いって言うなら!!」

「時給のバイトに何言っているんですか!?　経費で落としちゃってくださいよ、業務中に発生した損害でしょ！　それよりＵＭＡの話。結局血糊って番組のどこで使っていたんですか？」

「分からん」

　正直に、俺は答えた。

　そう。

　あれから二〇年は経たっているはずだが、未いまだに俺自身答えは出せていない。

「ＵＭＡの調査団って、大体半年に一回ぐらいのペースでやってた特番なんだけど、何な故ぜか毎回大量の血糊を求められていた。でも、それだけだ。何のために血糊が使われていたのかは分からずじまい。実際の放送でも流血シーンなんて一回も出てない。本当に、何のために使われていたのか誰だれも把は握あくできていないんだ。……分かっているのは」

「分かっているのは？」

「ＵＭＡの調査団のシリーズ終了間ま際ぎわ、局の倉庫が何者かに荒らされて、ストックしていた血糊が片かたっ端ぱしからぶちまけられていた事。扉の鍵かぎはピッキングとかじゃなくて、何かとんでもない力で強引にこじ開けられていた事……ぐらいかな？　メモは血糊と一いつ緒しよに保管していてさ。その時真っ赤に汚れちまって、誰にも読めなくなっちまったんだ。血糊のレシピ作った先輩はもう退社していたし、細かい分量なんて覚えちゃいないって言ってたから、お手上げになった」

「えー？　とんでもない力って何なんですか。それも特番のやらせ演出とかじゃないんですか？」

「かもしれねえな」

　俺は簡単にあくびして、

「毎回海外ロケについていったディレクターの家も似たような感じになっていて、メチャクチャに荒らされた家にそいつは二度と帰ってこなかったし、その後なんかどっかの海外局番からの不審電話が何度かかかってきて動物の唸うなり声みたいなのが聞こえたりしてたんだけど、あれも多分、視聴率低下に歯止めをかけるためにやった起死回生のつもりだったんだろうなあ」






[image: ファイル16　伝説の語られる方]

　まおう　は　なかま　に　なりたそうな　かんじ　で　こっち　みちゃってる！




　鎧よろいにスカートという、見た目は派手なんだが実際に森や山を歩く際には下半身に死ぬほど擦すり傷のできる格好をした私は（何な故ぜ民衆はこんな格好を女勇者に望むのか。正直、馬とか乗りたくないです。じかだよ、じかに擦れる！）、思わず剣を振り上げて絶叫した。

「駄だ目めだろー。魔ま王おうはそれじゃ駄目だろー！　決着つかねえよ!!　私はさっさと魔王倒して国に帰りたいんだ!!　長い旅行生活安宿暮らしでそろそろ乙おと女めとは言い難がたいほど汗あせ臭くさくなってきてるんだよ!!　家のベッドで寝かせてくれー!!」

「だってさー。アタイもー色々嫌いやになっちゃってさー」

　頭から山や羊ぎの角、背中にはコウモリの翼つばさ、お尻しりから尾みたいなのが生えた革衣装系幼女は玉ぎよく座ざで体育座りしながらブチブチ言っている。

「せっかく手塩に掛けて育ててきた魔王軍の精鋭達がさー、アイドル将校率いるマーメイド部隊とかがさー、勇者にぶん殴なぐられてあっさり寝返っちゃうとかどういう事!?　育てた時間と金を返せ!!　つーか暴力で所属が決まるならアタイもっかいあいつらぶん殴り直してやる!!」

「気持ちは分かるが戦おうぜ。じゃないと伝説終わらないのよ」

「アンタだって魔王軍の味方して人間苦しめてる村長（集落には一風変わった奇祭とかあり）とか見つけたらテンションだだ下がりになるでしょ!?　何でこんなのひっくるめた『人間』全体のために命かけて戦わなきゃいけないのかなー的な!!」

　何か意味不明な事を喚わめき始めたので、私はキョトンとした顔のまま訂正してやる事にした。

「いや人型ボスとみなしてバッサリやるよ。ろくな戦せん闘とう力りよくもないくせに経験値だけボス級とか超稼かせぎ時じゃん」

「セーギって怖い!!　こ、これが常に成長を続ける勇者の力の源か!?」

「魔王軍の失敗ってレベルアップ制度がない事だよね。戦う楽しみも半減してる」

「諸侯の反乱防止のためでもあんの。魔王が一番強くないと困るでしょ。つーかね」

「何よ」

「そもそもなんだけどさ、アタイこの配役って何かおかしいと思うんだけど」

「要点を言って」

「何で魔ま王おうも勇者も女の子なの。どっちか片方が男なら途中で恋仲になったりお互いの立場に苦悩したり色々展開にメリハリをつけられたと思わない？」

　勇者はその伝説で民衆を鼓こ舞ぶし、魔王はその伝説で世界に恐怖をもたらす。言ってしまえば魅み力りよく的てきな伝説が世界を支配するのだ。なので、私達は周りが思っているよりも世せ間けん体ていを気にしている。吟ぎん遊ゆう詩人とかが勝手に奏かなでまくるストーリーの材料を与えてやるため、割とあんまり必要のないアクロバットなアクションシーンを繰くり広げている訳だ。

　なので魔王が危き惧ぐしている事もちょっぴり分からなくもないが、

「イマドキは感情移入用の男の子はもういらないんだって。女の子同士のやり取りを神様目線で覗のぞき見したいらしいよ」

「アタイちょっと冷静に考えてみるとそれって不気味だと思うの」

「覗かれている側からすればな。ただ私から言わせてもらえばね魔王。何よりミスマッチなのはアンタのその容よう貌ぼうだと思うぞ。何な故ぜ幼女かね？」

「な、何よ。とりあえず二万年ほど生きてみてもこんな感じだったんだから仕方ないでしょ！」

　玉ぎよく座ざの上で体育座りから、手足をピーンと伸ばして抗議する魔王。

　体を大きく見せたいっていう動きかもしれないんだけどさあ……。

「んん？　女のラスボスって普通はグラマー系じゃね？　おやおや、何かなこのＡＡＡというのは？　安全基準？」

「うっさいな！　傷つくんだぞそのネタ!!　つーかそれ言ったら勇者こそデフォでバインバインなのおかしくね!?　誰だれも共感できねーよそのパーフェクトボディ!!　Ｈって何だよ、オーダーメイド？　それ賢者とか脇わきを固める役とかがベストマッチだろ!!」

「まーほら私これでも民衆の代表だから。……しかしそうすると、この幼女を代表に立てて平伏している魔王軍の連中って……？」

「失礼な想像すんな!!　アタイの強さの虜とりこになったんだ!!」

　ぶんぶんと両手両足を振って玉座の上でジタバタする魔王。

　これでも一応、天空から小惑星落としてきたり世界の大陸を水没させようとしたり見せ場作り放題な力を使ってくるので注意が必要だ。

　……まぁ、木の棒一本渡して『魔王軍に殴なぐり込んでこい』なんて無む茶ちやぶりしてくる王様はそろそろ大だい災さい厄やくで死んでも良いとは思うんだが。

「なー女勇者」

「何よ」

「ぶっちゃけもう戦うのメンド臭くさくない？」

「いや私もここまでレベルアップしちゃったら王様の言いなりになる以外の道はあるんじゃねーのとは思ってたトコなんだけど。でもとりあえず決着はつけね？」

「つけんのは良いけどその後どうすんの？　まさかと思うけど魔王軍がいなくなって人間社会が確立したらそれで全すべての問題が解決してハッピーエンドなんて思ってないよね？」

「んー……。薄うす々うす勘かん付づいていたけどやっぱ駄だ目めか」

　私はぼんやりと呟つぶやく。

　魔ま王おうは調子こき始めたのか、玉ぎよく座ざでふんぞり返って足を組みやがった。

　うーむ、四の字固めにしたい足ベスト一位だな。

「あのね女勇者。年とし頃ごろの女の子に棒切れ一本持たせて魔王しばいてこいなんて命令飛ばす王様がまとめる世界だよ？　あんなのがトップになったらどんな失政が続くかなんて目に見えてるよ。しかもその予想すら斜め上に突き抜けそうな気がするね」

「え？　じゃあどうすんの？　王様ぶん殴なぐるの？」

　うっかり会話に乗ったらますます調子づいたのか、魔王は腕置きに肘ひじをついて頬ほお杖づえなんてかましやがった。まーでもうん、魔王って全体的にこういう感じだよね。

　多分、今までの体育座りの方が間違ってる。

「でー、王様いなくなった後に誰だれが世界をまとめんの？　駄目だよー勇者。だから前から言ってるじゃん。後進を育てろって。魔王軍にしても人間の王様にしても、壊こわすだけじゃハッピーにならねーんだって。つーか個としての最強破は壊かい戦力って、それこそじーさまの頃の純粋な魔王っぽくなってるぞ勇者」

「……８ビット魔王の話？　古代の石せき碑ひとかでたまにストーリーが出てくるけど、あの頃のバトルはシンプルでホントに楽しそうだよなー」

「まおう　だから　せかい　を　ほろぼすのだ!!　だもんね。今あれやったら吟遊詩人が頭を抱えるとアタイは思うの」

「途中で記録もできねーって話だしな。全部語ったら吟遊詩人は五〇時間ノンストップだぜ」

　ともあれ、と山や羊ぎ角つの幼女は人差し指をピッと立てて、

「勇者軍作ったら？　人間軍じゃなくてさ。それならアタイとアンタ、どっちが勝っても『戦せん闘とうの当事者』が世界を治める事になるんだけど」

「……私の超スパルタに周りの連中がついてくるかなあ？　そもそも私はパーティすら組まずにここまでやってきちゃったぐらいの超武闘派だし」

「恐怖路線も極きわめればカリスマ出てくるもんなんだけどね。マニュアル貸してあげようか？」

「勇者はそれやっちゃ駄目だろ」

「うちのモンスターを拳こぶしで黙だまらせてドＭの道に目覚めさせておいて何言ってんの。こっちとしては、アタイにしてもアンタにしても、恐怖で縛しぼる世界が構築できるならどっちが勝ったって問題ないって立場なんだけどね」

「キタネエ!!　勇者は勝ったが魔王の呪のろいを受けたのだ的エンドに持っていくつもりか!?　アンタ美お味いしいトコ総取りじゃん!!　どうせ後で世界に満ちた黒パワーを集めたりして復活するハラだろ!?」

「じゃあ勇者的なビジョンはどうなってんの？　王様の言いなりってのはなしで」

　真正面から言われると、言葉に詰まる。

　思わず私は両手の指をもじもじとくっつけたり離はなしたりしながら、

「そりゃ私だってやりたい事はあるよ。例えば武装勇者宅配サービスとか。世界にある程度モンスターを残しておいてさ、物資の運うん搬ぱんが面倒な世の中にしておくの。そうすりゃ私みたいな高レベル勇者が馬車のキャラバン隊率いて街から街へ移動するだけでがっぽがっぽよ」

「そこまで考えてんならやれば良いじゃん!!　何よ、アタイのモンスターを従わせてたのってそういう狙ねらいがあった訳!?」

「いやでも自分の進路のために王様ぶん殴なぐっちゃったら勇者じゃねーじゃん！　いっそあれが悪に支配されたナントカとかなら話は簡単だったのに!!　魔ま王おう何で王様たぶらかさなかったの？　そもそもあいつが命令出さなきゃ私みたいな勇者が魔王討とう伐ばつに出かける事もなかったんだよ!!」

　素そ朴ぼくな質問に山や羊ぎ角つのの魔王は小さな息を吐はいて、

「あいつ無能なんだけどさ。王様ってだけあって隙すきは少ないんだよね。政治家ってヤツだよ。そして正直あんなのが用意した勇者なんて大した事ねーだろと侮あなどってた。いや二万年ほど生きてみてここまでやってきたのはアンタが初めてだし」

「魔王って絶対侮るよな。ここで死ぬようなヤツならその程度だったというウンヌンとか言って。こっちの成長を手助けしてるようにしか見えん」

「いやレベル２～３の頃ころは子犬が無む謀ぼうにも足元にまとわりついてくるような感じで可か愛わいかったりするもんなんだよ挑戦者って。それがいつの間にかレベル３００とかアホみたいな強さになっちゃうから困るんだよね。一ターン五回攻こう撃げき、しかも防御力無視の究極属性とかで四天王の一角とか瞬しゆん殺さつしやがるし。大きくなるのが早すぎるよ」

　私が『子犬』だった頃を思い出しているのか、魔王は唇くちびるを尖とがらせながら組んだ足をぶらぶら揺らし始めた。山羊角幼女の頭の中では、揺れる足に喰くらいついてくる無邪気なかつての私が浮かんでいるのかもしれない。

「……犬や猫を箱詰めして外に捨ててくる駄目なペット愛好家の意見だな。流石さすがは魔王。悪の道を突っ走ってやがる」

「でも捨てたペットが巨大化とかして魔王軍の一員になったりするから、アタイとしては万ばん々ばん歳ざいな訳よ」

「やっぱ魔王は考えているんだなあ」

　感心したように言うと、魔王はどこか疲れた顔で、

「一応アタイこれでも軍とか国とか従えているからね。たまには勇者みたいなフリーランスに憧あこがれる事もあるけど」

「なに、窮きゆう屈くつなの魔王って？」

「きゅーくつだよ!!　揃そろいも揃って節税しまくって税収低下させてるくせに社会保障は充実させろとか無む茶ちやぶりばっかりだよ!!　国防予算……つまり勇者と戦うための金よりバイオエネルギー関連予算の方が大きいって魔ま王おうの国としてどうなの!?　ねえ勇者これどう思う!?」

「アンタ、モンスターの中でもダントツの最強だから魔王なんでしょ？　何でそんなもんに縛しばられてる訳？　気に入らないものあったらぶん殴なぐって黙だまらせちゃえば良いじゃん」

「フリーランスはこれだよ。守るための戦いとか言っておきながら壊こわす事しか考えてねー。実際、ダンジョンとか古代超兵器とかコツコツ積み上げてんのはこっちなんだからね。アタイ達が頑張らなかったら勇者の伝説とかチョー平へい坦たんになってたはずだし」

「はー。私が魔王だったらもっとさあ」

「アタイが勇者だったら今いま頃ごろさあ」

「……、」

「……、」







　勇者と魔王は何かしらの景品を賭かけて最後の戦いに挑んだらしい、と吟ぎん遊ゆう詩人は語る。

　それが何であるかは不明。

　ただし。

　最後と言った割に、結局『勇者』も『魔王』も生き残った事と。

　そして、その後の世界の歴史が『予言者が卒倒するほど』激変したのは、わざわざ詩歌を紐ひも解とくまでもない。
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　仇あだと恩の逆転。

　言ってしまえば犯罪者を罰ばつする刑法に代わり、社会や個人のために尽力した者へ正当な報ほう酬しゆうを与える、というのが因果均きん衡こう令れいの骨こつ子しだ。

　とはいえ、誰だれもが支え合う世の中で誰からも親切にしてもらえないのは生活機能の没収に等しいため、犯罪発生率の減少に効果を上げているらしいが。

「という訳でご主人様!!　このスーパー女教師ツンデレ幼おさな馴な染じみ小動物系軍服ゴスロリ家庭的ミーハーアサルトメイドが恩返しにやってきましたよったらきましたよ!!」

「なんかすげえ盛ってるのが来たが一体何なんだアンタ！　ラーメンの全部乗せ!?」

　こんなのが玄関の前に鎮ちん座ざしていたらご近所的な評判的なウワサ的な壊かい滅めつ的てきなーっ!?　混乱しているので言葉が崩れていると思うが言いたい事は分かってくれるよね!?

　そして全部乗せは思考の回復を待たずに言う。

「……今日び単なるメイドってだけでやっていけるほど世の中は優しくないのです。生き残りをかけて属性色を重ねていくのは当然の事。という訳でまさかの属性一〇段重ねメイドです！　どんだけのドリームライフが待っているか恐れ戦おののくがいいー!!」

「幼馴染みは無理じゃね？」

「思い出や動画なんていくらでもねつ造できるもんです」

　プロは言い切りました。

　ならばもう一個質問しておこう！

「すーぱーって何の属性なの？」

「新聞記者が全身タイツに変身すると思ってます？」

「全身が金色に輝かがやくのかと思ってた」

　というか、そもそも、

「因果均衡令の対象になるような真ま似ねをした覚えはないんだけど。一体俺が何して誰を助けたの？」

「それはですね、ご主人様は先日ジュースの自販機の前で一〇〇円玉を落としてしまったじゃないですか」

「ああ、マンホールに落ちて拾いようがなくなったあれね」

「あの一〇〇円玉が競馬の万馬券に化けてそのお金がパチンコで増えて強盗に襲おそわれスリにやられて勇敢な若者が取り押さえアタッシェケースが坂道を転がり拾われた先でデイトレードに使われ儲もうけの半額が某ぼう国こくの貧しい子供達に寄付された結果、石油が出てきて全国民の飢えと貧困が丸ごと解消されたのだとか」

「リアルに桶おけ屋やが儲かってる、だと!?」

「という訳でご主人様の因果黒字は五〇〇万人の命を恒久的に助けるレベルにまで膨ふくれ上がっていますので。わたくしのようなスーパー女教師ツンデレ幼おさな馴な染じみ小動物系軍服ゴスロリ家庭的ミーハーアサルトメイドが出張らないと、ご主人様の寿命が尽きるまでに因果均きん衡こう令れいを果たせないという試算が出た訳です」

　はあ。

　ま、まあ、メイドさんがやってきてくれるなら嬉うれしいに越した事はない訳だが。この人一体何するつもりなんだろう。こんな狭い部屋なんてあっという間に掃除も終わってしまうだろうに。

「という訳で戦ってください」

「んん!?　いきなり不ふ穏おんな単語が出てきたがどういう事だ!?」

「わたくしは因果均衡令を終えるまでご主人様の所有物となります。つまりわたくしが背負っている業ごうもまたご主人様が責任を負う事になるのですが……ボソボソ（それはまあわたくしがスーパー女教師ツンデレ幼馴染み小動物系軍服ゴスロリ家庭的ミーハーアサルトメイドになるためにはそれ相応の褒ほめられない手も使っているので方々から恨うらみは買っているというか）」

「早口で何言ってやがる!?　って事はお前の借金の連帯保証人にされた訳か!?」

　だが、喚わめいても仕方がない。衰すい退たいした刑法に代わるのは、復ふく讐しゆうの因果を立証した者による仇あだ討うちと相場は決まっている。

　そんなこんなで、

「ふはははは!!　アンタがスーパー女教師ツンデレ幼馴染み小動物系軍服ゴスロリ家庭的ミーハーアサルトメイドの新しいご主人様ね!!　あたしはネコミミイヌミミウサミミクマミミサルミミサイミミウシミミネズミミミパンダミミコアラミミトナカイミミカンガルーミミゴスロリ少女！　仇を討つためにここへ見参!!」

「動物系多すぎるよ!!　キメラってる！　あと何で耳ばっかこだわってんの!?　トナカイとか角にすりゃ良いじゃん!!　その部位へのこだわりに猟りよう奇き的てきな執しゆう着ちやくとかはないんだよね!?　そもそもゴスってさっきそっちのメイドも名乗ってなかった？」

　しかしこの奇き天て烈れつな訪問者にスーパー女教師ツンデレ幼馴染み小動物系軍服ゴスロリ家庭的ミーハーアサルトメイドは衝しよう撃げきを受けたらしく、

「ぞ、属性が一二色も!?　この女ただものではない……!!」

「ふっ。アイスクリームショップならそろそろギネスに挑戦できるぐらい、盛りに盛ってみたわ。これも時代の流れってヤツよ」

「や、ヤベえ。こいつもしや無む双そう系ですか!!」

　……こいつそもそも普通の掃除や料理はできるんだろうか、という根本的な疑問が湧わいてきた。メイドに必要なのは戦せん闘とう力りよくじゃないはずだ。

「ま、まずい。根本的に属性色の数が違いすぎます。このままでは勝てません!!」

「勝てないとどうなんの？」

「決まっているでしょ。仇あだに応じた報むくいを受けてもらうわ。そうね、おろし金を使って足首から大根おろしのようにゴリゴリとなんてどうかしら？　……連帯責任で二人とも」

「冗談で巻き込まれるにしてもヘビー過ぎる!!　後そこのスーパー女教師……じゅげむじゅげむ！　一体ここに来る前に何してきやがった!?」

「面倒だからって略さないでくださいご主人様！　属性色は命の象徴そのものなのですよ!!」

「もー始めるわよーもー」

　ドババババッ!!　とネコミミイヌミミウサミミクマミミサルミミサイミミウシミミネズミミミパンダミミコアラミミトナカイミミカンガルーミミゴスロリ少女は高速で意味不明なポーズを決め、

「喰くらえ一二星座に対応した大宇宙的な必殺技ーっ!!!!!!」

「なら星座に対応した動物属性でちゃんと揃そろえようよ!!」

「天てん秤びんとかあるから無理なのよー的なー」

　しかし人間大根おろしにされるのは困るので、否いやが応でも俺も戦闘に参加させられる。何やら属性の数で勝負が決まるルールらしいので、スーパー女教師ツンデレ幼おさな馴な染じみ小動物系軍服ゴスロリ家庭的ミーハーアサルトメイドの上着のボタンを外して胸元をはだけさせ、軍人さんっぽい帽子からゴツい紋章を外し、持っていた包丁セットに鶏にわとりの血を振りかけて、

「えーと『淫いん乱らん』と『バスの運転手さん』と『ヤンデレ』を追加。これで一三個」

「どばしゃー!!!!!!」

　叫びなのか効果音なのか分からない音声を口から放ち、スーパー女教師ツンデレ幼馴染み小動物系軍服ゴスロリ家庭的ミーハーアサルト淫乱バスの運転手さんヤンデレメイドがネコミミイヌミミウサミミクマミミサルミミサイミミウシミミネズミミミパンダミミコアラミミトナカイミミカンガルーミミゴスロリ少女を薙なぎ払う。

　割と遠くまでノーバウンドで飛んでいった……あーもー彼女でいいや、便利だし。彼女は口の端はしから血を垂らしながら、最後の力を振り絞って淡く笑う。

「ぐ、ぐぶっ……。ふっ、実はあたしはアンタ達と敵対する素そ振ぶりを見せる事で成長を促していた的な善ボスだったのよ……」

「な、何ですってー!?」

「という事にすればあたしの属性色は一三個になるから互角のはず攻こう撃げきー!!」

「せめてミミで統一しろよと返す事でツッコミ属性プラスしてわたくしは一四個攻こう撃げきー!!」

　爆音と閃せん光こう。

　人ん家ちのガラスも盛大にぶっ壊こわれている訳だが、これは請求書を送っても良いのだろうか。

　しかしもくもくした土煙の先には、

「あれっ？　属性色の数ではわたくしの方が勝っているはずなのに!?」

「いいやあたしは善ボス属性を利用した不意打ちを行う事で、裏切り属性をつけていたからアンタと同じ一四個。そして互角の戦いをした事でライバル属性を加えたから一五個！　さらにこの長ったらしい台詞せりふのおかげで説明キャラ属性を付け足して一六個ォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「ならばわたくしは状況を逆転された薄はつ幸こうキャラ属性で一五個。迎え撃うつ王者キャラ属性で一六個。絶体絶命の状況をアイデアで切り抜ける謎なぞ解ときキャラ属性で一七個ォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　その後もウェイトレスだのナースだのレースクイーンだのフライトアテンダントだのセーラーだのチアガールだの巫み女こだのシスターだのフンドシだのエロ水着だのスクール水着だのブルマだのスパッツだのサンバだのフラガールだのカウガールだのバニーガールだのお姫様だの委員長だの手品師だの男装キャラだの妖精だの女神だの女王様だの忍者だのサムライだのチャイナドレスだのアオザイだのアンドロイドだのサイボーグだのＡＩだの、おおよそこの世のありとあらゆる属性を上乗せしていく二人の少女。風は割れ重力は狂い次元の穴が開き、何だかブラックホールっぽいものまで現れ、とんでもない爆発が巻き起こった。

「……バトル系って属性はないのか？」

　俺がそう呟つぶやいた時、戦せん闘とうに一段落がついたらしい。

　さて土煙の向こうは一体どんだけ盛りまくってんだ、と思って目を凝こらしてみると、そこにはごくありふれたメイド服を着た少女と、ごくありふれたゴスロリを着た少女が向かい合って正座していた。いや、そもそもありふれてないか？　今までのアレで『普通』の感覚がおかしくなっているのかもしれない。

「何があったんだ？」

「一周回ってしまいました」

「いくらアイスを積み重ねたってバニラが絶滅するはずないんだしね」






[image: ファイル18　料理人鯉太郎の飽くなき挑戦]

「ねー、おじーちゃーん。さっきこのお姉ちゃんに本場のナンデヤネンしてもらっちゃったー」

「そうかいそうかい。ちゃんとごちそうさまは言ったのかい？」

「……何でやねん」

「はっはっは。おじいちゃんももらってしまったよ！」

「ヤネンヤネーン」

　お祖じ父いちゃんとお孫さんらしき組み合わせ（それ以外だったら嫌いやすぎる）は笑顔でお寿す司し屋やさんから出て行ってもうた。……うーむ、そこまで珍めずらしいもんかな関西弁？

　という訳で昼時最後のお客さんを掃き出した寿司屋にはウチと店主の頑がん固こオヤジだけが残った。リクルートスーツの上に白衣を羽は織おったウチを頑固オヤジはいかにも迷惑そうな顔で、

「わざわざ最後の客が出て行くまで待っていやがった礼節だけは受け取ってやる」

「じゃーそろそろビジネスの話にしてもろてもよろしいでしょか？」

　ウチがカウンターに業務用のタブレット端たん末まつを置くと、早さつ速そくオヤジさんの眉まゆが不快そうに動きおった。

　白衣にエタノール臭しゆうのするウチは大だい嫌きらいって書いてあるみたいやね。

　ま、道を究めるって事は、道を進む以外の人の無理解との戦いでもあるんやけど。

　鯉こい太た郎ろうさんみたいに、一般大衆に認められる『異常なこだわり』っていうんは意外に少ないんよ。この小さな国を発展させていったのは、いつの時代もその『こだわり』の力なのにね。

「俺がお宅みたいなの一番嫌いって知ってて言ってやがんだろうな。回るお寿司の最大手さんよ。俺はアンタみたいなのが『江戸前』の看板勝手に背負うのが何より気に喰くわねえ」

「そんなー。江戸前言うんは方式ですやん。東京人が握ったから江戸前言うんやないでしょう？　日本人のシェフかてフランス料理は作りますって」

「料理の形態なんてのは日々変わるもんだ。ピザがバイクで運ばれたり、寿司がコンベアで回ったりな。だが、江戸前ってのはこの形だ。この小さな店に収まっている全すべてがあって江戸前なんだ。大阪だ東京だ言ってるんじゃねえ。試験管にスポイト突っ込んで旨うま味み成分だ防腐効果だ調べてあれこれ手を加えるそのやり方が気に喰わねえっつってんだよ、食品開発研究員」

「言うても寿司かて元々は魚の保存食でしょうに。発はつ酵こう食品。そこから鱒ます寿司とかになった。江戸前言うんも発はつ祥しよう当時は回転寿ず司しと同じように亜流扱いされてたんと違いますのん？　それを実力と年月で王道へ押し上げたんが鯉こい太た郎ろうさんのご先祖さんかと思うてましたけど」

「だが俺達はこいつを江戸前と呼んできちんと線引きした。お前らが何をやろうが知った事じゃねえが区別はつけろ。本場とか江戸前とか勝手に名乗ってねえで、そもそも回転寿司が単品で江戸前に勝てるものになるまで押し上げろ」

「鯉太郎さんはサーモンだのチーズ巻だのがお好きなん？」

「それで大トロに勝てるんなら文句はねえだろ。赤身にラード塗って味を『ごまかす』よりゃ、新しいもんに挑戦している分だけまだ好感が持てる」

　という感じでこの鯉太郎さんの頑がん固こっぷりは分かってもらえたやろか。

　そして甘いとこも。

　一見理論武装している難敵っぽいが、逆に言えば鯉太郎さんは理り屈くつ抜きで突っぱねられるほど他人を簡単に切り捨てられない甘さがあるんやね。

　うーん。譬たとえるなら、街のお祭りで文句は言いながらもちらし寿司とか大おお盤ばん振ぶる舞まいしそうな感じのオヤジさんなんよ。お代は近所のお子さん達の笑顔で結構ってな風にね。

「でも鯉太郎さん。ウチかてビジネスでやっとるんやから、全く勝算のないとこには来きいひんのですよ」

「商品開発のために泣き落としでもするつもりか？」

「似たようなもん。だって鯉太郎さん、前はウチとの仕事、なんだかんだ言いながら最後は手伝ってくれましたやん」

「……ありゃ、お前が魚類アレルギー患者のみんなにも普ふ段だん食ってるのと同じ寿司を与えてやりてえなんて言いやがるからだろ。大豆だ片栗粉だあれこれ混ぜて『完全な食感』を再現するとかいう」

「そうそう。おかげでウチんトコは回転寿司だけやのーて医い療りよう介かい護ご分野でも大きく食い込……ごほんごほん。多くの患者さんが笑顔でお寿司を食べられるようになった訳やし」

　鯉太郎さんが包丁よりも鋭い目でこっち睨にらみよるから慌あわてて意見を軌道修正する。

「つまり鯉太郎さんは、世のため人のためなら個人の事情は呑のみ込んで、うちらみたいな量販店と手を組んでくれる言うんですやろ？」

「……おい待て。今日は何を抱えてきやがった」

「世界平和。もっと具体的には『魔ま獣じゆう』って言えば分かります？」

　鯉太郎さんの目つきがさっきよりも鋭くなる。

　ま、無関係なんて言ってられへんやろね。

　既存の生物学の常識を覆くつがえす……言うより、明らかに『別んトコ』からやってきたとしか思えないくらい『進化の道のりがズレた』連中。人語を解さず、あらゆる意思疎そ通つう手段は無効。それでいて圧倒的な強さ。主要八ヵ国の軍は早々に討とう伐ばつを諦あきらめ、今では『できるだけ刺激しないように』民間団体の方を取り締しまるほどの始末なんよ。

　石油が枯渇するより、温暖化で食糧危機が起こるより、なお早く人類を滅亡に追い込むであろう……なんて予言めいた試算が出ている最悪の生物群。当然『魔ま獣じゆう』は人間など、数ある食糧の一つぐらいにしか見てへん。

「一介の寿す司し屋やに何しろって？　あれを捌さばいてシャリの上に載せろとでも言うつもりか」

「ちゃいますよ。そもそもウチら人間にゃ『魔獣』は倒せませんもん。せいぜい小さな傷をつけて逆上させるんが精一杯。ですからやっつけるなんて攻こう撃げき的てきな事は考えません。むしろ発想を逆転させるんです。それしか突破口はない」

「あん？」

「『魔獣』は人間も餌えさとみなしますやん。でも、だから言うて人間しか食べられないっちゅーんでもない。……だったら話は簡単ですやろ。人間より美う味まい食い物を出せば、人間を生き残らせればこれが食えると『魔獣』の本能に訴えかける事ができれば、ウチら人間は『魔獣』のターゲットから外れる事ができますやん」

「そんな餌え付づけが上う手まくいくもんかね」

「アリとアブラムシの共生関係みたいなもんでっしゃろ。どっちかが主導権を握る訳やない。共通言語を使った会話も必要ない。『甘い蜜みつが出てくる』と経験で学ばせられれば、後は利害によって対等に立てる」

　すでにフランスのシェフだの中国の料理人だのがこの方法にトライしている。……やけど、それは何も平和利用のためだけとは限らへん。『料理の美味さで「魔獣」の動きに介入できる』んなら、発展させて他地域を襲おそわせる事もできるかもしれへんのやからね。

　ま、それをこの頑がん固こオヤジに言うても話をこじらせるだけやから黙だまっとるけど。

　……そういう小難しいんはウチみたいな『利益優先の悪役』が抱えてりゃええんよ。

「鯉こい太た郎ろうさん。具体的な数字は控えるけど、『魔獣』の被害は中央アフリカが一番ひどい。資源も食糧も取れへんトコやから国際的な注目も低く、住民の避ひ難なんに対する支援もかなり遅れとる。ウチはイロイロ腹に抱えた金の亡者やけど、これだけは本当です。……ウチの知識とアンタの腕があれば、喰くわれる被害者はゼロにできます」

「……チッ」

　鯉太郎さんは濡ぬれた布ふ巾きんで調理場を拭ふく手を止めて、

「アンタ、やっぱいつ見ても卑ひ怯きようだよな」

「それで腕を振るってくれる鯉太郎さんはやっぱ本物の職人ですやん」

　そんな訳でウチと鯉太郎さんの挑戦が始まる。

　鯉太郎さんはその舌と指先の感覚で、ウチは膨ぼう大だいなデータを収集し統計を取った詳細な数字で、『魔獣』の脅きよう威いへ対抗する。

「あれだけの大食いのために作るってんなら、それほど難しい手順は踏ふまねえ形が望ましいな。現地の人間でも簡単に、大量に、一気に作れるものがベストだ。しかも『魔ま獣じゆう』にエサを与えるために人間様が飢えてちゃ話にならねえ。食糧としてあまり使われていねえ魚や農産物が好ましい」

「『魔獣』の味覚も基本的にゃ人間と変わらへんらしいんですが、酸味はかなり鈍感だって報告が上がってますよ」

「となると、エチゼンクラゲとか、サイズはデカいんだがアンモニア系の悪臭を放って食い物にならねえヤツとかが良いかもな。大発生するから量は困らねえし」

「ウチの水すい槽そうからちょっと持ってこさせますわ」

「……お前んトコの会社は地下に水族館でも用意してんのか？」

　トラックがやってくるまでの間も、あーだこーだ二人で色々と意見を交わす。やっぱ異文化との交流はインスピレーションがビシバシ湧わき出るね。同じ『美味』求めて精しよう進じんしてんのに、何でこうも意見が変わるのかは不思議でならんけど。

　実際にエチゼンクラゲが届くと、鯉こい太た郎ろうさんはわずかに顔をしかめ、名な残ごり惜おしそうに自分の包丁へ目をやる。

「悪あく臭しゆうこびりつくんが嫌いやなら場所も道具も用意させますけど？」

「いいや。これは俺の料理だ。俺の道具でやる」

「酸味はないものと考えて、クラゲ美お味いしく食べるにはどうすればええんでしょうね？」

「水分の塊かたまりだから火を通すとぺしゃんこになる。やっぱ生の食感をベースにやるしかねえな」

「お刺身系？」

「カサ増すならちらし寿司みてえなのにするか？　っつっても、米の部分に変わる『使い物にならねえ食材』を探す必要はあるが」

　その後も、繁はん殖しよく力りよくが高すぎて砂漠の芋いもの収穫量を激減させている雑草やら、毒のあるものとそっくりだから敬遠されている安全な果物なんかも取り寄せてみる。

「……サラダになりそうですやん」

「江戸前についてさんざん語っていたくせに、結局できるのはこんなもんか……」

「やっぱクラゲだ雑草だ普ふ段だん食べへんもんで固めると、ちょーっと苦味が出てきそうやね」

「味のしつこさはわさび醤じよう油ゆでごまかすのが伝統だぜ」

「わあ！　待った待った！　『魔獣』は辛からいんは駄だ目めなんです。暴れ回るって数字が出てる！　インド料理系がこれでひどい目に遭あったゆう報告があります!!」

「チッ。なら味を散らすためにガリみてえなのを入れて……」

「酸味は感じへん言いましたやろ」

「じゃあ何なら良いんだ!?　『魔獣』は甘党でアイスクリームマニアとでも言うのか!!」

「うーん……」

　ウチはタブレット端たん末まつを人差し指で操りながら、

「『魔ま獣じゆう』は酸味が鈍い言いましたやん。あれ、『魔獣』は消化器官も強いから、そういう危険信号を気にしなくても良いからみたいなんですけど」

「つまり？」

「ゴミ捨て場とかにしょっちゅう現れるらしいんです。何でっしゃろ、腐りかけが大好きゆーんでしょうかね？」

「鮮度命の寿す司し職人馬ば鹿かにしてんのか……？」

「発はつ酵こう食品です。チーズや納豆みたいなもんやと思えば何とかなりますやん!!」

「知るか!!　そんなに腐ふ臭しゆうが好きなら牛乳に漬け込んだ雑ぞう巾きんでも喰くわせてやれ!!　いいやそれじゃ牛乳がもったいない。普ふ段だん人間様があんまり呑のまねえ、羊ひつじの乳でも使ってやりゃあ良いんだ!!」







　のちに鯉こい太た郎ろう氏考案の『乳漬けねジヤパニーズツイじり雑巾ストステイツク』は中央アフリカの危機を救い、『魔獣』に対する希望の光を見み出いだす事になる。

　特許管理を行う日本の大手回転寿司チェーンの時価総額は世界二位にまで浮上したようで、鯉太郎氏にはノーベル平和賞ノミネートの話も出たようだが、同氏は頑として断ったのだとか。このエピソードがまた、二一世紀に生き残ったジャパニーズガンコダンディとして広く名を知らしめる事になる。

「いやー世の中平和でウチの会社は国防軍ぐん需じゆ産業にも深く食い込むようになって万ばん々ばん歳ざい。鯉太郎さんもノーベル賞蹴けるとか憎にくい演出してくれますやんもー!!　って、あれ？　元気ないようですけど何かありましたん？」

「……あれが世界で一番売れている『江戸前』だなんて……。俺はちょっと真剣に自信を失いそうだよ……」
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　真夜中だっていうのに携帯電話が鳴りやがった。

　二段ベッドの下の段から、眠たそうな弟の声が飛んでくる。

「おねえちゃーん。電話ぴりぴりうるさーい」

「アンタのケータイも鳴ってるわよ。なに、また怪人警報でも出てんの？」

「おねえちゃん魔ま法ほう少女でしょー。何とかしてーむにゃむにゃ」

「私の担当は妖よう獣じゆうとかいう黒エネルギーに乗っ取られた動物なの。つーか怪人はアンタの担当でしょ。さっさと防犯ブザーのヒモ引っ張ってバイク乗りを呼び出してよ」

　ここでナイトキャップを頭から外したり、非常時に備えてパジャマから外行きの服に着替えたりしたら何かが負けた気がするに決まっている。私は二段ベッドの上の段で、改めて頭から布ふ団とんを被かぶろうとした。

　すると今度は遠くの方から地鳴りのような轟ごう音おんが聞こえてきた。地じ震しんとは違う、規則的な震動が安物の一戸建てを揺らしまくる。

「おねえちゃーん」

「巨大化した魔人は五人一組の全身タイツの出番！　あーもー!!　さっさと秘密基地から合体ロボ持って来いっての!!　つーか最初から組み立ててろよ!!」

　この世界にはびこっている悪は一種類ではないし、それぞれがバラバラの弱点属性みたいなものを持っているから、警察とか軍隊とか、一つの大きな組織で全部対応できるものじゃない。

　警察が犯罪者に対して強いのと同じく、魔法少女は妖獣に、バイク乗りは怪人に、五人一組の全身タイツは魔人に強い。

　規格の統一化が待たれているが、今のところこれが限界。

　おかげで携帯電話に送られてくる警報もバラバラの部署から発信されるため、一日中ピリピリうるさいったらありゃしない。

　と、月の光が差し込む窓の方で、ベランダの手すりに誰だれかが着地したのを発見。このままだと開いた窓から入ってきそうなので、不審人物へ先手を打って話しかける。

「……アンタ何してる？　ここは日本だから洋物の全身タイツの出番じゃないわよ」

「残念ながら我々の問題は常にグローバルな目線で繰くり広げられているのだ。ここだけが鎖さ国こくを敷しいていられる状況ではない」

「おねえちゃーん。海外から警報メールが届いているんだけどー」

「クリックはすんな！　通信料金サービスが良く分からん内は反応しない事!!」

　仕方がないのでオンラインの携帯電話マニュアルを呼び出し、定額料金サービスが通用する範囲内かどうか調べてやる事に。

　あーもー、明日は英語の小テストがあるのに。

「クールジャパンの魔ま法ほう少女よ」

「何だよアメコミマッチョ」

「何やら君のお仲間の巨大ロボットが衛星軌道上で独立戦争を起こしているようだが」

「えー……？　あっちのロボって変身モノでくくっちゃって良い訳？」

「昨日までごく普通の生活を送っていた少年が、何だか人型のモノに包まれてこれまでなかった活かつ躍やくをするというのだから、全身タイツ型の一番デカいのとも受け取れる訳だが」

「まー外から見たら？　正体は確かに分からない訳だし？」

「私としては、君のような魔法少女が正体を隠し続けていられる方が不思議でならない。思いっきり顔出てるやんけ」

「恋する魔法パワーで何とかしてんのよ。で、そのロボ達のケンカがどうしたって？」

　洋物タイツはベランダから夜空を眺め、

「そろそろ我が慢まんならなくなった連中が地球に降ってきそうなんだが、管理下の日本国政府はどう対応しようとしているんだ？」

「ちゃんと宇宙で片づけろよ!!」

「あとこの国の宇宙に携たずさわる人達は、どうしてことあるごとに地球へ大きなものを落とそうとするのかね？」

　私に言われても困る。魔法少女だし。ベッドを軽く叩たたくと、下の段にいる男の子代表の弟が眠たそうに口を開いた。

「ふにゃー。夢があるからだよー……」

「ふむ。アメフト部の主将をもやしっ子がぎゃふんと言わせるようなものか」

　洋物が何やら感心している間にも、携帯電話はピリピリピリピリと新しい警報メールを次々と着信させていく。

「うっさいなーもー……。これ何とかできない訳？」

「緊きん急きゆう警報なのだから切られては困る」

「せめてこう、一回で済ませるとかさー。まとめてやれば良いと思わない？」

「何を言う。全身タイツには全身タイツの、魔法少女には魔法少女の見せ場というものがあるではないか。今日の中継は三〇分でまとめましょうとか言われても困るだろう」

「そりゃそうだけどさ。たまにはコラボするのも悪くないと思うよ」

「残念だが私は君と抱き合わせするほど落ちぶれたつもりはない」

「言いやがったなこの野郎!!　玩具おもちや会社とくっついた日本の魔ま法ほう少女は安定収入源だってのを教えてやる!!」

「ふぎゃー!!　もう寝かせてよー。バイクの人呼んじゃうよー!!」

　どうやらベッドの下の段で弟が防犯ブザーの紐ひもを引っ張ったらしく、ただでさえ携帯電話の電子音でうるさい寝室がさらにやかましくなる。

　そして玄関を突き破って階段を駆け上がり寝室のドアを打ち破って、巨大なバイクに乗った和製タイツが部屋の中まで入ってきた。

　私は思わず魔法のステッキを掴つかみ、

「ドゥルンドゥルン一番うるせえのが来た!!　時代に合わせて電気駆く動どうとかにしてこいよ!!」

「それどころじゃないっ!!　何だか外がとんでもない事になってるぞ!!」

「この国の悪いタイツは君の担当ではなかったかね？」

　洋物が首を傾かしげるが、バイク乗りが言いたいのはそういう事ではないらしく、

「うちの怪人とそっちの妖よう獣じゆうと五人一組んトコの魔ま人じんと地球から独立したがってるロボット軍隊が合弁会社を設立しやがった!!」

「ごーべん!?」

「あとＥＵをつっついて相そう馬ま重工を独占禁止法で裁こうとしていやがる。俺達の装備品を開発、納入している防衛大手だ。このままじゃ一〇〇億ユーロ以上の追つい徴ちよう課税に技術情報の開示まで求められるかもしれねえぜ!!　グループが倒れちまう!!」

「げっ！　相馬重工って事は傘さん下かに私んトコの玩具会社もあるじゃない!!」

「お前はまだ良いだろ！　俺なんかバイクどうすんだ!?」

「おやおや日本の国防意識はやはり低いようだね私に言わせてもらえば軍ぐん需じゆ関連は企業であって企業ではないという事を自覚していればこうも容た易やすく揺さぶられるという事自体ありえ……」

「アメコミ。お前のメインスポンサーの銃器大手は何な故ぜか二〇〇万件のリコール続きになってるぞ。多分連中がなんかやってるんだと思うが株価だだ下がり。映画の話大だい丈じよう夫ぶか？」

　ふおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!　と真夜中にタイツの叫び声が響ひびき渡る。

　しかしこんなビジネスもので攻めてこられたら、魔法少女や全身タイツでは太た刀ち打うちできない。警察が犯罪者に強いように、警察が怪人に弱いように、私達変身モノには株価や世界同時不況になんて対抗できる攻こう撃げき属性を持っていないのだ。

　さてどうしたものか、と世界を守るヒーロー達が黙だまり込んだところで、

　バン!!　と部屋の扉が大きく開かれた。

　そこにはメガネでバーコードでよれよれスーツの、しかしビッ!!　と力強くネクタイを締しめる我が家の貧相な大黒柱が。

　三流大学出二流商社勤務の四五歳、万年係長は言う。




「パパちょっと戦ってくるから。安心してお休み」




　ヒーローは割とどこにでもいる。

　問題の種類だけ、事件の数だけ今日も誰だれかが死し闘とうを繰くり広げている。
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　学校の社会科見学で行った京都観光から帰ってくると、部屋に見知らぬ女の人がいました。

　何だか和風。

　でも、単純に巫み女こさんっていうよりは、もっと豪華なような……？

「ああっ!!　ひどい、ひどい！　本当にあの女が言った通りだわ。私というものがありながら、しれっとした顔でこんなにも他の匂においをぷんぷんさせて帰ってくるだなんて!!」

「……というかアナタは誰だれですか？」

「サクヤですっ！　コノハナサクヤヒメ!!　ご近所の神社に祀まつられているのを知らないとは言わせないわよ!!　毎年初はつ詣もうでには私に拝んでいるはずだし、中学受験を成功させたのも私の加護のおかげなんだからね!!　それなのに、それなのに……うわーん!!　貴重な氏うじ子こが旅先で出会った女にたぶらかされて寝取られるだなんてーっ!!」

　……何だかひどい言われようですが、どうやら相手は女神様らしいです。和風。しかし浮気というのは一体？

「知らないとは言わせないわよっ!!　こんなに他の女神の加護をぷんぷん漂わせて!!」

「加護ですか？」

「加護なのよ!!　京都観光でいろんな神社仏閣を見て回ったでしょう!!　そしてアンタは片かたっ端ぱしからお賽さい銭せん箱ばこに小銭を投げまくった!!　う、裏切りだわ……。私という女神がすでにつきっきりだというのに、他の女神の加護まで総取りしようだなんてーっ!!」

　もーもー!!　とコノハナサクヤヒメ（女神）は泣き喚わめきながら、人様の肩や胸板をパシパシ叩たたいてきます。春先に花粉とかを振り落とそうとする動きに近いこの感じ。『匂い』みたいなのを落とそうとしているのかもしれません。

　しかし、お賽銭でアウトという事は、ひょっとしたら……？

「あの」

「何よ!!」

「ひょっとしてなのですが、お守りとか買ってくるのも駄だ目めなのですか？」

「ぎゃああああああああああああああああーっ!!　か、体から他の女神の加護をぷんぷんさせているだけでもアウトなのに、あ、あ、アクセつきだと……!!」

「京都土産みやげのつもりだったのですが」

「八やつ橋はしとか無難なところがあるでしょう!!　ちなみに私はナマな方が好きなんだけどっ!!」

　どうぞ、と見知らぬ女神に薄うすい箱を差し出すと、コノハナサクヤヒメの機き嫌げんがわずかにアガったようです。お供そなえ物と認識された模様。

　女神はもきゅもきゅと和菓子を口に含みつつ、

「……まったく、神社に行ったらとりあえずお守りとか、尋常なセンスとは思えないわね。あれは神の加護をもって人の人生をねじ曲げるもの。明確な『目的』もなしに手を出せば、自分の歩いていたレールから外れる羽は目めになるわよ」

「幸運なんてあればあるだけ良いのではないのですか？」

「ばかもん。物事が成功し過ぎて道を外れる事だってあるの。宝くじを当てた男の末路とか定番ネタでしょ。日本人は良く、困った時だけ神様に頼たよるのって良くないんじゃないかなー的な事を考えるけど、この手のグッズに関して言えばそれで正解。受験シーズンだから学業成じよう就じゆ、就活始めたから商売繁はん盛じよう、うっかり彼女を孕はらませちゃったから安産祈願。その時々の事情を鑑かんがみて足りない運気をブーストさせるのがお守りの本来の役割なの。やたらめったらケータイのストラップみたいにジャラジャラさせれば良いってものではないわ」

「はあ。そうなのですか」

「という訳でこんなお守りは没収!!　忌いま々いましいっ。私以外の神の加護をぷんぷんさせるなど許さないったら許さなーい!!」

　僕の手からお守りが奪われ、とりゃーっ!!　という掛け声と共に、女神によって部屋の隅へぶん投げられます。

　しかしそこでお守りがペカーッと輝かがやきを放つと、

「……女神の嫉しつ妬とは見苦しいのですわ。ついでにいらぬ災さい厄やくを撒まき散らすからおよしなさい」

　ずるぅ!!!!!!　という粘質な効果音と共に、携帯電話も入らないサイズのお守りの中から、突とつ如じよとして女性の腕が飛び出ました。あっという間に肩、顔、上半身と飛び出し、ものの数秒で頭の先から足の先まで、女神様が丸々一柱分出てきます。

　コノハナサクヤヒメは舌打ちし、

「出たわね泥棒猫!!」

「クシナダヒメと呼んでいただきましょうか。そしてあなたは少々器が小さすぎでしてよ。何ですか旅先のお賽さい銭せん箱ばこに小銭を入れた程度でキーキーと」

「この氏うじ子こは昔から流されやすい性格をしているんだからこれぐらいがちょうど良いのよ！　コンビニのレジ横にある募金箱とかにもホイホイお釣りを入れてしまうし!!」

　僕は手を挙げて質問してみます。

「……質問なのですが、お賽銭箱と募金箱は別物ではないのですか？」

「寄付先の児童養護施設は仏教系組織から分派したものだったのよ。つまり実は広義で見るとお賽銭」

「そういう事にしておけば宗教法人系なので税関係で何かとお得という事情もありましてよ。だがそれにしたってやっぱりコノハナサクヤヒメの反応はアレルギー状態な気が……」

「何をっ!!　だったらこの氏うじ子こは噴水を見かけると所構わず小銭を投げ入れたくなるっていうのはどうよ!!」

「それはギルティーですわ」

　ギルティーなのですか。……しかし人はどうして水場を見るとコインを投げたくなるのでしょう？

「ところでクシナダヒメさんはどうしてここに来たのですか？」

「ヒメですでに尊称は成立しているのでさん付けはいらなくてよ。先生さんと呼ぶようなものと同じになっていますわ」

「ではクシナダヒメ」

「きゃー呼び捨てされちゃったー☆」

　貴様ァァあああああああああああああああああああああああああああ!!　とコノハナサクヤヒメが激げつ昂こうします。ひょっとして騙だまされたのでしょうか？

　コノハナサクヤヒメはクシナダヒメをビッと指差し、

「大方ツバつけたから私のもんとか言い出しに来たんでしょ!!　人が神かん無な月づきで留守にしている間にいけしゃあしゃあと！　出雲いずもの国で変な自じ慢まん話ばなしを聞かされて慌あわてて帰ってみればこの有り様よったら有り様なのよー!!」

「まさしくその通りですけど、今さら氏子の肩をはたいた程度で私の加護は消えてなくなったりはしませんのよ。ふふふのふ」

「よその神が勝手に氏子言うな!!　これは私のだ!!」

　大おお騒さわぎの度が過ぎたのか、お隣となりの家の窓がガラガラと音を立てて開きます。顔を覗のぞかせたのは幼おさな馴な染じみだが学校は別々な女の子の田た中なかさんの模様。

「ちょっとー、うっさいぞー。というかお土産みやげの生なま八やつ橋はしはどうしたー？」

「今女神に貪むさぼられています」

　指を差して紹介すると、何な故ぜか田中さんはギョッとして、

「なんか見知らぬ女を二人も連れ込んでる!?　旅のお土産とか言わせねーぞー!!」

　一方の女神達も全身の毛を逆立てて、

「犬神の筋モンだと!?　まさかそんなもんで本物の神に抗あらがうつもりじゃないでしょうね犬!!」

「犬神は神というより妖よう怪かいに近いような気もしましてよ」

「というか犬神って何ですか？」

　田中さんの家には年齢不詳でやたら頭の賢いゴールデンレトリバーのジェイソン君がいたような気がしますが、アレの事でしょうか？

「……この調子だと付つく藻も神がみとかも出てきそうね」

「擬ぎ人じん化か系はまずいですわ。キャラ付けのインパクトが半はん端ぱではありませんでしてよ」

　何やら警戒を始める女神二柱ですが、予想は彼女達の斜め上を行ったようです。

　突とつ如じよとして、褐かつ色しよくの肌で派手なダンサーみたいな格好の女性がノックもなしドアをズバーン!!　と大きく開け放ち、

「どーもー。インド生まれのラクシュミーちゃんでーす」

「突然海をまたいでんじゃねえ!!　こっちは和モノで頑張って世界観を確立させてたんだ!!」

　えっ!?　肝心の私のターンは!?　と田た中なかさんが喚わめいていますが、どうやら雰ふん囲い気き的にそれどころではなさそうです。

「ふっ。神仏習合で神道と仏教がごっちゃになってーぇ、さらにインド生まれの仏教とヒンドゥーはごっちゃになってるからー、繋つながりがあると言えばあるのでーす。七しち福ふく神じんの吉きつ祥しよう天てんって言えば和モノカテゴリな感じがしませーん？」

「チィ!!　福の神でしかも肌色露ろ出しゆつ系だと！　嫌いやなタイミングで手て強ごわい女神が出てきやがったわね!!」

「まるでシリアス路線で駄だ目めになったラノベのテコ入れみたいな新キャラでしてよ」

　しかし何でラクシュミーさん（女神）は海を越えて我が家へやってきたのでしょう。尋ねてみると、ラクシュミーさん（福の神）はにっこり笑ってこう答えました。

「えーっとーぉ、そこの氏うじ子こ」

「私の氏子だっ!!　他の神が気安く呼ぶんじゃねえ!!」

「私はあなたを不幸にするためにやってきたんでーす」

「おや。あなたは福の神ではなくて？」

「妹の黒こく闇あん天てんは運気をマイナスにする女神なんですけどー、この子の前に出るのが恥ずかしいのかもじもじしているからちっとも役に立たないんです。ありゃ惚ほれてるかもな。おかげでそこの氏子に関しては私がプラスもマイナスも担当する事になってしまいました。ぶっちゃけあなた女神を独占しすぎ☆　そのまま放っておいたら人類の頂点に立って七〇億人を単一統合民族にしかねないので叩たたき潰つぶしに来ましたー」

「……とか言って、監視継続の名の下に姉妹で私の氏子を囲うつもりじゃないでしょうね？」

「当然でーす。女神だってやらしい気持ちになるんだぜ☆」

「この野郎!!　にこやかな笑顔で!!」

「うふ、そこの氏子。姉妹丼どんぶりという言葉にグッとくるものは感じませんかー？」

「騙だまされてはいけなくてよ!!　黒闇天は妹キャラのくせに絶世のブスとして有名なのだからっ!!」

　いや。

　というか。

　そもそもの疑問があるのですが。

「クシナダヒメは神社にお賽さい銭せんを入れたから我が家までやってきたという訳なのですか？」

「お守りの件もありますが」

「コノハナサクヤヒメは毎年初はつ詣もうででお賽銭を入れていたからで」

「ちゅーかそれ以前にここら一体の土地が私の管かん轄かつなんだっつーの!!」

「田た中なかさんは何なんだっけ？」

　えう!?　わ、私が何だって!?　と窓の向こうの隣りん家かで田中さんが何やらうろたえていますが、ゴールデンレトリバーのジェイソン君が『そもそも犬神は主人の欲するモノを手に入れてくる存在であって、つまりこの場合はあなたが当てはまるのだわん』というプラカードを掲げています。

「で、ラクシュミーさんは運気の調整のためにやってきたと」

「ですよ」

「……となると、うーん……」

「何よ。引っかかる事でもある訳？」

　まあ。

　ないと言えば嘘うそにはなるんですけど。

「あのですね、京都観光ではいろんな神社仏閣を見て回ったのですが」

「それがどうかしまして？」

「……クシナダヒメの神社だけでなく、そこらじゅうの神社へ片かたっ端ぱしからお賽銭を入れてきた場合は、やっぱり全部の女神様が例外なく我が家へやってきてしまうんでしょうか？」

「……、」

「……、」

「……、」

「あのうー……」

　ラクシュミーさんが、やや他ひ人と事ごとな調子でこう告げてきた。

「もうすぐ神かん無な月づきが終わって日本中の神様が出雲いずもの国から地元へ戻る予定になっているんですけどー。アンタらの国の神様はきちんと帰ってくれるんでしょうかねー？」

　わーわー、と何だか外が騒さわがしくなってきました。

　音源は徐々に近づいてきている模様。

　コノハナサクヤヒメとクシナダヒメはいずこか睨にらみつけ、そして言い放ちます。

「……戦争ね」

「ええ。戦争になりますわね」
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　最さい先せん端たんのスマートフォンのあらゆる機能を駆く使しして、画面の中でお昼寝しているメイドのスカートをこっそりめくり上げるために集中力を二〇〇％ぐらい発揮していると、不意に真後ろから後輩（female）に声を掛けられた。

「センパイ、大変っす!!　図書館が植物園になってるっすよ!!」

「び、びくう!!　ち、違うんです！　これは最終超巨大兵器アサルトノアの停止コードがスカートの裏に書いてあるから世界平和のために仕方なくやっているのであって一人の気高い紳士として決してやましい気持ちは……何だって？」

「だから大学の図書館が植物園になってるんすよ！　……あとセンパイ、さっきから背中丸めてニヤニヤしながら何やってるんすか？」

　これ以上深入りされたくないので俺は速すみやかに現場へ急行してみる。

　すると確かに、

「ありゃー……これはまた」

　後輩ちゃんの言う通り、大学の図書室が植物園にクラスチェンジしていた。

　しかもその植物が普通じゃない。

「ヤベェー！　何これ？　なんか人間丸まる呑のみできそうな感じなんだけど!?」

「ち、ちょっと駄だ目めっすよセンパイ！　マジでデカい食虫植物みたいっすから。土中の栄養分が不足すると付近の生き物を狙ねらい撃うちするらしいっす!!」

　ブルマでも似合いそうなしかし現実にはスパッツ少女な後輩が指差す所を見ると、確かに巨大植木鉢に大量の栄養剤の容器が突き刺さっている。なんかやだな、こういうケミカルな感じ。

　図書館にあるまじきほぼ全面ガラス張りの近代的な建物は外からお日様の光をいっぱい取り込み（紙が焼ける!!　一冊一冊にＵＶブックカバーを掛けているって話だがそれだけで大だい丈じよう夫ぶなのか!?）、南国チックで巨大な葉は無意味に元気いっぱいだった。

「で、何なのこれ？」

「また連中っすよ。例外地質学部の連中の置き土産みやげ」

「……うちの大学、総合系なのにあそこばっかり目立つよな。予算も設備も偏かたよりまくりだぞ」

「状況を打破するために他の学部学科のセンセイ達がテレビ出演とかやっちゃってるから、タレント事務所みたいになってるっすよね」

「で、何なのこれ？」

「ほら、ここんとこ大おお騒さわぎだったレヴォーヌ小惑星あったでしょ。あれに物資を乗せる技術を太陽系の外にいる宇宙人が確立したみたいっすよ。これまでは電気信号によるデータのやり取りが主流だったけど、これで八〇年周期の輸送ルートが確立されたんだとか」

「へえ。……でもそれ、受け取る側も命いのち懸がけだったろうな。超高速の小惑星と相対速度を合わせて受け渡し作業進めなくちゃならないんだから」

「それよりやばいのは宇宙人側の利益っすよ！　あいつら軌道上のデブリを小惑星で掠かすめ取って持ち帰っているんですって!!　地球の技術情報が洩もれちゃうっす!!」

「いやでも地球のデブリも飽和状態で、そろそろ本気で宇宙産業に悪あく影えい響きようを及ぼしかねないって話なんだから、ごっそり持っていってくれるのはむしろ万ばん歳ざいなんじゃないの？」

「甘いっすよセンパイ！　地球人にとってはただのゴミでも、宇宙人にとってはとんでもないテクノロジーを完成させる最後のピースになるやもしれないじゃないっすか!!」

「で、何なのこれ？」

「近所のスーパーでサンマの特価セールが……」

「何なの何なの何なのー!?　なーんーなーのーこーれー!?」

　どったんばったん暴れると、舞い上がる埃ほこりを嫌きらった後輩ちゃんがようやく答えてくれた。

「宇宙人の贈り物らしいっす」

「何でそんなもんが図書室に？　それこそ例外地質学部の密閉室送りだろ普通」

「贈り物はうちの大学の研究チームが一番乗りで手に入れたらしいっすけど、そうなると困った問題も出てくる訳で」

「……我らが文芸サークル絡がらみで？」

「植物なので花言葉をつける必要があるみたいっす」

「……、」

　えー？

　と、言葉に出す前に後輩ちゃんは人差し指で柔らかそうな頬ほおをかき、

「私だって初めて聞いた時は同じ反応したっすよ。でもホントらしいっす」

「いやでも」

　俺はスパッツ少女と巨大食虫植物を交互に見て、

「そんなの勝手に決めちゃって良いのか？」

「花言葉ってなんか団体で決めているものじゃないみたいっすよ。私も良く知らないけど。国や文化ごとに別の言葉がつけられたりしてるみたいっす。お前らの大学のものになったんだからお前らで決めろよって言われて、でもセンスゼロな例外地質学部の連中がサジを投げたって感じらしいっす」

「はあ。かなりアバウトだな」

「私達だってこんなのさっさと図書室からどかしてほしいし、手っ取り早く決めちゃおうっす」

「だな。……うーん、デカい食虫植物だろ。こんなの『血肉を貪むさぼる者』とかヴォフォワー!?」

「うわぁー!!　センパイが頭からっすー!!」

　どうも気に入らないらしく、危うくむしゃぶりつかれるところだった。

「というかこの花、リアクションするぞ!?」

「ロマンチックな花言葉をつけてあげましょうっす！　それできっと納得してくれるはずっすよ!!」

「い、いや、でもこのグロテスク満点な花になんてつければ良いんだ？　『腐ふ臭しゆうでハエをかき集める』とかモチュー!?」

「センパイ学習してー!!」

　スパッツ少女は図ず鑑かん関連の棚から花言葉の本を引っ張り出してきて、

「ほら、あなたを愛していますとか永遠に誓いますとかクサい言葉が満載っすよ!!　多分こんなのをつけてほしいんじゃないっすかね!?」

「な、ならラブロマンス担当の後輩の仕事じゃないかな？」

「やだもー何言ってんですかっすー!!」

「バカ図鑑振り回すなグベエッフ!?」

　これ以上は命に関かかわるので、仕方がなく俺はカバンからルーズリーフとシャーペンを取り出す。基本的に一文。それも思いっきりクサいものでなければならない。しかも、当然ではあるのだが、このバケモンみたいな花を象徴するもの。

「……か、完全無欠の美び貌ぼうとかドビャルジャー!?」

「分かりやすすぎる嘘うそも駄だ目めみたいっすセンパイー!!」

「ビュブ、な、ならどうすりゃ良いんだ!!　だってベースになってるのがコレだぜ!?　どう転がったって奇き麗れいな言葉が出てくるはずがヌチュルワー!!」

「言葉は選べと言われているみたいっすセンパイー!!」

「じゃあちょっとだけ現実路線に寄せてブスだけど愛してとかギャギャヴァー!!」

「もう少し甘めでお願いって感じっすセンパイー!!」

「飾り気のないところに本当の美しさがあビャー!?」

「今度は甘すぎみたいっすねセンパイー!!」

「ブビャルギャー!!」

「センパイー!!」

「……!!」

「!?」







　例外地質学部の白衣のじーさんが巨大食虫植物を回収しにやってきた。

「で、結局花言葉は何に決まりそうなんだね？」

「ぜ、ぜーぜー……ありのままの私を見て、です」
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　エプロンをつけた美女とチャチな人形は今日も笑顔だっ!!

　四方を薄うすい青の壁に囲まれた実験室で、巨大な黒板（型の、天気予報のように映像を当てはめるための特殊なボード）を背にしたお姉さんは語る。

「はーい。それじゃあ今日も京きよう美みお姉さんとスピア君でお送りする、スリリング実験室の時間が始まりますよー」

「なあお姉さん、何でこの番組打ち切りになんねえの？　普通に考えたら地上波で放映できるもんじゃねえし、そもそも苦情の件数が八〇〇〇超えしてんだけど!!」

「一万超えたら二時間の特番組みましょ。つーか国営の教育番組だから視し聴ちよう者しやの意向なんて気にしねーって。視聴率って宣伝打ってるスポンサーにとって重要なものなんでしょ？」

「馬ば鹿か言え国営だってフツーはちゃんとお客さんの目線に立ってだな……!!」

　必要以上に元気なスピア君を無視してお姉さんは無意味に両腕で大きな胸を寄せてから投げキッスをかまし、

「ハイじゃあ本日のテーマはこちら!!　ばばん！　人工的にマイクロビッグバンは作れるかー!!　どんどんどんどんぱふぱふぱふぱふ!!」

「よりにもよっての一言しかねえ……!!　駄だ目めだよお姉さん！　成功したら全銀河が吹き飛ぶ!!」

「頭にマイクロってついてるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「そういう問題じゃねえ!!　ＪＩＳマークじゃねえんだよ!!　ブラックホールとかもホントに大丈夫なんだろうな!?」

「はい、ビッグバンと言っても用意するのは簡単です。ここで豆知識。実はどこにでもあるものでビッグバンは起こせるんですねー」

「怖い!!」

「必要な物は物質と反物質。とはいえ対消滅ではありませんよ。今の世界に反物質はほとんどありませんが、ビッグバン発生時は全すべてが揃そろっていた訳ですからね。まずこれを何とかしないといけません」

　黒板型のボードに簡略化した図を表示させながらお姉さんは語る。

　人形のスピア君は小刻みに震ふるえながら、

「じ、人工的に精製するのか？」

「そんな面めん倒どう臭くさい事はしませんよ。はいスピア君、宇宙ができる過程でどっか行っちゃった反物質はどこへ消えたと思います？」

「知らんがな。つーかそれ分かったら多分ノーベル賞もんだぞ」

「物質の数だけ反物質が存在するのなら、今、私達がいる世界と『丸っきり正反対な』宇宙がもう一個組み立てられるほどの材料がワンセット揃そろっている事になります」

「まさか……」

「つー事はパラレルワールド的に反物質だけでできた宇宙ってのがどっかで膨ぼう張ちようを続けているとは思いませんかねスピア君!!　私達はわざわざ反物質のない世界で反物質を無理矢理に精製する必要はありません！　世界にちょっと穴を空けて、外の宇宙から反物質の粒子を呼び込んでやれば勝手にビッグバンは起こるはずなのですっ。いえーい!!」

「待った待った。反物質だけの世界って否定されてなかったっけ？」

「やってみりゃ分かりますよ」

「簡単に言いきった!?　そもそもちょっと穴を空けるって……」

「という訳で今からワームホールを作る下準備として、マイクロブラックホールを用意しますよ」

「そのワームホールですでにノーベル賞もんだってば!!　マイクロブラックホールもほとんどＥＵの独占状態だ!!」

「そこでまず用意するのがこちら!!」

　京きよう美みお姉さんが指を鳴らすと、四方を取り囲んでいた壁が外側へ向けてバタバタバタンと倒れていく。

　フィールドが一気に広がる。

　待っていたのは牧草地のように広大な草むらと、

「はい、大型粒子加速器が一つ！　大部分は地下にあるから分かりにくいかな？　完全な円えん環かんタイプが有名ですけど、実は学校のグラウンドみたいなカプセル型の方が最終的な加速度は増加できるんですよ。列車のレールみたいに切り替えられるのがベストですけどね☆」

「誰だれもついてけないよお姉さん!!　どうやってそんなの用意した!?」

「えー、何だか小難しいように聞こえる粒子加速器ですが、実は原理自体は簡単なもんです。スケールと精密さがネックになっているだけででしてね、安全面を全く気にしないのであればその辺の埋うめ立て地で集めたガラクタを使ってコツコツと……」

「わー!!　そこ説明しちゃダメー!!」

　飛びかかろうとする人形の頭を片手で押さえつけ、お姉さんはあくまでもにこやかに言う。

「そしてこちらが実際に精製されたマイクロブラックホールです。厳密にはマイクロブラックホールが出現するのは一秒の何百分の一とかで、これは『いつでもマイクロブラックホールを作れる状態を維持』しているだけなんですけどね。コップいっぱいに表面張力で水を張った感じでしょうか」

「日曜大工の本棚の作り方みたいにあっさりと……!!」

「ほいほい。物質と反物質の世界があるとして、私達が用意したブラックホールは二つを結ぶ点となるように調整します。砂時計のくびれ的な？　双方から物質、反物質を吸い込めば、ビッグバン時の『全てが凝ぎよう縮しゆくされた高温状態』を作り出せますね！」

　流れるような説明を聞いていた人形が、そこではたと気づいたように身じろぎした。

「あ、あれ？　まさかこのまま順調に行くとホントにビッグバンが起こるんじゃ……？」

「そう簡単にはいかないのです。私達はあくまでもワームホールを開いて『反物質だけで作られた宇宙』と道を繋つないだだけ。二つの世界からブラックホールの中に何が集まるかは運次第ですので、必要な物全てを用意できなければビッグバンは起こせません」

「ん？　この宇宙と全く正反対の反物質宇宙の二つが相手なんだよな。となると」

「この宇宙で作られている全ての物質に対応した数だけ相手のパターンも豊富な訳です」

「……それは、相当難しいんじゃねえのか？　言ってみれば俺達のいるこの宇宙の全ての物質のサンプルを集めてきて、取り出された反物質に一つずつ当てはめていくって訳だろ？　金庫の番号を総当たりするどころの話じゃねえぞ」

「ちなみに、宇宙を構成する最小単位はいくつあると思います？」

「え？　だって、そりゃそれこそ星の数なんてもんじゃ済まねえぐらいあるんじゃ……」

「強い力、弱い力、重力、電磁力の四つでーす」

「いきなり総当たりの成功率が崩ほう壊かいした、だと!?　つーか物質世界の根っこも根っこじゃねえか！　そこまで細かくしちまうもんなのか!?」

「だって原初の、分化前のビッグバン条件を整えるんですから。複雑さはむしろ必要ないですってば」

「ちょ、っていう事は後は総当たりでビッグバンが……？　待ってお姉さん待って!!　もうこれ視し聴ちよう率りつとか苦情の数とか気にしていられる場合じゃ」

「さぁ、後は爆発力がブラックホールの吸引力を打ち破れるかどうかですよ！」

「う、うわぁぁぁーっっっ!!!!!!」

「せーのっ、どかーん!!!!!!」







　そして番組の収録が滞とどこおりなく終了した後、人形を操っていたスタッフが、腕にはめたぬいぐるみの口をパクパクさせながらこんな事を言ってきた。

「ビッグバンってあんなものなんすね」

「だから頭にマイクロってつけたでしょー？　肉眼でなんか見えるような長時間漂っているものでもないし、極小のビッグバンはブラックホールの中から出られないので、観測機器で何か見える訳でもないんです。大型粒子加速器の中でできたブラックホールで惑星が崩ほう壊かいするとか、みんなちょっと夢があり過ぎです」

「でも、今回は今回で苦情がきそうっす。さんざん待たせて結果がショボ過ぎとか」

「はあ、視し聴ちよう者しやって王様ですよねえ」
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　大学の就職活動対策センターでのやり取り。

「いえね、なんか勘かん違ちがいしているかもしれませんけど、今時、学歴なんかで雇ってくれる会社なんてありませんってば」

　業務用のロボットより平へい坦たんな声で話す受付のお姉さんに、リクルートスーツの俺は慌あわてたように声を出す。

「ちょっとちょっと。じゃあそもそもこの大学ってのは何なんだ？」

「さあ？　お堅い国の役人が制度を改めないからまだ残っていますよ的な？　知りませんけど。あなたの携帯電話にだって辞書ついてるでしょ。だったら究極的には漢字分からなくったって社会の中に溶け込めるんです」

　あまりにもやる気がないのか、両手でお上品に持った湯ゆ吞のみで緑茶をすすりながら（しかし冷れい徹てつ無表情の）お姉さんは言う。

「俺、一応四ヶ国語が使えるんだけど」

「スマートフォンのライブ翻ほん訳やくアプリなら二〇ヵ国対応で四五〇〇円ですね。音声は電話で、文章はカメラで認識させればリアルタイムで翻訳可能な優すぐれものです。四ヶ国語を覚えるのにどれだけかかりました？　その年月と労力の値段が四五〇〇円という事です」

「べ、便利な世の中というのもサマサマだな」

　苦し紛まぎれに言ってみたが、お姉さんからストレートに頷うなずかれた。

　彼女はカウンターの横に（勝手に）置いたお煎せん餅べいをバリボリと噛かみ砕きつつ、

「全くです。アプリ作っている側は便利な世の中を目指しているのでしょうが、結果として生まれたのはあらゆる才能や資格が誰だれの手にも簡単に行き渡る社会の成立です。言ってみれば均一化。個性の消失。……人間なんて誰でも一いつ緒しよだし、人間なんて誰でも同じ。だから就活の時に困った事になる訳ですね。全く同じに見える新卒からどうやって社員を選ぶんだよ、と」

「誰でも良いなら俺を雇ってくれれば良いじゃないか」

「誰でも良いなら新しい人材を雇う必要すらないんですよ、お馬ば鹿か。今いる社員に新しいアプリをダウンロードさせた方が手っ取り早いでしょう。人件費だって節約できるんですし」

　大卒の就職成功率、驚きよう異いの〇・〇〇五倍。

　これで社会が回っているというのだから不思議でならない。就職できなかったヤツは一体どこに消えているのだ？

「なんていうか、ロボット騒そう動どうの頃ころを思い出すな」

「安価な人造労働力が生身の人間の雇用を圧迫しているとかで自称就職難民の皆さんが大暴れした一連の事件ですか？　私に言わせれば、作り物の人形より魅み力りよくのない自分自身を作ってきた人生の歩みを呪のろうべきでしょうね」

「でも二ヶ月に及ぶ永なが田た町ちようの主要道路占せん拠きよのおかげでロボット労働力調整法なんて法律もできた。一社が保有できるロボットの数が決まったから、今は人間の時代だぞ。一人の社員に無数のアプリを持たせたって過労で倒れるだけだ。やっぱり一定数の新入社員は必要なんじゃないか？」

　そこらのロボットのように見える生身の無表情お姉さんは、足元にある（やっぱり勝手に持ち込んだ）小型冷蔵庫から羊よう羹かんのパッケージを取り出しつつ、

「数百人分の人件費を賄まかない続けるなら、一人の社員の過労賠ばい償しよう金きんを払う方が安上がりな訳ですが」

「……人間が使い捨ての歯車扱いかよ」

「ロボットという歯車を会社から追い出したのは他ならぬ人間な訳ですしね」

　奇き麗れいに切った爪つめでは羊羹のビニール包装がはがしにくいのか、珍めずらしくわずかに眉まゆを動かしながらお姉さんは言う。

「んっ？　でも知的労働に限るからアプリの問題が出てくるんじゃないの？　例えば肉体労働とか……」

「で、リクルートスーツの下に着ているパワードスーツが大だい活かつ躍やくすると？　それは結局高性能アプリと同じでしょう。必要なのはあなたではなく、あなたの着ている装備品です。それさえあれば他の誰だれだって構いません」

「ぐぬっ!?　い、いやしかし健康面では自信がある。運動性能とかじゃなくてだな、安定した労働力として健康な方が何事も……」

「数年前に流行したダイエットアプリの反動で皆さんボロボロになったのを機に、健康管理アプリが氾はん濫らんしまくっていますよね？　グラフに従って食事と運動をするだけで誰でも健康体になれるはずです」

「じ、じゃあ芸術活動とか……？」

「創作系職種における実作業の八割はインスピレーションＡＩの力を借りていますね。現代の物作りとはＡＩの並べ方のバランスが神かみ憑がかっているかどうかで決まるのだとか。正直、曖あい昧まいで評価のしようがない世界ですのでコメントに困りますが」

「し、将しよう棋ぎやチェスなんかの世界はどうでしょう？」

「言うに及ばず。あれ、実際の対局で人間の大脳を使う機会なんてあるんでしょうかね。ああでも、複合ＡＩが指定した場所へ駒こまを置くためには指を動かすんですし、そういう意味ではまだ大脳を使っているのかもしれませんね」

　その内、脊せき髄ずいだけでも何とかなる時代が来るかもしれませんけど、と事務のお姉さんは言う。

「け、結局、就職っていうのは何なんだ。何があると勝負が決まる？」

「雰ふん囲い気き作りとか？」

「……は？」

　ようやく羊よう羹かんのビニール包装をはがしたお姉さんが、小さな皿にコーラみたいな色のお菓子を軟着陸させながらとんでもない事を口走った。

「人間性、キャラ作り、空気を読む力、盛り上げ役、コミュ力。ひょっとしたらそんなものかもしれませんね」

「あの、それはどういう……？」

　プラスチック製のヘラで羊羹を切り分けるお姉さんは無表情だ。一個ちょうだい、と迫ったら容よう赦しやなく手の甲を叩たたかれた。

「人間としての思考力や計算力、あるいは運動性能なんかは全すべてアプリや機械で補えるって言うんですから仕方がないでしょう。あと人間に残っているのはそれぐらいじゃないですか？　実際、誰だれでも一いつ緒しよだっていうなら話しやすいヤツを職場に招くでしょうし」

「何だそりゃ!?　結局、真ま面じ目めに講義を受けてきた人達が馬ば鹿かを見て、その辺で気楽にやってるお調子者だけが上う手まくやっていくって訳なのか!?」

「学校という場を単なる知識を詰め込む場だと考えているから就職の時期になって慌あわてる訳ですね。まー分かります。ほらほら、ジャイロセンサーを利用した乳揺れアプリなんて重宝している場合ではないのは理解していただけました？　どれだけ全力で揺らし続けたってビキニの紐ひもは外れません」

「ぎくう!?　な、何な故ぜそれを、一体どこから情報が……っ!?」

「ただまあ、正直、就活というのはあれですよね」

　緑茶をすすり、羊羹を口へ含み……しばらく待つが何もない。

　ひょっとして、自分の楽しみを優先してる？

「ただ何だ。あれって？」

「先ほど言った人間力や協調性といったものも、いつまで人間特有の味になるんでしょうね。最近の技術進歩はすごいもんですから」

「ま、まさか、友達や恋人を作る能力もすでに……？」

「振り込め詐さ欺ぎのグループは老人を騙だますために詳細なマニュアルを独自製作するようですしね。複雑なフローチャートみたいなものです。あるいは、テレビ番組制作時の笑いや涙のツボというのもかなり詳細なデータが集まっているようですし」

「そ、そういうのがアプリとして組み込まれた場合、俺達はどうなるんだ……？」

「優秀なアプリをダウンロードしているかどうかで友達の数が変わる時代が来るかもしれませんね。選挙結果とかも。まあ、いちいち画面を覗のぞき込みながら友達恋人と話し合うっていうのも変な絵え面づらですが」

「いやそっちの話ではなくて、俺の就職の話はどうなってしまうんだと聞いているんだが」

「さあ？」

　事務員のお姉さんは無表情なまま可か愛わいらしく首を傾かしげて、

「あとは純じゆん粋すいに運で決まる抽選とか？　あるいは、イケメンかどうかで就職が決まる時代になる可能性も否定はできませんね。ああ、服装だの髪型だのはファッション系アプリでどうにでもなりますので、純粋な顔立ちという意味で。ちなみにあなたは自信がある方ですか？」

「……ッッッ!?」






[image: ファイル24　人知を超えない程度の強敵の倒し方]

　宮廷総合学術研究所、なんていうとこの世のありとあらゆる知識の詰まった得え体たいのしれない場所でも想像するかもしれないけど、ようは王様とかからやってくる文句を片かたっ端ぱしから解決していくための何でも屋なんだよね。

　バッタが大量発生して畑がピンチだから何とかしろとか、向こうの山がそろそろ噴火しそうだけどどうすんのとか。

　でもってここ最近王様を悩ませている問題と言えばこれで決まり。

「いやー。参った、参っちゃったよまったくさあ」

「あれー？　博士どうなさったんですか。マントがボロボロじゃないですか」

　そもそも私みたいなインドア派がマントを身に着けている時点でおかしいとは自覚しているけどね。助手のこの子より女物の衣服が似合うと言われるぐらいナヨナヨしている訳だし。……いくらトレーニングしてもムキムキにならないんだよなあ。

「害がい獣じゆうだよ害獣。大発生だね」

「えっ。ヘルハウンドなら一月前に解決しましたよね」

　よほど暇ひまだったのか、蜂はち蜜みつやメロンの果汁なんかをフラスコでかき混ぜ、『最もカブトムシを集めるのに効率的な甘い汁とは何か』を実験していた助手はスポイトを握る手を止めてこっちに注目してきた。

「情報が古いね。今そこらじゅうの草原に溢あふれ返っているのはあれだよ。トロルっていうの？　一定数超えちゃった事でキャラバンの馬車が結構あっさりやられるようになっちゃってさ。食べ物の数だけ連中も増えていくから今じゃもう大発生だよ。勢力が大きくなるほどキャラバンが襲おそわれる可能性も、荷物を奪われる可能性も増える訳だしね」

「……だったらキャラバンの通行を止めりゃ良いのに。ライオンだってウサギの数が減ったら自動的に数が調整されますよね」

　不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせながら助手は言う。

　うーん。この子は天才的なんだけど、相変わらず得意分野以外は落第モノだなあ。

「キャラバンの通行が遮しや断だんされたら城じよう塞さい都市は機能しなくなるよ。食糧難で人間の方が先にバタバタ倒れていくね。ところで喉のど渇いたんだけど、それ飲めるの？」

　謎なぞのフラスコを指差すと、案の定助手は子供っぽくフラスコを両手（と胸）で抱えてガードを始めた。

「飲ませませんっ。それにしても、まったく人間ってヤツは……」

「いつだって食しよく物もつ連れん鎖さのバランスを崩すのは人間だからね。でもまあ、仮にキャラバンの通行を止めたとしても、あれだけ数が増えちゃったら街の城壁を崩しに来るかもしれないね。どんな生き物もそうだけど、腹の減ったヤツって容よう赦しやがないから」

　助手はフラスコをテーブルに戻しつつ、怪け訝げんな顔で尋ねてくる。

「そこまで増えてるんですか。そのトロルってヤツ」

「増えてるね。だから困った王様が私達にご相談にやってきたって訳」

「じゃあいつも通りに？」

「そうそう。いつも通り、害がい獣じゆうの死し骸がいの調査から始めよう」

　廊下に置いておいた大きな麻あさ袋ぶくろを研究室に運び込み、テーブルの上に中身を広げる。サイズは人間以上だし、そもそも筋肉の質が段違い。まともにやったら重装備の騎き士しだって勝てるかどうか分かったもんじゃないだろう。

「博士がやっつけたんですか？」

「そんな力があったら研究職なんて就いていないね。どれだけ増えたって彼らは獣けものな訳だし、自然死した死骸は結構その辺に転がっているよ。腐ふ敗はいが進む前に回収できるかどうかは運次第だけど」

　さて、と私は一度区切る。

　死骸をバラバラに切り刻む私達は世間からはあまり良い目では見られていないが、これが仕事なので仕方がない。何事も調べるためには分解する必要がある訳だ。

　とはいえ。

　別に私達は、トロルの弱点や急所を調べて地元の騎士団に教えるつもりは毛頭ない。

　というか、圧倒的に増える速度が速い害獣は、そんな一体一体やっつける方法を考えついたって役には立たないのだ。

　雑草とかゴキブリとかが全滅しないのと同じ理由ね。

　でも大発生しているトロルは何とかしないといけない。

　ではどうすれば良いか。それを考えるのが私達の仕事なのだ。

「一般的にトロルは役に立たないと言われている。肉は臭くさくてまずいし、骨は乾燥すると途と端たんに脆もろくなるから武器にも防具にも使えない。害獣なんて呼ばれる所以ゆえんだね」

「革はどうでしょう？」

「カビが生えやすいから駄だ目めだね」

「食べるのも駄目。武器防具装飾品の材料にもできない。なかなかの難題ですね」

「特殊な用途では使えるかもしれないけど、それじゃ消費量が増えてくれないんだよね。でも、まずくても口にはできる事は判明している訳だ」

　口に出すと、助手はしっかり反応してくれた。

　グロテスクな死し骸がいを前に、彼女はニヤリと不敵な笑みを浮かべて言う。

「となると」

「薬にできる部位を探してみるのが近道だろうね」

「自然死して腐ふ敗はいが進んでいるという事は、内臓系のダメージが深いかもしれません。ちゃんと調べられるものなんでしょうか？」

「その辺はやってみるしかないね」

　えいやっ、という掛け声と共に、とても文章では書けないようなサイケデリックな手順でトロルの体を『開けて』いく。イロイロ端折はしよるけどお互いのためなんだから我が慢まんしてね。私は『中身』を一つ一つ確認していく。

「薬になる部位がなかったらお手上げですね」

「体に悪い成分が出てきたら、それはそれで使い道はあるさ。そして自然界にある物質で、完全に毒にも薬にもならないものっていうのは意外に少ないんだよ」

　一つ一つ取り出したトロルの『中身』を、すり潰つぶしてペースト状にしたり、煮たり焼いたり加工していく。やってる事は料理と同じなんだけど、でもやっぱりお子様に笑顔でオススメできるような情景じゃないなあ。しかし面おも白しろい事が分かってきた。

「肝臓から酔よい覚ましに使えそうな成分が出てきました」

「胃酸は強力なんだね。安定していて使い勝手も良さそうだ」

「敵の武器防具を一いつ瞬しゆんで破は壊かいできるほどのものではなさそうですけど？」

「使い方次第さ。宝箱の鍵かぎ穴あなに流し込めば簡単にお宝をゲットできそうだよ。鍵の内部構造は繊せん細さいだからね。トラップキラーにもなりそうだ」

「胃袋自体も薬入れとして使えるでしょうか？」

「死後、時間が経たつと防御膜が壊こわれちゃうから難しいだろうね。ほら、もうこっちの方から少しずつ荒れ始めている」

　私達が何をしているのかというと、害がい獣じゆうであるトロルの有効活用方法の調査だった。つまり、象ぞう牙げや虎とらの毛皮と一いつ緒しよ。役に立つ方法さえ分かってしまえば、彼らは害獣ではなくなるという訳。

　助手は羊よう皮ひ紙しに羽ペンを走らせ、見つかった成分の市場取引相当価格を一つ一つ計算していく。それらを単純に足し算していき、『ある一定のライン』を超える事ができれば、私達の勝利だ。

「上う手まくいきそうですね。総額で一万プラチナ。リスクとメリットの天てん秤びんは確実に傾きました」

「ちなみに一月前のヘルハウンドの方はどうだったっけ？」

「毛皮と牙きばです。共に軍事方面で役立つとして、武器屋や騎き士し団だんに大人気です」

「そう。それなら安心。利用方法が競合する事もないし」

　害がい獣じゆうＡの新しい使い道を考えるのも一苦労だけど、それが他の害獣Ｂの利用方法とバッティングしてしまうと、従来の害獣Ｂの価値が下がってしまう事もある。すると、害獣Ｂを襲おそう人間の数が減ってしまい、再び害獣Ｂが盛り返す危険があるんだよね。

　おっと。

　今の説明で答えを言ってしまったかな。

「……虎とらや象ぞうと一いつ緒しよだよね。片や肉食獣の最強ランク。片や戦車にも使われる大型草食動物。でも毛皮や象ぞう牙げが絡からめば人間の目の色は変わる。おかげで彼らは絶滅寸前まで追い込まれた」

　助手は羽ペンで自分の服についた埃ほこりを払いながら言う。

「数に限りがある騎き士し団だんを害獣駆く除じよなんかに割り振っていたら、本来の用途である隣りん国ごくへの牽けん制せいっていう仕事ができなくなる。だから無む尽じん蔵ぞうにいる民衆が勝手に戦ってくれる『理由』を作って与えてやる……っていう話ですけど」

「食しよく物もつ連れん鎖さのバランスを崩すのはいつだって人間だからね」

「それにしたって、そんだけの力があるなら最初っからみんなで駆除に出かけていれば良いのに」

「それが人間ってものだよ。今時は弱者を気取っている方が楽して社会サービスを受けられるような世の中になっちゃったしさ。何の得もしないのに命を懸かけるなんて殊勝な事は考えないさ。そういう人達は、それこそその他大勢なんかやってないで、騎士団や傭よう兵へい団だんなんかに志願するものだろうしね」

　さて、後は金に目が眩くらんだ民衆が命をなげうってでもトロルを全滅の淵ふちまで追い込んでくれれば事態は丸く収まる。

　実際にトロルを『絶滅』させるか、保護モンスター扱いするかは王様とか貴族とかが判断するんだろうけど……人魚やエルフと違ってあの見た目だからなあ。

「人間の欲望って怖いですよね」

「でもその欲望が人間をここまで進歩させたんだけどね」

　一仕事終えて、報告内容を羊よう皮ひ紙しに箇条書きしながら私は言う。

「他の動物やモンスターだって簡単な言語や計算は扱える。発想力だってある。そんな中で、人間が他のあらゆる生物より明確に上回っているものと言えばこれしかない」

「何でしょう？」

「圧倒的な欲望の種類の多さだよ。ぶっちゃけ桁けた外はずれだね」

　私、魔ま王おう軍ぐんを最終的にやっつけるのは清せい廉れん潔けつ白ぱくな勇者サマなんかじゃないと思うんだよね。どれだけ固定値のパラメータが高かったとしても、欲望のない人間って向上心も全くない訳なんだしさ。平たく言えば、レベルアップの速度が遅すぎる。

　勇者サマの周りでわーわー言ってるミーハーな民衆の方が、私はよっぽど恐ろしい存在だと思うよ。

　あるいは、勇者サマどころか、魔ま王おうなんかよりもね。







　そして一月後。宮廷総合学術研究所に事後の中間報告がやってきた。

「博士!!　トロルの数は増え続けています！　アホな民衆はトロルの密みつ猟りようや乱獲なんてしないで、エサばら撒まいて餌え付づけする事にしたようで!!」

「あちゃー……」

「胃液は殺して腹を開けるより、生きたまま口から吐はかせた方が効率的に採取できますし、トロルの肝臓の回復能力は高いので、肝臓の一部分をちょびっと切って逃がしておけば、短期間で再生してしまうそうです!!　ど、どうしましょう博士!?　トロルメチャクチャ増殖中!!　あいつらトロルが増え続けるとこの城じよう塞さい都市がどうなるのか分かっててやってんですかね!?」

「やっぱり一番怖いのは人間の欲望だねえ」






　　アンケートを終えた後に







　はいはい、はいどうも。

　それじゃあアンケートを回収するからね。後ろの方から回してもらえる？

　これに何の意味があるかって？

　まぁ、今さら答えは変えられないからバラしてしまっても良いかな。

　ショートフィルムには色々なキャラクターが出てきていたよね。君達はその言動を見て一つ一つに順番をつけていったと思う。

　君達はキャラクターを評価していたと考えていたかな？

　ただ。

　このアンケートにはもう一つの意味がある。

　どのキャラクターにどういう感情を抱いたのかは、君達一人一人で違うはずだ。それはアンケートに書いた数字の順番を見れば明らかだね。奇跡のような偶然で全く同じ順番が並んでいる人も……まぁ、いるかもしれないしカンニングかもしれないし……ってところなんだが、基本的には真ま面じ目めに参加した生徒は全すべてバラバラの結果になっているとは思うよ。

　それが何を指し示しているか。

　もう、分かっているよね？

　ただの趣しゆ味みや興味の琴きん線せんなんかじゃない。そこはあくまで上うわっ面つらに過ぎない。アンケートに並べた数字の順番を、もう一度頭の中で思い浮かべてみると良い。何が好きで、何が嫌きらいか。そういう風に判断して、ショートフィルムを仕分けしていた人物像が、その数字の羅ら列れつの中から浮かび上がってくるはずだ。




『君』というキャラクターさ。




　さて。

『君』が浮き彫りにした『君』というキャラクターはどんなヤツだった？　それが楽しく魅み力りよく的てきでショートフィルムの中を走り回っていても何の遜そん色しよくもないっていうんだったら、『君』は間違いなく幸せな人生を送っている。というか、幸せな人生を手た繰ぐり寄せるキャラクターを構成している。

　そうではなかったとしても、まぁ、心配はするな。

　それは『君』が『君』というキャラクターにつけた数字というだけで、他の人から見れば違った点数をつけられる事はほぼ間違いない。

　そう。

　今回のアンケートにあったショートフィルムが、人によって違った点数をつけられたようにね。






　　ある参加者の導入部




　　　　　１




「……さいヨー。おーい、起ーきなサイよー」

「ぐ……？」

　女の子の甘ったるい（でも何な故ぜか微妙に片言な）声が耳に刺さり、安あん西ざい恭きよう介すけは重たい頭を上げた。テーブルに押し当てていたおでこが少し鈍い痛みを発している。ここは、何で、大学の講堂……？　と寝ぼけた頭を回していると、ようやく意識のピントが現実に合う。

「……そうか、確かなんかのアンケートで……教授の話が長かったから……」

「バッドでしょう、ちゃんとオチは聞いておかなきゃ」

「？」

「あれダワ。コインロッカーでスモールベイビーに出会ったのに、『ユーだ！』って言われる前に寝ちゃったようなものナノヨそれ」

「ものなのよって言われてもな……」

　言いながら、安西はあちこちを見回した。

　広い講堂の壇だん上じようには、もうあのヘンテコな教授はいない。それどころか、二〇～三〇人は集まっていたはずのアンケート参加者もほとんどいない。かろうじて、少し離はなれた所に三人ほど女の子達が集まっているぐらいだ。

　どうやらアンケートが終わった後も、ここでおしゃべりを続けていたようだ、と安西は適当に予測する。

「もう外はダークネスっぽいヨ」

　わざわざ起こしてくれた、金髪に青い瞳ひとみの女の子は言う。

「私達もそろそろ出ていくけどそっちどうするノ？」

「……鍵かぎとかどうなってるの？」

「知らないワヨー。だって責任者ってアンケートやったプロフェッサーデショウ？　なんかスピーチするだけスピーチしてさっさとどこか行ってしまうし。でも一応オフィスのおじさんとかに話しておいた方が良いのカシラー？」

　それもそうか、と安西は考え、あくびをしながら立ち上がる。ろくな勉強道具も入っていない小さなカバンを掴つかむと、

「じゃあ教授にお任せで良いか。コーヒーショップってまだやってんのかな」

「そうなんだ。私達もどこかプレイス移そうって話していたところナノヨ」

　と、おそらく女の子の連れだろう、少し離はなれた所にいた三人ほどの女性達の方から声が飛んできた。当然、話しかけた相手は安あん西ざいではなく女の子の方だ。

　実際に声をかけたのは、長身に艶つやのある黒いロングヘアの……おそらく浪人している安西よりも先輩にあたる女性だ。

「春はる海み。まだやっているの？」

「蛍ほたるサーン。この子もコーヒーショップに行くってー」

（行くってって……）

　当然、まったくもって完かん璧ぺきに初対面なのだが……なんか大学に入ってからこういうノリが増えたよな、と安西は思う。パッとくっついてパッと離れるというか。中学高校の時は昼飯を食べるのにもいっつも同じグループでまとまっていたような気がするのだが。

　とはいえ。

　ノリと雰ふん囲い気きで化学変化が起きつつある状況だが、それでも女子の集団の中へ無造作に放り込まれるのは妙なプレッシャーを感じるのも事実だった。一対一とはまた違う。

　と、安西の困惑を受信したのか、大学生というよりキャバクラ嬢じようのような女の子が笑いかけてきた。外見に反して意外に丁てい寧ねいな口調で、

「ほらほら春海、あなた近すぎますよ」

「えー？　どういう事ナノ愛あい洲す。バッドブレスとかしないから大だい丈じよう夫ぶナノヨ」

「すみませんね、春海は全体的に心の壁っていうのが低いんです。距きよ離り感かんって言うんですかね。全く掴つかめていない。ただまあ、惚ほれない方が良いと思いますよ。この子はこれが標準値だから、勝手に距離が詰まったと思い込むと後でキョトンとされるんです」

「その辺心配しなくて良いから」

「念のためですよ。この子、中学高校で四人もストーカーに追われたぐらいですからね。しかもその中の一人は教頭先生ですって。すごい戦績でしょ」

　……何で過去にストーカーが並んでいると、その列に自分も加わらなくてはならないのだ、と安西は半ば本気で呆あきれたが、やっぱりそれをストレートに口に出せるほど彼は真まっ直すぐではない。

　この世は嘘うそでできている、とまでは言わないが、正直とは苦い薬のようなものだと考えているのだ。甘いオブラートで包まないヤツは大抵その苦さで周りから敬遠される。

「でー、こずえは何で蛍サンのビハインドに隠れているノヨー？」

「中高ずっと女子校だったって話だし、男の子が怖いんじゃないの？」

「逆ですよ。こずえは怖いモノを観みたら攻こう撃げきして遠ざけるタイプです。安全地帯を作ってじっくり観察したいという事は、この子が一番興きよう味み津しん々しんなんでしょう」

　好き放題言われている『こずえ』とかいう少女は、短く、しかしはっきりと言う。

「そんな事ないわ」

「気をつけてくださいよ。こずえは春はる海みとは逆のパターンですからね。落ちている消しゴムを拾ってあげただけでこいつ私に惚ほれているのではとか普通に考え始めますので」

「そんな事ないわ」

「何しろ私だって同性なのにそれで前期の始めに一度ものすごい勘かん違ちがいをされましたからね」

「そんな事ないわ」

　というか、と安あん西ざいは一度区切った上で、

「何でそんなデカいヘッドフォンつけたままなの？　それで良く俺達の話を聞き取れるな」

「あれはただのファッションだよ」

　黒いロングヘアの……蛍ほたるとかいう名前の女性が横から言う。

「コードの先はどこにも繋つながっていない。手首に巻いている包帯とか、右足だけ破れたストッキング穿はいているのとか、基本的に意味ありげなのは全部そんな感じだから深く考えようとすると徒労に終わるよ」

「ていうか、あぶなーいって言ったでしょう！　ほら、馬ば鹿かな男が私のお洒落しやれに興味を持ち始めましたぽわわーんって目でそっち見ていますよ!!　蛍も早く逃げないとカミソリの餌え食じきにー!!」

「そ、そんな事ないわ!!」

「ほーらー。みんな早くコーヒーショップ行くワヨー」

　一番頼たのりにならなさそうな春海に追い立てられるように、全員は講堂を出た。周囲を取り囲まれてしまい、いつの間にか安西も行動を共にする流れになってしまっている。

　この適当な感じ。

　まーいーやで大体の事を受け流せる感じ。

　中学高校ではやっぱりなかった感覚だなぁと安西は思う。何しろあの頃ころは留年一回で一〇〇年の人生に亀き裂れつが入るとか考えていたのだから、これはかなりの変化だ。

　外は真っ暗で、午後の講義の時にはなかった肌寒さに支配されていた。

　ところどころに外灯があるにはあるのだが、数が少なくてほとんど役に立っていない。国立の教育機関の敷しき地ち内ないだというのに犯罪発生率がそこそこというイカれた実績を持つ場所である。

「今何時カナー？」

「七時半よ。春海、携帯電話はどうした？」

「バッテリー切れー」

「……八時前ならコーヒーショップはまだやっているわよね」

「あれもおかしいですよね。世界三〇ヵ国で展開されているチェーン店なら営業時間もマニュアルあるでしょうに。八時以降は客足が一時間途切れたら店じまいしちゃうなんて」

「大学キャンパスだからアナザープレイスからのお客さん来ないしネー。五時間回して誰だれも来ないなんていう風になったら、学校のイベントに合わせて営業タイム変えようって考えると思うノヨ」

「どうしたのよ、男の人。先ほどから黙だまっているようだけど」

　こずえの妙にくっきりとした声で水を向けられたが、正直、安あん西ざいに割り込むスペースはなさそうだった。どうやってすでに完成したこの輪の中に入れと言うのだ。

　せめて合コンみたいに、半円と半円をくっつけるぐらいの切り口があればやりようはあるのだが……。

「でも良かったですよ」

　愛あい洲すとかいう新時代な名前のキャバ嬢じよう（色黒）が安西に話しかけてくる。

「何が？」

「あのヘンテコなアンケートについての意見を聞きたかったですし。私達だけでも良いんですけどね。同じグループの中じゃ考え方の多様性っていうのも乏とぼしそうですし。少し離はなれた所にいる人の意見が欲しいところでした」

「やっぱりあれ、変なアンケートだったヨネー」

「言葉にできないモヤモヤというか、違和感というか。そういうものが消えない内に、みんなで話し合って、そういうものを明確な『形』にしようって事になったんだ。まあ、講堂で少し話した程度では余計にこんがらがってしまった感じだけど」

「そういう意味でも、新しい視点っていうのは重要なのよ」

「……という感じでこずえが無意味に褒ほめちぎり始めたから注意しましょう、男の子」

「ところでサー」

　春はる海みが安西の顔を下から覗のぞき込んで尋ねてくる。

「あのアンケート、君ってどのショートフィルムにどんな順番をつけたノ？」
















（ただ今より相性を判断します。ご自身が記入した用紙と照らし合わせ、ファイルナンバーの順位付けを参考にして、正直にチャートを進めてください）
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ある参加者の導入部
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春はる海みの場合

（今回の『不条理』を支えたもう一つの『不条理』の謎なぞを追え！）




蛍ほたるの場合

（一体教授はあのショートフィルムをどうやって調達したのか？）




こずえの場合

（次々と迫りくる『不条理』とは。説明は、納得はできるのか？）




愛あい洲すの場合

（まだ教授の出題は終わっていなかった。次の問題は一体何だ！）






　　春海の場合




　　　　　１




「へえー。私と同じようなリザルトになったノネ」

　春はる海みが目を丸くしてそんな事を言った。

　とりあえず講堂から出て、夜の大学敷しき地ち内ないを歩きながらの会話である。

「これって考え方も似ているって事なのカナ？　プロフェッサーはハートの中を調べるためのものみたいな風に言っていたし、相性がグッドなのかもしれないネ」

「ともあれ」

　安あん西ざいは強引に流れをぶった切って話に割り込んだ。

　確かに、愛あい洲すの言う通りだ。春海の甘ったるいペースに巻き込まれると、こっちまで距きよ離り感かんを見失いそうになる、と予測できてしまう。

「変なイベントだったよな。全体的に。中でも一番変だったのは……」

「はいはいはーい」

　春海がぴこぴこと手を挙げて発言する。

「見た事ない人オンリーだったのが変だったヨネ」

「？」

「だから。他のアンケート参加者。もう半年以上ここにいるケド、実際に会った事のある人ってオールいなかったノヨー」

「……大学は広いし、問題学生ばかりを選えりすぐったら自然と知らない顔ばかりが集まるんじゃあ？　それを言ったら、俺だってアンタらの事なんか知らなかったし」

「でも私は、君の事なら見た事あるノヨ」

「え？」

「キャンパス内のファミレスでチラッとだけどネ。いつも同じチョーカーつけてるデショ。それで覚えてたんダー」

　ごほんごほん、と安西は思わず咳せき払ばらいする。

　勘かん違ちがい要因満載だ、と思っていると、愛洲とかいうキャバ嬢じよう候補がニヤニヤしているのが見えた。

　気づかずに春海は続ける。

「けどネ。あのアンケートを受けていた他の参加者って、そういうチラッとっていうのも覚えがないんだヨネー。プロフェッサーもイベントが終わったらさっさと出て行っちゃうし、他の参加者も気がついたらいなくなっていたし……何だろうネ？　一度スルリとハンドの届かない所に行っちゃった人って、どれだけ捜したってもう二度と会えないような気がするんだヨネー」

「そんなアホな……」

「あはは。私もそう思う。でも、講堂で寝てた君を見かけた時は、なんかサー、バルーンを思い浮かべちゃったんダー。かろうじて木の枝に引っかかってるバルーン。ここで声を掛けずに別れちゃったらどこかに飛んでいくんじゃないかって」

　大学の敷しき地ち内ないにあるコンビニやファミレスなどは、校舎ではなく専用の建物にまとめてあった。コーヒーショップもその一角にある。……結局広い敷地を歩く羽は目めになるので外に出かけるのと変わらねえじゃねえか、雨の日とか超タイヘンじゃないもー、と教員学生一同に絶賛されている構成である。

　コーヒーショップに入ると、愛あい洲すが意地悪く笑った。

「おっ、店の奥で店長さんが舌打ちしましたよ」

「当たり前だわ。最短八時で店じまいするチャンスを失ったんだから」

「私達以外誰だれもいないから意味ないけど、一応テーブルは取っておくね」

「蛍ほたるサーン。なに飲みたいかだけメニュー言ってー」

　何かしらのイベントやアクションがあると、やはり『完成した女の子グループの輪』が浮上する。輪を完結させるなら何な故ぜ誘さそったのだ？

　安あん西ざいはどうしようか思案したが、横から春はる海みが言ってきた。

「男の子は荷物運びナノヨー」

「金の甲か斐い性しようを期待されないだけ幸運だったと思っておくよ」

　紙コップ四～五個で折れるような腕でもないし、と呟つぶやき、安西はプラスチックのトレイをテーブルまで運んでいく。

「何それ春海、シナモンの塊かたまりなんて頼たのんだんですか？」

「逆にブラックなんて舌に刺さるようなの飲める人の方が不思議ダヨー」

「蛍さんはいつも通りだわ。ひとまず何でも良いから新発売か季節限定なのね」

「あなたこそ、ここに来ると毎回コーヒーゼリーを頼むんだね。一応ここは飲み物を扱う店なのだけど」

　ところであなたは？　と女の子達全員の視線が安西の方へ向けられる。ほぼ見ず知らずの集団からの注目は正直あまり居心地の良いものではなかったので、さっさと答える事にした。

「ブランデー」

「一人だけアルコールだし!?　というかこのショップ、アルコール置いていたノネー」

「度数四〇とか書いてあるけど、これストレートで飲むの？」

「だとすると、帰りは車じゃないわね。いつ終わるか分からないおしゃべりへ普通に参加しているところを見ると、終電なんかも気にしている風じゃないし。歩いて行ける距きよ離りって言ってもこの辺りは地価が高いから学生向けマンションもないし、寮りよう暮らしの線が濃厚ね……」

「出ましたー!!　粘着のストーカー推理!!　何な故ぜそれを犯罪捜査とかもっと平和利用できないのか的な!?」

　いじられ続けていい加減に頭にきたのか、こずえは使い終わったガムシロップの蓋ふたを指で弾はじいて、蓋の裏についていた透明な粘液を愛あい洲すへ飛ばし始めた。

　しばしの間、キャバ嬢じようから女性のイメージをガラガラと崩す罵ば詈り雑ぞう言ごんが撒まき散らされる。

　無視して春はる海みが安あん西ざいに話しかけてきた。

「それでね、アナザーの参加者のフェイスを誰だれ一人キャンパスで見た事がないって話だったんだけどサー」

「まだ続いていたの、それ？」

「なんていうカー、あの話を思い出さないカシラ？　何でも屋の噂うわさ」

「あったね、そんなの」

　今の話とどう繋つながっているのかは不明だが、テンション低いまま安西は適当に相あい槌づちを打つ。何でも屋。テレビなんかでは耳にするが実際にあるのかどうかは分からない謎なぞの職業。少なくともそんな看板を下げている店はないし、大学の就職活動対策室にもそんな名前の企業求人情報はないだろう。

「この辺にも『ある』って噂だったっけ？　新入生が引っ越してくる時に格安で荷物運びをしてくれる業者があるとかいう話だったけど」

　……きちんとした引っ越し会社ならともかく、何だか素す性じようの分からない人に家財道具を運ばせるだなんて正気の沙さ汰たではないと安西は思うのだが。

「しつこいストーカーを追い払ってくれたりって話も聞いたワヨー」

「何にしても意味はないよな」

　ブランデーの表面を舌で舐なめながら安西は言う。

「引っ越し会社とか警察とか、他でもできる事ばっかりじゃん。しかもそっちの方が『確実』だし。わざわざ、どこにいるか分からない、素性も怪しい人間に頼たのむような事じゃない」

　ガムシロップ合戦の流れ弾が被弾するのを避さけるためか、長身の蛍ほたるが椅い子すごと安西の方へ接近してきた。

「どうやって連絡を取るのかも分からないよね」

「ポケットティッシュダヨー」

　春海がニコニコしながらいきなり結論だけぶん投げてきた。

「大学近くのステーション前でたまにティッシュ配りしている人がいるんダッテ」

「……そこに書かれている電話番号で連絡取るのか？」

　今時、素性の怪しい番号を見たら高額料金発生の可能性を考こう慮りよしない人間なんていないと思うのだが……。

　蛍ほたるの方も同意見らしいが、それでも話を続けるのは友情の為なせる業わざか。

「しかも回りくどいね。ティッシュ配りが窓口なら、その人が手持ちの看板でも持って直接依い頼らいを聞けるようにした方が手っ取り早いんじゃないかな」

「そこはほら、相談しているのを誰だれにも知られたくない的ナー？　興味ないフリしてティッシュだけゲットしておいて、後からコールをかける的ナー？」

「本当に秘密にしたい相談なら見ず知らずの人間に話したりはしないし、後ろめたい事やってる自覚のある人間が駅前に何時間も突っ立っているものかね。ここ最近はカメラも増えたっていうのに」

「でも」

　と、蛍は本音なのか話題の火種を追加しているだけなのか、別の角度から意見を放り込んでくる。

「方法がポケットティッシュかは別として、その何でも屋っていうのが本当に『何でも』してくれるなら、こっそりとした連絡方法を構築しようとするかもしれないね」

「何でも……？　引っ越しの手伝いだのストーカー排除だのじゃなくて？」

「私が聞いたのは、冗談で集団リンチの頭数を揃そろえてくれって悪戯いたずら電話をかけたら本当に集まっちゃったって話だったよ」

「……一気にブラックになってきたな」

「そして高額な人件費を請求されて、冗談だって謝ったら依頼人が行方不明になったってオチがついていたね」

「じゃあ講堂にいた人達も何でも屋だったのカシラー？」

「何がどう『じゃあ』に繋つながっているか分からないけど、何でも屋は講堂で何してたの？　そもそも、一体誰に雇われていたんだ」

「えー？　プロフェッサーが頼たのんだとか？　サクラみたいな」

「……、」

「……、」

　安あん西ざいと蛍は同時に黙だまった。おそらく春はる海みは深く考えずに発言しているのだろうが、今のは少し以上にゾッとする想像を与えてくる意見だった。

　自分達以外は全員サクラ？

　単位が足りなかったり素そ行こうに問題のある学生だけが集められたとかじゃなくて？

　得え体たいのしれない、何をするか分かったものじゃない人間がすぐ近くにいた？

　それも一人二人ではなく、数十人に取り囲まれていた？

　ずっと？

　隣となりに座っていた人にはこちらの顔を覚えられた可能性はあるし、氏名記入欄らんだって盗み見られる状況だったっていうのに？

　じわっと。

　額から、嫌いやな汗が噴き出すのを肌の感覚で理解した。

　精神の均きん衡こうを保つために、まず何を否定すべきかを速すみやかに考える。

「だから、そもそも何でも屋なんていないんだってば」

「そうよね。年間でどれぐらい依い頼らいのある仕事かも分からないし。率直に言って、商売として成立するとは思えない」

「依頼の総数が少ないって事は、一件一件の報ほう酬しゆうを莫ばく大だいにしないといけなくなるし」

「単なる嫌がらせをしてほしいみたいな後ろめたい依頼で何百万も請求されるなら、きっと自分でやった方が手っ取り早い」

「あれが全員何でも屋だとしたら、最低でも何十人って人間の年収をキープできるぐらいの儲もうけがないとやっていけないはずなんだしな」

「えー、デモー」

　まだ春はる海みが甘ったるい声でゴニョゴニョ言っているが、安あん西ざいと蛍ほたるの二人は次々と意見を被かぶせるようにして封殺してしまう。

　それでも、蓋ふたの隙すき間まから溢あふれるように、春海の小さな声が安西の耳に滑すべり込んできた。

「……普ふ段だんは別のビジネスしていたりとか……あと、マネーについては最初は示さないデー、後でベリーベリーお高い請求を突き付けてバイオレンスに取り立てたりとかってしないのカシラー？」
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　こうしてちょっと不気味なアンケートは終わりを告げた訳だが……と締しめくくりたかったのだが、世の中には不思議な事が結構あるらしい。

　ものの一日。

　一晩明けただけで、もう次の怪奇現象が襲おそいかかってきた。

　あるいは。

　次の、というのは間違いで、あれから地続きの怪奇現象が。
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　午後の講義も終わって、放課後。

　屋外の掲示板に貼はり付けてある『学校公認の健全なアルバイト』の求人広告に目をやっていた安西は、そこで春海から声を掛けられた。

　今日は他の三人は一いつ緒しよではないらしい。

「生活費レベル？」

「いいや、そろそろ免許が欲しくてさー。でも調べてみると教習所に通うの超大変そう。三〇万ぐらいかかるんだって」

「へーほー。ちなみに私は二台目のスマートフォン欲しい派ナノヨ」

「え？　スマホだけで二台同時？」

「そんな訳で今回の不思議アイテムはこれダ!!」

　と、三次元の制約を無視したポケットから飛び出しそうな勢いで、春はる海みは何かを取り出した。

　出てきたのは、シルエットだけなら見覚えがあるもの。

　しかし細部に強きよう烈れつな違和感があるアイテム。

　そう。




　駅前で配られていると噂うわさされる。

『何でも屋』の電話番号が記載された、怪しさ満点のポケットティッシュだった。




　もの自体は何の変哲もないティッシュだった。ただし広告用のスペースに収まっているのは、血のように真っ赤な紙に、真っ黒で滲にじんだ数字が羅ら列れつしてあるだけ。数列の法則性からかろうじて携帯電話の番号だという事が分かるだけで、そもそも、一体どこに繋つながってどんなサービスを受けられるかも不明な代しろ物ものだった。

　なので、実は厳密にはこれが『何でも屋』のものなのかも判別できなかった。

　しかし、

「駅前で配られている真っ赤なポケットティッシュって言ったら『何でも屋』の噂通りナノヨ」

「そういうものなんだ……」

　そもそも受付が固定電話でもフリーダイヤルでもなく携帯電話の番号である時点で、もう絶対に連絡したくないモードの安あん西ざいだったのだが、春海の方はそういうのに全く頓とん着ちやくしないらしい。

「そんな訳で今から電話するノヨ」

「『何でも屋』に割の良いアルバイトでも探してもらうのか？」

「回りくどい。『何でも屋』で働かせてもらうノヨー。定員二名!!」

「予想通り俺を巻き込む話になってきた!?」

　安西は慌あわてて春海を止めようとしたが、春海は自分の取り出した（何台目かも分からない）携帯電話でさっさとポケットティッシュに書かれた番号をプッシュしてしまう。

　しかし電話に応対した若い女性（？）らしき声は戸惑ったように、

『ここはお客様用の番号なんで、バイトの受付はできないんですよー』

　と、明らかに使い慣れていない危険度マックスな敬語で断りを入れてきた。安西は一秒も関かかわりたくない胡う散さん臭くさい予感をひしひしと受け取っているのだが、やはり春はる海みの方はそんなの全く完かん璧ぺきに気にしていないようで、

「でも『何でも屋』ならアルバイトの話も叶かなえて欲しいのデスヨー。ほら、『何でも屋』って言うからには何でもやってもらわないと」

『ぐ……』

「定員二名で週三ぐらいで時給一〇〇〇円オーバーで危険の少ない素人しろうとさんでも安心なアルバイトをさせてほしいのデス!!」

『……ど、どうなっても知りませんからね』

　とてもではないが社会の歯車として機能している企業とは思えない捨て台詞ぜりふと共に電話が切れる。

　すっかり顔を青ざめさせた安あん西ざいに、春海は無警戒な笑みを浮かべてこう言った。

「ね、世の中なんてチョロいデショ？」
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　休日。両親が危き篤とくでインフルエンザで絶海の孤島に閉じ込められて小惑星が間もなく地球に落下してくるのだがキャンセルは許されなかった。

「二度寝は許されないワ!!」

「ていうか何で俺のアパート知っているんだ!?」

「こずえに聞いたノヨー」

「こずえって人にも教えた覚えはないんだが!!」

　呼び出されたのは何の変哲もない空き地。にこやかに手を振る作業着のおじさんがいた。これから車で移動だよ目隠しつきでね、と言われた時点で落ちている鉄パイプを拾い上げて側頭部を強打しようと決意していた安西だったが、そんな展開にはならなかった。

「来たね来たね。課長の鈴すず川かわです。君達が新入りだよね」

「デス!!」

「Ｄｅａａａａａａａｔｈでえーーーーーーーーーーーす」

　完璧にやる気のない声を発する安西だが、世界の歯車は構わずぐるぐる回っていく。

「今日の仕事は何デスカ!?」

「近所だよ。歩いていくからね。あ、これ持ってね。仕事道具だから大切に。商売人の命だよ」

「……バケツと、何だこれ。カーペットの髪の毛を取る……ローラー状のクリーナー？」

「ペンキを塗る道具だよ。そっちの君は一いつ斗と缶かん持ってね」

「デス!!」

　現場は徒歩で五分ぐらいのところにあるボロアパートだった。

　というか、安あん西ざいの住んでいるアパートだった。

「何でどいつもこいつも人ん家ちをリサーチしているし!?」

「彼は何を言っているのだね」

「彼は時々言動が不安定になるのデス」

　大変不本意なご意見をいただきつつ、安西達はアパートの中へ。目的地は彼の部屋の隣となりだった。

「空き部屋だね」

「……何すんですか？」

「壁にペンキを塗るんだよ。次の人が来る前に奇き麗れいにしておかないとね」

　ふうん、と安西は頷うなずきかけて、

「あれ……？」

　何か形容しがたい違和感に襲おそわれる。サラリと言われた事の大前提がすでに間違っているような……。

　しかし春はる海みと課長はさっさと空き部屋の中に入ってしまう。

　挙げ句に土足だった。

「ここね、この天てん井じよう」

「ウワアー」

「ほら、ペンキ塗っちゃお。早くね、早く早く」

　一体何を見ながら会話しているんだろう、と恐る恐る安西が部屋の奥へと進んでいくと、




　日本の心しん霊れいスポット一〇〇選にノミネートされかねない、不気味な染しみが。




「うわあァァァァァァ─────あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

「安西君はリアクションがいちいち大きいね」

「盛り上げ役デス」

「ふざけんな!!　何だこれ!?　明らかに人間!!　どう考えたって等身大の人間が大の字になったようなこの染み!!　このアパートで一体何があったんだ!?」

「さ、早く塗っちゃお」

「時給だから早すぎても困るデス」

「待てコラ!!　説明しろ!!!!!!　ていうか天井裏に刺殺死体が転がっていたってこんな染みにはならないだろ!?　一体何がどうなったらこんなスリリングな染みが出来上がるんだ!?」

　言われてみれば、二週間ぐらい前まで隣に住んでいた女の子はちょっと変わり者だったけど！　白髪で一二歳ぐらいで何な故ぜか一人称が『此方こなた』とかいう変人が一人で不自然に暮らしてはいたけど!!　それにしたってここまでの不条理Absurdな染しみがあるとかどういう事なんだ!?　……と安あん西ざいの思考回路が良い感じに熱暴走しかける。

　一方、周りは周りで、

「僕に聞かれてもねえ。僕はただ染みを何とかするように言われただけだから」

「……何だか分からないまま封印するつもりか？」

「何だか分かるように説明しろっていう依い頼らいじゃないからね」

　言いながら中年の課長は一いつ斗と缶かんの蓋ふたを開け、バケツの中に白系のペンキを流し込んでいく。カーペットの汚れを取るローラー状の粘着テープにも似た道具をバケツの中に突っ込むと、

「ちゃちゃっとやろうね。これぐらいの高さなら脚きや立たつはいらないでしょ。ほら、ね、ほら、どれだけ働いたって時給はおんなじなんだけど、先輩の前でサボったりしないように、ほら、頑張ってちょうだいね」

「ウワアー！　この刷は毛けを真上にかざすとペンキが垂れてくるデス!!」

「もっと全体的に驚おどろく事はいくらでもあるよな!?　ていうか俺が住んでいるこの激安アパートに一体どんな秘密が……!?」

　しかしこいつら本当に金の事以外はどうでも良いらしい。

　なおも文句を垂れようとする安西に、課長はこんな事を言ってくる。

「でもこれは仕方がない事なんだよ」

「え!?　それはここで昔起きた事件とか怨おん霊りよう的てきな何かの独白ですか!?」

「じゃなくてね。ほら、僕達は『何でも屋』な訳じゃない？　でもって君達は時給一〇〇〇円とか週三とか無む茶ちや苦く茶ちやな設定してたでしょ。そうなるとこういう仕事ばっかり回されたって不思議じゃないの」

「……って事は、年中こんな仕事ばっかりしている訳じゃあ……？」

「違うよ。『何でも屋』っていうのは何でもするお仕事だからね。入ってくる仕事もいろんな種類があるの。でもってお給料が安くて良い人は無難なところを選んでいく訳ね。君達は高いお給料を望んだんだからその分辛つらい仕事が来るのは当然。だから文句を言っちゃあいけないよ」

「デスね!!　デスデス!!」

「さっきから春海のＩＱがちょっと気になる」

　しかしそれを言われると辛い。仕事は仕事なのだ。あの染みが気になるなら後で大家でも問い詰めてみるのもありかもしれない。……まあ、住んでいる部屋ならともかく、金銭的に関係のない隣となりの部屋の出自まで説明する義務があるのかはちょっと疑問だが。

　刷毛（？）をバケツに突っ込み、ペンキを蓄えさせる。背伸びして手を伸ばせば天てん井じように届きそうだ。冷静に考えると壁紙を張り替える事もなくじかにペンキという時点で相当に怪しかったのだが、怪しい事を頼たのんでいるのはアパートの大家であって実は『何でも屋』が怪しい事を企たくらんでいる訳ではない。

「……その理論で人を殺したりしてもすごく困る訳だが」

「何か言ったかね」

　波風は立てたくないのでとにかく仕事を完了させようと安あん西ざいは思考を切り替える。

　べちょりと天てん井じように白いペンキを押し付ける。

　後はこの刷は毛け（？）を押したり引いたりすれば人型の染しみはなくなる訳だが……、




『も……も……？』




「しゃあべッッッたァァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!　この染みなんかモゴモゴしゃべったんだがァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

「汚なっ!?　刷毛を振り回さないデヨ!!」

「あっちもこっちも跳ねちゃって。まー全部ペンキで塗っちゃうんだからあんまり関係ないけどね」

　ほのぼのと言われた。

　それ自体も問題だが、ちょっと気になる言葉があったような……。

「全部？」

「全部だよ」

「天井だけじゃなくて、壁も床も全部塗る、てゆーか塗らなきゃ駄だ目めな理由がある？」

「頼まれた以上はあるんだろうねえ」

　バッバッ!!　と思わずあちこちへ連続的に振り返って壁や床を確認する安西。というか、ここは彼が住んでいる隣となりの部屋なので、壁の一方については他ひ人と事ごとではいられない訳だが……。

「と、とりあえず、人間の形をした染みは、ない、な……？」

「ないヨ」

　しかし安心する暇ひまもなく嫌いやな予感が脳裏を直ちよく撃げきした。

「……つまり、染み以外の『何か』が、ある？」

「あるんだろうねえ。あ、それより早く天井の染みを塗り潰つぶしちゃって。逃げちゃう」

「染みが逃げるとか意味が分かんないよ!!　つーかそんなの染みじゃない!!　黒い染みのように見えるが実は黒くて小さい虫の集合体とかそういうオチがないと実現できない!!」

「だとしても塗り潰すんだけどね。ほら、早く、早く。隣の部屋に逃げちゃう」

「ぐおおおおおァァァァあああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　意味不明なままに安西は聖剣のように刷毛（？）を振り回し、真っ黒な染み（のように見える何か）をペンキの向こう側に封印する。

「ヨクデキマシタ!!」

「いやあ新人とは思えないよ」

「いやいや!!　根本的に解決できたのか!?　見えていないだけでピンピンしていそうな感じがするんだが!!」

「染しみがピンピンしているとか意味不明な事を言うなあ君は」

「詩的ダネ！」

「汚ねえ!!　自分に都合の良い時だけ常識人ぶって……!!」

「ほらほら。そこ終わったら他もペンキ塗っちゃうよ。安あん西ざい君。床の亀き裂れつからはみ出ている髪の毛を塗り込めちゃって。すげー勢いでもっさり飛び出ているから」

「いやァああああああ!!　今度はもろに物理系なんだが!?」

「ＨＡＨＡＨＡ明らかに不自然な髪の毛が物理現象とかおかしな事を言うネ！」

「思いっきり怪奇現象と認めたなこの野郎!!」

　その後も『どう見ても赤ちゃんの手形のように見える大量のカビ』『備え付けのバスタブを取り外した所にあった、おっぱい型の突起物（壁びっしり）』『爪つめか何かで引っかいて書いたと思われる「おいしかったです」という弱々しい文字』などを片かたっ端ぱしから闇やみに葬ほうむっていく三人。

　作業が終わった夕暮れ時には、すっかり安西の顔は青くなっていた。

「……お、俺、調べてみよう。自分の部屋をすぐに調べてペンキの跡がないか確認してみよう!!」

「いやー、ペンキを塗るだけで時給一〇〇〇円とか楽勝すぎるワネ！」

「そうかい。でも時給一〇〇〇円ラインで良かったと思うよ。一二〇〇円ラインだったらもうちょっとヤバいお仕事を回されていただろうからね。『Ａｂ．バスター』級の」

「あれよりヤバいものが!?」

　あと『Ａｂ．バスター』って突然出てきた用語は何よ!?

「うん」

　百ひやく戦せん錬れん磨まのブラックな課長は簡単に頷うなずいて、




「すぐ近くに国立の大学あるじゃない？　あそこで学生のふりしてサクラやる仕事とかね。いやー、あのアンケートに関かかわるのだけは絶対やりたくないね、私は」






　　蛍の場合
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「奇遇ね。私と一いつ緒しよだ」

　と言ったのは蛍ほたるだった。長身に黒のロングヘア。美人は美人だが、頭に『ゾッとする』とか『怖い』とかがつきそうなタイプ。率直に言って、四人の中でも最も会話の接点を見つけるのが難しそうな印象を安あん西ざいは感じていた。

「ムービーの話とか合いそうヨネー」

「あれ、誰だれが悪いって訳じゃないんですけど。合わないヤツとは何話したってイライラしますよね。まあ野球の話になるよりマシでしょうけど」

「愛あい洲すは定食屋で中継見ながらジョッキ片手に見知らぬおじさんへ掴つかみかかる癖くせを直した方が良いと思うわよ。おや？」

　こずえの言葉が途中で切れた。

　講堂を出たところで彼女は真上の夜空に目をやり、それから何かを受け止めるように掌てのひらを返して上へ向ける。

　蛍も眉まゆをひそめて、

「雨かな？」

　呟つぶやいた直後だった。

　安西の鼻の頭に大粒の刺激が落ちた。続けて、あっという間にバケツを引っくり返したような大雨が来る。校舎もコーヒーショップも離はなれた場所にあり、誰も傘かさを持っていなかった。五人は慌あわてて講堂の方へと走って戻る。

　電気は安西達が最後に消したままで、真っ暗だった。しかし鍵かぎもかかっていない。放ったらかし、という印象だった。

「ひゃー！　いきなりレイン来たワネー!!」

「勢いは強いから、一晩中降り続けるって感じでもなさそうだけど」

「びしょびしょだわ」

「真っ暗で残念でしたね男の子。電気が点ついていれば四人分ものサービスシーンを同時に拝めたものを」

　安西は無視して自分の荷物の確認を行う。カバンの中には元々ろくな勉強道具なんて入っていないが……デパートの店員に勧すすめられるまま買ってしまった耐水スプレーが功を奏したらしい。ファスナーを開けて中に手を突っ込んでみれば、中身は濡ぬれていないのが手て触ざわりで分かる。

　後はズボンのポケットに入れっ放しの携帯電話。

　安あん西ざいは電話を取り出して電源を入れてみる。幸い、いつも通りのパスコード入力画面が出てきた。壊こわれてはいないようだ。

　と、携帯電話に集中している安西の横で、見た目キャバ嬢じようの愛あい洲すが絶叫した。

「ぎゃー!!　暗くら闇やみガードで濡ぬれ透けを凌しのいでいたところにバックライトがきましたしー!?」

「？」

「リクエストにお応こたえしてセーフティ目隠しセキュリティナノヨー！」

　思わず顔をそちらに向けた安西の背中側から春はる海みの声が響ひびき、直後に濡れた両手で目隠しされた。視界がいきなり遮さえぎられる。そして同時に背中に何か柔らかいモノがぶつかってきた。

　安西の体の芯しんに何か電流じみたものが走り抜ける。

　ガードが甘いとか勘かん違ちがいされやすいとかいう次元ではない。

「愛洲。一見恥ずかしがっているように見えて、実は大声を張り上げて注目を自分の方に向けようとしていたわね」

「いや今のは割と本気の反応ですって！　そして多分この状況で一番点数を稼かせいでいるのは春海と見ましたよこの密着生放送!!」

「この女、朗ほがらかな笑顔でとりあえずキープ状態だわ!?」

「なーにー？　ワットワット、なに盛り上がってるノー？」

「まったく、さっきから何してるの」

　呆あきれたような蛍ほたるの声が聞こえ、安西の手から携帯電話を奪われた。春海の目隠しが外れると、すでに一切の光源は消えている。暗闇の中で誰だれかに携帯電話を返された。

「携帯電話は禁止。分かった？」

「まあ。使える事は確かめたし」

「愛洲。注目度低すぎだわ。春海のインパクトに喰くわれちゃったようね」

「私達っていつもこうですよね」

　何か暗闇の一方向からブツブツしたやり取りが聞こえてくるが、安西はその輪に入っていけない。どこにいるか分からないが、とりあえず蛍のいそうな方向に向かって頷うなずくのが精一杯である。

「雨、思ったより長く続いているね」

　蛍の声が聞こえる。

「勢いが強いから夕立みたいにすぐ止やむものだと思っていたけど」

「明日まで続くようなら流石さすがに覚悟しないと駄だ目めかもな」

　安西は適当な調子で答える。もちろんここで寝泊まりするという話ではなく、ずぶ濡れ覚悟で走って帰るという事だ。

　愛洲が話に加わってきた。

「ここ広い講堂なんですから。傘かさ立たてとかに誰だれかの傘とか突っ込んだままになってないですかね」

「借りパクはバッドヨー愛あい洲す」

「明日返せば良いんですよ。調べてみる価値はありますって」

　しかし講堂の入口の辺りを確かめてみても、それらしいものはない。手で触さわった感触を信じる限り、傘立ては空っぽだった。

「自転車の撤てつ去きよみたいに、定期的に先生達がどこかに運んじゃうのかもしれないわね」

「でもこれでは動きようがないね」

「そうだー。ここ講堂だからゴミ箱もいっぱいあるヨネ。オフィスみたいなトコに行ったら新しいゴミ袋とか置いてないカナー？」

「……それを頭から被かぶって大都市圏の繁はん華か街がいを歩き回ったり、バスや電車に乗ったりできるとしたら、校門に銅像でも設置してあなたの度胸を讃たたえるべきだね」

「あれ？」

　と、安あん西ざいが声を出す。

　外灯の光がわずかに差し込むからか、講堂の入口を出てすぐの道がじんわりと照らし出されていた。そこに何か光るものがある。下着の透けた格好を見られるのが嫌いやなのか女の子達は光のある方へは近づかないが、安西だけは別だ。ガラスの扉に寄って確かめてみると、その正体が分かった。

「ビニール傘が落ちてる」

　骨が二、三本折れていて、ビニールのシートもひらひらと揺れていた。おそらく風に煽あおられるか何かして壊こわれた傘を、前の持ち主が捨てていったのだろう。しかし何とか雨粒を防ぐ事はできそうだ。

　安西はとりあえずカバンと携帯電話だけ床に置き、ガラスの扉を開けて再び外へ飛び出した。壊れかけのビニール傘を拾って、急いで戻る。

「戦利品ゲット。次のステップに進めそうだぞ……って、どうした？」

　講堂の中は安西が立っているガラス扉の近くよりさらに暗く、様子を窺うかがう事はできない。ただし周囲の空気がわずかに萎い縮しゆくしているような感じがした。

　口火を切ったのは蛍ほたるだった。

「後学のために教えてあげるけど、女の子にも異性の下着を見て照れるぐらいの機能はあるの」

「？　それより傘があったんだが……」

「それよりじゃないです！　ああもう、とにかくこっち来てください!!」

「愛洲、我が慢まんできなくなって抱き締しめるの？」

「何でですか!?　男の子も暗くら闇やみガードが必要でしょって話!!」

　促されるままに暗闇の中へと戻っていく安西。

「とにかく傘かさを見つけたんだが」

「あいあい傘ダネー」

「……この壊こわれかけの傘で五人も入るのは物理的に不可能だね」

「こずえ、今ちょっと生なま唾つばを呑のみました？」

「それは愛あい洲すの本音だと私は思うわよ」

　安あん西ざいは無視してさっさと話を進める。

「とりあえず誰だれか一人がコンビニまで行って、人数分の傘を買ってくれば良いのでは？」

「おおー！　ナイス、ナイスな意見ナノヨー！」

「まぁ、それなら現実的な路線と言えるね」

「待つのです若人わこうどよ！　つまりそれはこのびしょびしょぐちょぐちょのまま蛍光灯の下に出ろって言われているようなものですし!!」

「ちょっとした思い出になりそうだわ」

　下着まではっきりと見えるような状態なら、確かに女性に強しいるのは厳しい提案かもしれない、と安西は反省し、

「じゃあ言いだしっぺの俺が行ってくるよ」

「待つのです男の子ッッッ!!　私達的にはあなたが一番危ないんですよ!!」

「？」

「誰かが恥をかくのは避さけられないのだから、いっそジャンケンで決めれば良いと思う」

「はあ。でもまー俺は男だし別に」

「だからだわ！　男の子だからだっつってんのが分からないの天然さん!!」

　何だか理解不能なロジックで引き留められてしまった。もしかすると女の子グループには特有のルールでもあるのかもしれない。

　とはいえ、

「……でも、帰り道は普通に繁はん華か街がい通るだろ。電車やバスを使うのだってそう。いつかは明かりの下に出なくてはならない訳だが」

「……ッ!?」

「っ」

「!!」

「……!!」

　何気なく呟つぶやいたら全員分の絶句が返ってきてしまった。やはり女性側としてはそこまでの死活問題なのだろうか。

「ふ、服ってどれぐらいでドライになるものなのカシラー？」

「自然乾燥なんて待っていたら夜が明ける。ドライヤーみたいなものが必要かもね」

「いやいや駄だ目めでしょう。乾燥機をしっかり使わないと」

「無む謀ぼうだわ。着替えはないのに構内のコインランドリーを使えって？　乾燥機の中で服が回っている間、私達はどうすりゃ良いの？」

「とか言いつつこれはチャンスなのではと思うこずえであった！」

「だ、だから私を挟んでそっちの本音を言う癖くせは何とかしてくれない？」

　会話が意味不明な方向に脱線を始めている。蛍ほたるが呆あきれたように軌道を修正した。

「とにかく、まずは人数分の傘かさを確保して、行動力を手に入れるよ。ジャンケンで誰だれがコンビニ向かうか決めないと」

「よーしそれじゃ始めるワヨー。じゃーんけーん……」

「いやいや」

　そこで安あん西ざいは割り込んだ。

「この暗くら闇やみじゃ手も見えないし」

　全員の沈ちん黙もくが世界を支配する。

　結局、さんざん守ってきた暗闇ガードを自みずからの意思で放ほう棄きし、四人の女の子が外灯の光がわずかに差し込んでくるガラス扉へ近づき肢し体たいをさらす羽は目めになる。服装がどうのこうのというより、恥ずかしそうに身をよじっている動きに、流石さすがの安西も意識せざるを得なくなってきた。

「じゃーんけーん!!!!!!」

　半ばやけくそみたいな勢いで腕が振るわれたが、勝負が終わった後にふと安西は呟つぶやいた。

「……今思ったんだけど、グーとかパーとか、暗闇の中で声に出しても良かったよな」

　直後に全員のグーが飛んできた。
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　もうぶっちゃけちゃうと謎なぞのアンケートとかいう話よりも、その後の濡ぬれ濡れ透け透け四人衆の方がインパクトは強きよう烈れつだった。特に終始クールな雰ふん囲い気きをまとう蛍の下着は常軌を逸しているというか、ストレートに言うとイカれているのでそっちの記き憶おくしか残っていない。

　なので。

　次の日ベッドで目を覚ました時には、もう安西はアンケートの事を忘れかけていた。あんなのは提出を終えたレポートのようなものであって、いつまでも覚えておいて何か得する事があるとも思えない。

　しかし、である。

　世の中には不思議な事があるものだ。あるったらあるものなのだ。

　というか。

　率直に言えば、終わったと思っていた例のアレは、実は何にも終わっていなかったのだった。
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　雨の日は憂ゆう鬱うつだ。

　とても身につくとは思えない外国語の講義を適当に聞き流して休み時間になると、もう関かかわる事もないんじゃないかな八〇％ぐらいで思っていた蛍ほたるが話しかけてきた。今日は他の三人は一いつ緒しよではないようだ。

　美人だが、美人過ぎて会話の取っ掛かりのなさそうな先輩系女子。

　譬たとえるならカラオケで沈ちん黙もくを生み出しそうな美女。

　安あん西ざいも、自分の中の歯車がギチリと軋きしむのを明確に自覚する。

「安西君だっけ。次の講義ナニ？」

「数学。一般教養の消化デーですので」

「じゃあサボって」

「じゃあって何よ？」

「一生使わないでしょう」

　それを言われてしまうと多分中学高校の五教科全部がいらなくなってしまうのだが、安西としても進んで数学をやりたい訳ではないからそこはあまり拘こう泥でいしない。

　問題なのは、数学をサボって何をするのかという事だ。

「何するの？　どこ行くの？」

「昨日のアンケート」

　とりあえず講義室の外へ出ながら会話する。

　蛍は表情をあまり変えずに、

「取り仕切っていた教授さんの名前は知っている？」

「田た中なかさんだっけ？　アンケートの最初に自己紹介していたような気がするけど」

「私の情報もそれだけしかない。でもって事務に用事があったついでに尋ねてみたんだけどね、この大学に田中さんなんて名字の教授はいないそうよ」

「……は？」

　安西の思考が固まる。

　蛍の言っている言語は分かるはずなのに、その内容を理解できなくなる。

「田中さんって有名な名字よね。多分日本で五本指に入るぐらいには。その田中さんが一人もいないから、逆に事務の人は『田中さんのいない大学』って印象が強く残っていたんだって」

　では。

　安西の空白になった思考が、頬ほおを伝う汗を認識する。それがどんな理由によって生み出された汗かを知るのは少し遅れた。外は雨。講義室はともかく廊下はひんやりとした冷気の侵しん食しよくを抑えきれない。つまり、これは暑さ以外の理由で生まれた汗だ。

「……じゃあ、あの教授さんって何だったんだ？　というか、そもそもアンケート自体……？」

「ね、気になってきたでしょ。外部から入り込んできた不審者が学生達を集めて、心の動きに関する不ぶ気き味みなアンケートを実行して黙だまって立ち去った。何のために？　それから、どうやって？　曲がりなりにも国立の難関校、セキュリティだってそれなりのものが導入されているはずなのに。アンケートなんてどこでもできると思うけど、どうしてあの不審者は危険な壁を越えてうちの大学で、私達を選んで、各おの々おのの個人的事情をリサーチしてまでアンケートに誘いざなったのか」

「一番大事な俺の単位の行方は!?　田た中なかさん（仮）がうちの教授じゃないとしたら俺は前期を乗り切れるのか本当に!?」

「……、」

　無言になった蛍ほたるは、安西のすねを軽く蹴け飛とばした。

　悲鳴を上げて飛び跳ねる涙目の安あん西ざいに、表情なく蛍は言う。

「お願い空気を読んで」

「そもそも講義サボらせたりしているアンタに言われたくはないんだがな!!」
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　この大学に田中さんなんていう教授はいなかった。

　ではあの自称教授の正体は？

　そもそもアンケート自体は何だったのか？　自分達は一体何を売り渡してしまったのか？

　というのが話の大筋なのだが、

「でも講義サボって何を調べる訳？」

　安西は疑問を発した。

「田中さんはうちの大学の人間じゃないんだろ。大学の中をうろついたって何も出てこない」

「そうでもない」

　蛍は簡単に否定した。

「アンケートの主旨は不明だけど、使われていたショートフィルムについては出所が予測できる。多分うちの映研の連中が撮影したものよ」

「その根拠は」

「ショートフィルムに映っていたいくつかの場所に見覚えがあるの。多分うちの大学の敷地内だと思うよ。おそらく、『田中という名前の教授』という身分を使った不審者が、しれっとした顔で映研に製作依い頼らいをしていたんじゃないかな」

「……となると、昨日今日の短期間だけ侵しん入にゆうしていた訳じゃなかったって事なのか？」

「不気味よね。あの不審者自体が妖よう怪かいか何かに見える」

　そして安あん西ざいは蛍ほたるに誘さそわれるまま、映研の部室（……で良いのか？　サークルに属していない安西には呼び方が分からなかった）にやってきた。

「当然ながら鍵かぎはかかっている訳だが」

「ゴム系の接着剤を鍵穴に流し込むと型を取れるのよね。剥はく離りにはコツがいるけど」

「……俺にはアンタも妖よう怪かいに見えるよ」

　一般的な鉄やアルミとはまた違う……多分、錫すずとかその辺を使って作られた、微妙にデコボコした鍵を差し込み、あっさりと開かい錠じようする蛍。

　中に入りながら、安西は尋ねた。

「というか、映研の部室に何があるんだ？」

「何があるかは知らない。でもあってほしいと願うものならある」

「？」

「あのショートフィルムよ。気になるところがあってね。できればもう一度映像を確認してみたかった」

　ちょっと探すと目的のものは簡単に見つかった。名札用のシールが貼はられたＵＳＢメモリに、そのまんま『アンケート用』と書かれている。

「あれ？　でも講堂じゃデカい映画用のリール使ってなかったっけ？」

「デジタルで編集してからフィルムに焼き直したんじゃない？　映研なら変なこだわりがありそうだし。それにしても、二万円もする大容量ＵＳＢメモリが丸々一つこれ専用。……やっぱり映像って容量喰くうのね」

「圧縮率でも変わりそうだけど、何しろ映研だからな。人の目では変化が分からないっつっても、無む駄だに圧縮したがらなさそうだ」

　しかし蛍はショートフィルムの映像から何を確認しようというのだろうか。

　彼女は自前のスマートフォンの端たん子しに直接ＵＳＢメモリを突き刺し、小さな画面で映像を再生していく。

　長くかかるかな、と思いきや、ものの三分で蛍は小さく頷うなずき、

「ああ、やっぱり。ここと、ここと、ここにも」

「幽ゆう霊れいでも映っているのか」

「もっと面おも白しろいものよ」

　蛍は映像を一時停止しながら、

「グレイフィクションって言葉は知ってる？」

「……宇宙人系の映画？」

「それも間違ってない」

　冗談に真顔で答えられてしまった。

　正直ちょっと持て余してしまう安西に、蛍は表情なく告げる。

「諸もろ々もろの事情でノンフィクションって銘めい打うって発表できないフィクションの事。政治の都合なんかに合わせてエンタメ作る時にはそうした配はい慮りよがあるって話を聞くけど、ここ最近じゃＵＦＯ研究施設を撮影したものとか、平安の貴族なんかに関かかわる怨おん霊りようをモチーフにしたホラーなんかでも使われているの」

「それが何なんだ？」

「このショートフィルムもそうなのよ」

　蛍ほたるはサラリとした顔でとんでもない事を言ってきた。

「グレイフィクションには一般人は見過ごしてしまうような、小さなサインが残されている。ショートフィルムにもあったよ。たまたま知らずに画面へ映り込んだ可能性もあるけど、でも十じつ中ちゆう八はつ九く決まりだね」

「え？　それってもしかして……この、端はしっこに映っている白髪の女の子か？」

「それじゃないよ」

　……じゃあこの女の子は、それはそれで一体何なんだ？　という疑問が湧わき出てくるのだが、蛍としてはそちらに脱線するつもりはないらしい。

「つまり結論を言えば、私達が見てきたショートフィルムは全部グレイフィクションだった、という事よ」

「……あれが、実はノンフィクション？」

「だね」

「だって、妖精とか忍者とか出てきてなかったか!?　ＲＰＧみたいな『歴史上存在しない中世（風）ファンタジー世界』でトロルを捌さばいている話だってあったぞ!!」

「私に言われても困るし」

　蛍はため息をついて、

「でもショートフィルムが切り取っていたのは『不思議な世界全体』じゃなくて、その一室とか一角とか、そんな感じだったでしょ。だとすると、実はビルの一室がそうなってるとか、地下のドームがこうなってるとか、そんな話なのかもしれない。『不思議な世界』はなくても、『そう見える一室』はこの地球のどこかにあるのかもしれないね」

　そんなアホな……と安あん西ざいは思う。

　この地球のどこかに勇者と魔ま王おうがいるなんて言われて信じられるか？

　人間みたいにしゃべるコンピュータウィルスなんて、ある意味で勇者や魔王よりもよっぽどファンタジーじゃないのか？

「でも、ノンフィクションの定義って何なんだ」

「ん？」

「ノストラダムスの大予言だってノンフィクションだろ。つまりノンフィクションっていうのは真実なんかじゃなくて、作者が真実だと思っている事を書いた作品なんだ。だったら……」

「教授の頭がおかしくなっていた、と？」

「っていう風に考えた方が、俺の心の安定的にすごく助かる」

「かもしれないね」

　率直に蛍ほたるは認めた。

　その上で、

「あるいは、教授に『私は本当に目もく撃げきした』って思い込ませる『たった一つの共通ルール』が横たわっているのかもしれない」

「……催さい眠みん術じゆつ系とか？」

「陳ちん腐ぷだね。一つの大きな事件を追い駆けていたら、各おの々おのの目撃証言がショートフィルムの形で出てきたぐらいは言おうよ」

　答えは出ない。

　そもそもグレイフィクションのサイン自体、教授（？）が仕掛けた悪戯いたずらに過ぎないのかも。

　ただ。

　それをやる事に何の意味が？

「結局、教授さんは何がしたかったんだ？　あんなのを撮った意味は？　というか、アンケート自体の目的は何だったんだ？」

「さあね」

　蛍は簡単にさじを投げながら、しかしさらに疑問を投げかけてくる。

「でも私、何だか地続きな気がするんだ」

「？」

「ショートフィルムの形で語られていた『異様な出来事』と、あの教授がこの大学に入り込んで、アンケートを実行して、そして行方知れずになった事。……でもって、仮に地続きだとすると、私達も間接的に『ショートフィルムから始まった異様な出来事』に巻き込まれている事になる」

「……楽しい話題じゃないね」

「そうね。ただこのショートフィルムが本物のグレイフィクションなら、教授さんは妥だ当とうな結末を辿たどったのかもしれないけど」

「どういう事？」

「ＵＦＯにさらわれたって声高に叫んでいる人って、もうＵＦＯそのものとは別種の『異変』だよね。Absurd、不条理。あるいは、カスタマーサービスみたいに悪あく魔まの事なら何でも質問してって専門家も、その専門家自体が『悪魔とは別種の不条理A　b』になっている」

　つまりさ、と蛍は一度区切ってから、

「不思議な事の『解析』に奔ほん走そうした人っていうのは、自分が向き合っていたモノに染め上げられる形で、自分自身も不条理なモノになっちゃう。あれだけの経験をかき集めて、グレイフィクションだのアンケートだのの形に加工しようと思った時点で、多分あの不審者は『教授さんA　b』に切り替わっちゃったんじゃないかな。……元が誰だれであれ、ね」

「……、」

　そこまで聞いて、安あん西ざいはようやく何かに気づいた。

　アンケートよりも。

　教授よりも。

　なお危険なモノが、目の前にある事に。

「な、なあ。そう言えば映研の人達ってどこにいるんだ？　ショートフィルムの事を聞きたいなら、まず彼らに質問してみれば良いじゃないか。映研の連中は実際に不思議なものの前でカメラを回していたはずなんだから」

「それができれば簡単なんだけどね」

　明確には言わない。

　だが言葉を濁にごされた事が、何か不ふ吉きつな結末を予感させる。

　確認できない。

　会話できない。

　どこにいるのかも分からない。

　そう。

　教授と同じ状況。

「……教授って、確か不思議なモノを解析しようとし過ぎたせいでおかしくなったって仮説だったよな。物理的なものであれ、精神的なものであれ」

「ただの仮説だけどね。でも、魔ま道どう書しよだって魔ま法ほう陣じんだってそんなものでしょ？　世の中の仕組みを文章や図柄の形で記しているだけ」

「だとしたらさ、解析しているだけで変化が起きるならさ」

　安西は指差した。

　最も危険なモノ。

　蛍ほたるが手にしている、ショートフィルムの映像を収めたＵＳＢメモリを。

「……それ、持ってるのヤバくない？」

「アンケートよりも、教授さんよりも、映研の人達よりも、各おの々おののショートフィルムに映っているモノよりも、グレイフィクションよりも」

　対して、蛍は笑った。

　普ふ段だんは無表情な彼女は驚おどろくほどにこやかに微ほほ笑えんで、

「このＵＳＢメモリの方が、はるかに不条理A　bが凝ぎよう縮しゆくされていると思わない？　まるで軽く振っただけで無む尽じん蔵ぞうにレベルアップする魔法の杖つえみたいに」






　　こずえの場合
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「私と似たような結果になったのね」

　くっきりした声で言ったのはこずえだった。

「でも面おも白しろい話かどうかだろ。みんな同じような結果になるものなんじゃないの？」

「いやー。私とはオール違うワヨー」

「私も違うね」

　そんなものなのか、と安あん西ざいは思いながら、講堂を出て女の子達とコーヒーショップへ向かう。というか、やっぱりいつの間にか行動を共にする事になっていた。何な故ぜ？

　コーヒーショップのある建物は講堂から離はなれた所にある。途中の道はほぼ真っ暗な訳だが、こずえがハンドバッグの中をごそごそと漁あさり始めた。

「こずえ。何やってるノー？」

「ボールペンを講堂に忘れちゃったかもしれないわ」

「一〇〇円ですよ。コンビニで買い直せば良いんじゃ？」

「忘れたんなら構わないけど、きちんと忘れたのかを確かめたいわね。買ってからダブるのもそれはそれで負けた気がするの」

「こずえのペンケース、シャーペンとか増殖しているもんネー」

　蛍ほたるが携帯電話のバックライトを使ってこずえのハンドバッグの中を照らしたりしたが、やはり光は弱い。この暗がりの中でごそごそしていると、さらにバッグの中身がこぼれ落ちそうだった。

「コーヒーショップに行ってからにシナイー？」

　春はる海みはそう言ったが、安西は少し離れた所を指差して別の事を言う。

「あっちに掲示板あるけど」

　サークルのお知らせなどを貼はり付けておくための、古びたボードだ。夜でも内容を読めるように、蛍光灯も取り付けられている。白々しい明かりは周囲の闇やみを拭ぬぐう事はできていなかったが、携帯電話のバックライトよりはマシだろう。

　実際に掲示板に近づいてみると、外で照明を使っているせいか、小さな虫の死し骸がいが結構多い。あまり掃除は行き届いていないようだった。サークルの新歓ラッシュや文化祭と時期が重なっていないせいか、貼られている情報も輝かがやきがない。

「ボールペン、ちゃんとあったわ」

「増殖しないで済んだワネー」

「人ひと騒さわがせなヤツですね」

　愛あい洲すは軽い調子で悪態をついてから、

「それにしても、こんな掲示板なんてまだあるんですね。二一世紀だというのに。メールの一斉送信で何とかなりそうなものですけど」

「頭の堅い教授さんとかの中には苦手な人もいるかもしれないよ」

「つまらない会報がどっさり届きそうだし、自分のアドレスがどこの誰だれにまで広まるか分かったもんじゃないのでご遠えん慮りよ願いたいわね」

「なるほど。こういう堅さが蔓延はびこっている訳か」

　何でも良いがそろそろコーヒーショップに行きたい、と安あん西ざいは心の中だけで思った。肌寒くなってきたが、まだ虫の活動が完全に止まるほどではない。つまり光の側にいるとぶんぶん飛んでくるのだ、鬱うつ陶とうしいのが。

「蛍ほたるサーン。そろそろ行くワヨー」

　安西達が掲示板から離はなれようとしたところで、春はる海みが後ろを振り返ってそう言った。安西もそっちを見てみると、蛍だけがまだ掲示板の前でぽつんと立っていた。

「何か気になる記事でもあったのかね」

「蛍はロマンチストなのよ」

「？」

　女の子四人だけで共通認識が完成してしまっているので、彼女達の会話は安西には時折理解が追い着かなくなる。

　合流した蛍と共に全員でコーヒーショップへ向かう。ファミレスやコンビニなどと共に、校舎とは別枠の建物にまとめられているのだが……、

「閉まっているわよ」

「クローズしているワネー」

「蛍、今何時ですか？」

「八時三分。……こずえのボールペン騒そう動どうでちょっと時間を使いすぎてしまったようね」

　世界的なチェーン店で厳密なマニュアルがあるにも拘かかわらず、隙すきあらばさっさと店じまいしようとする店長のせいで、コーヒーショップの明かりは落とされていた。

　仕方がないので、安西達は同じ建物の中にあるスペイン料理系のファミレスに入る。

「シーフードがいけるかどうかで評価が大きく変わるわね」

　口がへの字になっているところを見ると、どうもこずえは駄だ目めらしい。

　それよりも、安西としてはもっと気になる事があるのだが。

「ちょ、何でこんなぎゅうぎゅう詰め……？」

「四人掛けのテーブルしかないんだから仕方がないよ」

「だがあなたを窓まど際ぎわに押し込んでその隣となりにこずえが密着するポジション取りには意図を感じますね。主にこずえの一人占め的な」

「そんな事ないわ」

　特に腹が減っている訳ではないので、大皿のサラダを五人で消化する事にする。当然のように海え老び、イカ、貝のシーフード祭りだった。こずえのへの字はエスカレートしていく。

　愛あい洲すとかいうキャバ嬢じようはホットコーヒーを軽く口に含んでから、

「やっぱりドリンクバーじゃこの辺が限界でしょうか」

「ブラックなんてどれも苦いオンリーダヨー」

「抹まつ茶ちやみたいなお国柄系の飲み物は置いていないか。料理はそちらに寄せているのに」

「ファミレスなんてこんなもんだわ」

　何な故ぜ全国展開されているというだけでここまでダメ出しされなくてはならないのだろう、と安あん西ざいは思う。それを言ったら行きそびれたコーヒーショップだって世界三〇ヵ国で展開されているはずなのだが。

　ブランドは味覚にも影えい響きようを与えるのかもしれない。

「でも、不思議なアンケートだったわね」

「あれって結局何だったんだ？　教授の趣しゆ味みじゃないよな」

　流石さすがにそれで単位をどうこうするとは思えない。

　だがしかし、実用性のある何かがあるようにも見えない。

「何かしら、教授の研究に役立つデータを取ろうとしていたのかもしれないね」

「でもそれってサー、論文とかにユーズするなら許可ゲットしなきゃいけないんじゃないノー？」

「個人を特定できない形にするとか何とかで、ハードルをクリアするつもりかもしれないわ」

「まあ、どのショートフィルムが面おも白しろかったかなんて、別に知られたって問題ない訳ですしね」

　愛洲が適当な調子で言いながら、ドリンクバーのコーヒーを飲む。なんだかんだとファミレスの文句は言っていても機き嫌げんは悪くないらしい。

　安西は気になっていた事をついでに尋ねてみた。

「ていうか、あの教授って専攻何なの？　心理学とか？」

「……、」

「……、」

「……、」

「……あれ……？」

　不自然な沈ちん黙もくがあった。全員で顔を見合わせてしまう。その表情を見て、何となく安西は事態を推測できてしまった。しかしそれでも信じられない。

「ちょっと待って。……誰だれかが講義で世話になっているんじゃないのか？」

「という事は、君も知らないの？」

　君『も』。

　こずえの一言が、安あん西ざいに確信を突き付けてくる。誰だれもあの教授を知らない……？　言われてみれば、安西はこの女の子達の事も知らなかった。同じ学科にいるとも思えない。自分の学科の単位を担当する教授がどうこうするならともかく、大学中から学部学科をまたいでたくさんの学生を集めて、その単位を一人の職員が増減させるなんて事はできるのだろうか。

「他の人達はどうだったんだろうネー。アバウト三〇人ぐらいいたと思うケド」

「何の根拠もないけど」

　こずえがくっきりした声で答えた。

「今から他の参加者を捜し出して話を聞いたとしても、芳かんばしい事は掴つかめないような気がするわ」

「うちの大学もご多分に漏もれず変人列伝作ったりしているみたいですから、ひょっとしたら馬ば鹿かと天才は紙一重でまずい方向に突っ走っているじいさんとかがいるのかもしれませんね」

「その場合、俺の単位は結局どうなるんだ……？」

　イベント自体が頭のおかしい（でも職場に留とどまっているって事は、実力はあるのか？）じいさんプレゼンツだったとなると、そっちの方もかなり怪しい。というか安西の学科の責任者と話をつけているとも限らない。

「でも、おじいさんの狙ねらいが何だったのかも分からずじまいですけど、何で私達がご指名を受けたんでしょうね」

「それは、あれだわ。教授が最初に言っていた通り、単位とか出席日数とか素そ行こうの問題とか、呼び出しやすい理由がある人達を狙ったんじゃないの」

「案外アナザーな理由があるのカモ？」

「知らないね、そんな事。そもそも教授が何を狙ってアンケートを行っていたのかも不明なんだから、それに噛かみ合う形の『選抜理由』なんて分かる訳ないし」

「そうだわ」

　そもそもあれが有能で頭のおかしいじいさんの茶ちや目めっ気けだったとしても、そこから先に何があるという訳でもない。アンケートはもう終わった。これ以上何も続かないのなら、具体的に言うと何かしらの被害が出ないのなら、いちいち掘り返すような事ではないはずだ。

　目下最大の問題は、安西の単位が結局どうなったのかという事だけだ。

　と思っていたのだが……。




　　　　　２




　不思議な事は起こるものだ。

　しかし困ってしまうのは、往々にしてそういう不思議な事は、不思議な事を望んでいる人の元へはやって来てくれないという事だ。

　何な故ぜ俺なのか、と安あん西ざいは思う。

　思ったところで、やってきてしまったものはどうしようもない。

　彼の前にやってきた、不思議な事とは。
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「大変なものを見ちゃったわ」

　大学構内の学食だった。先日のファミレスやコーヒーショップがある棟とうとは違い、大学の校舎に直接設置されている施設である。しかし大半の人間が校舎から離はなれた棟にあるコーヒーショップ等を利用している事からも分かる通り、ぶっちゃけて言えばとてつもなく不ま味ずかった。

　味の不味さで金を節約している安西が昼食を取っていると、向かいの席にたぬきうどんの丼どんぶりを置いたこずえが唐とう突とつに話しかけてきたのだった。今日は他の三人とは一いつ緒しよではないようだ。

「？」

　彼は得え体たいのしれないパスタをわりばしで掴つかみ上げ、口に運び、それから眉まゆをひそめた。改めて顔を上げる。どうやらこずえは安西に話しかけているらしい。

「大変なものを見ちゃったのよ」

「教授と事務のおばちゃんが一緒に寝てたとか？」

「そんな次元じゃないわよ。何というか、ええと、その、うう、何て言えば良いの？　次元が違うのよ。きっと君の想像できる範囲を超えている。しかしそれは君が悪いんじゃないわ。想像力の問題じゃなくてあまりにも現象が超越し過ぎている。率直に言って、私の言語能力でもあれを正確に説明できるだなんてとても思えないわね」

　……口で説明できないと分かっているなら一体今から何を言おうというのだろうか、と安西は思いながら『オレンジ色なんだけどケチャップ系ではありえない味』のパスタを頬ほお張ばる。

「何を見たの？」

「だから口では説明ができないわよ。言葉にするのは簡単かもしれないけど、陳ちん腐ぷな表現になっちゃって本質を伝えられないの」

「事件系？　物体系？　現象系？　人物系？」

　自分で言ってて意味不明なカテゴリだった。しかしこずえには効果があったらしい。『これは何々だ』ではなく、『少なくとも何々ではない』という消極的な思考で取捨選択が実行される。

「事件じゃないわ。少なくとも違法性はないと思う」

「じゃあ有名人のスキャンダル系か、あるいは二本足で犬が立ちました的なびっくり現象系か」

「おおう！　まさにそれ。どっちかと言えばびっくり現象系だわ!!」

「……まさにそれと言いながら、直後にどっちかと言えばと追加されちゃう辺りにカオスを感じるんだけど」

「二本足で立っているのが犬なら問題ないのよ。ありふれたモノがありふれていない行動を取って驚おどろいているだけなんだから。でも、ありふれていないモノがありふれていない行動を取った場合、これをなんと表現すれば良いの」

「詩的で理解が追い着かない」

「そうよね。そうだわ。でも君が悪いんじゃないわ。重ねて言うけどこれは私が見たあまりにも不条理Absurdなものが原因なのであって、君の想像力が陳ちん腐ぷだという事じゃないんだから」

　……一応否定しながらやっぱり糾きゆう弾だんされているような？　と安あん西ざいは思うが深く追及しない。というか、昼休みも無限ではないので、とりあえず味を無視して栄養素と満腹感だけ満たしておきたいこの食事を完かん遂すいさせなければならないのだ。

　なので食事に専念するため、さっさと結論を出してもらう事にする。

「結局それ何なの？」

「私にも分からないわよ」

「とりあえずヒントだけでも。取っ掛かりがないと何にもならない」

「でも私の言葉であれを表現できるのかな」

「まずは一〇〇〇文字以内でまとめる努力をするのはどうだろう？」

「一〇〇〇文字って原稿用紙で何枚？」

「二枚半」

「二枚半かあ」

「でも今時あれで原稿書いているヤツなんてどこにもいないと思うんだけど」

「読書感想文じゃないんだから、そんなものじゃ説明不可能だわ」

「じゃあ一〇〇文字以内で」

「減っているわよ」

「思い切って五〇文字」

「さらに減った」

「いっそ二五文字」

「さっきそこで妖精を見たのよ。何文字？」




　えー？　と。

　安西が口に出す前に、彼の表情でこずえは何かを悟ったらしい。




　どうやらＵＦＯマニアと違って、自分が常識と照らし合わせておかしい事を言っている自覚はあるらしい。顔を完全に真っ赤にしたこずえは、しかし抗議なら自分が見かけた妖精に頼たのむと言わんばかりの口振りで、

「み、見ちゃったもんは仕方がないわ！　私だってあんなもんを見るつもりはなかった!!　でも無ぶ遠えん慮りよに目の前を横切ってしまったんだから仕方がないわよ!!　というか何で私があんなもんを見なくちゃならないの!!」

「えー？」

「ついに口に出したわねこの外げ道どう!!　言葉を重ねて予防線を張っている最中に真正面からやられたわ!!」

「でも、だって、妖精って、えー？」

「写メも撮っているのよ」

「それは見てみたい」

　しかし差し出されたこずえの携帯電話に写っているのは、なんかピンボケしてどこで撮影したのか背景も判別不能な一枚だった。精神鑑かん定ていに使うロールシャッハテストなんですよ、と言われても納得できる。

「……、えー？」

「ためらいがちに否定された方が傷つくって事を今日知ったわ！　でも仕方がないでしょ。ほんの一いつ瞬しゆんの事だったのよ。とっさに携帯電話を取り出し、カメラの撮影モードに切り替え、シャッター用のボタンを押せただけでも迅じん速そくな対応だったわ」

　ところでその妖精とは一体何だったのだろうか。

　具体的な見た目とか。

「背の高さは、そうね。これぐらいだったわ。わりばしぐらい」

「ふむふむ」

「女の子、で良いのかしら？　サイズが小さいから私達の基準が当てはまるか微妙だけど、顔立ちは一〇歳くらいだったかも？」

「ふむー」

「緑色の服を着ていて」

「……、」

「トンボの羽みたいなのはついていなかったけど、あれは妖精だったわ。雰ふん囲い気き的にね。あれを見たら一〇〇人が一〇〇人とも妖精と……」

「……、ぐー」

「はあ」

　こずえはわりばしを割ると、アツアツのたぬきうどんの中に入っていた長ネギを掴つかみ、寝ている安西のおでこに向かって放り投げた。

「げしゅぶるまヴぇるふぇ!!　あちっ、あっち!?」

「どさくさに紛まぎれてブルマって叫んだわね」

　しかし誰だれが何と言おうがこの二一世紀に妖精を見たとか言われてもなんかアレなのである。旬しゆんじゃないのだ。加工が容易なデジカメの普及で心しん霊れい写真がどっかに行ってしまったように、口裂け女の話題を今まさにご開かい陳ちんされてしまうのと同じように、嬉き々きとして喰くらいつくにしては全体的にアレがアレなのである。鮮度というか、賞味期限というか、アレったらアレなのだ。

　なので、安あん西ざい恭きよう介すけがこずえに抱いだいている信しん憑ぴよう性せいは、今のところ〇％。

　マックス一〇〇％で言うところの〇％。

　意外に重要なので覚えておいてほしい。

　そう。

　この時点では〇％だったのだ。
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　おかしい。

　そう思ったのは、午後の講義を終えてスーパーへ夕食のお弁当を買いに行こうかなとか思っていた矢先だった。

　彼は携帯電話は持っているが、スマートフォンには手を出していない。商店街の福引で小型のモバイルコンピュータ（大体化粧ポーチぐらいのサイズ）を当ててしまったため、『ネット専用の小型端たん末まつ』をわざわざ別口で契約する機会を失ってしまったのだ。

　画面の壁紙は、アパートの住人の何人かで夏休みの自由研究を手伝った時の写真が設定してある。確か中学生のペットボトルロケットだったか。大方の予想通り、参加者全員がずぶ濡ぬれになったのを覚えている。その中の一人、一二歳ぐらいの白髪の女の子はここ最近引っ越してしまっていた。今も携帯電話程度のやり取りは続いているものの、何な故ぜかこちらからのコンタクトは絶対に失敗するのがやや気になる。

　その小さな画面の左ひだり端はしに、赤いポップアップが表示されたのだ。

　そこにはこうある。




　悪意のあるコード『Int.worm/Gold_Stealer』の侵入を検出しました。

　確実に処理しています。

　情報を表示するにはレポートをクリックしてください。




「……、」

　それ自体は珍めずらしい事ではない。実際にコンピュータウィルスに感染するならともかく、水みず際ぎわでブロックぐらいならコンピュータを常時接続で利用している人にとってそんなに際立ったイベントでもないだろう。

　しかし、問題なのはその名前。

　わずかな引っ掛かりを覚える安あん西ざいの耳元で、いつの間にか接近してきたこずえがささやくようにこう言った。

「……聞き覚えのある名前ね」

「うわっ!?」

「聞き覚えのある名前だわ。『ゴールドスティーラー』……あの教授のアンケートの中に出てきてなかった？　確か、くノ一いちの形をしたコンピュータウィルスとかいう話だったと思うけど」

「……というか、同じ学科を受講していたのか？」

「些さ細さいな問題だわ」

　こずえはサラリと言ってのけ、細い指で画面の左下を指差す。

「それより問題はこれね。一体何なの。私の妖精といい、あなたのコンピュータウィルスといい……」

「いやいや、何でそれ関係あるの……いや、あるのか？」

　そう言えば、緑色の服を着た小さな妖精、というのも教授のアンケートのショートフィルムにあったような、と安西は思い出す。棺かん桶おけのベッドを作る、とかいう話の中で……。

「でもそっちは幽ゆう霊れいとかＵＦＯとかの同類だろ？　こっちはただのウィルスだぞ。むしろ教授の方が、実際に存在するウィルスをネタにあのショートフィルムを作っただけなんじゃ？」

「今、私のケータイで検索しているけど、ゴールドスティーラーなんて名前のウィルスは一件もヒットしないわね。『間違ってんじゃないの検索』で勝手に別の名前ばかり出てきてちょっとイラっと来ているわ」

「そんな馬ば鹿かな」

　安西は眉まゆをひそめて、

「そもそも、ウィルスの名前なんて正式名称はないだろう？　あれはセキュリティ会社が発見したウィルスへ勝手に通称をつけているだけだ。だからソフトがゴールドスティーラーを検出したって文章を表示させた以上、そのセキュリティ会社ではゴールドスティーラーって呼んでいるはずだぞ」

「でもいくら検索しても出てこないわね」

「何だそりゃ……？」

　モバイルコンピュータでセキュリティソフトの公式ホームページを表示し、ページ内の検索ボックスにウィルス名を入力してみる。

　しかしやはり検索件数は〇。

　そんな名前のウィルスは存在しないらしい。

「……じゃあさっきのポップアップは何だったんだ？」

「どうかなニヤニヤ。私が見た妖精に比べればインパクトは小さいけど、これもやっぱり説明のできない不条理Absurdな現象とは呼べないかねニヤニヤ」

「そして何な故ぜアンタはさっきからドヤ顔なんだ？」

「ど、ドヤ顔なんて浮かべていないわ!!」

「怪しい。実は俺を巻き込むためにアンタが何か細工をしたんじゃあ……？」

「あらぬ疑いだわ！　思考を現実に寄せるためのスケープゴートにされている!?」

「でも俺のセキュリティソフトに不正なウィルスリストを更新させれば『ゴールドスティーラー』が検出されたってポップアップは表示できる訳だし、あんな漫画に出てくるＡＩみたいなウィルスが実在するって思うよりはずっと現実的だし、そもそもあんな現象が起きて得をするのはアンタぐらいなんじゃないのか？」

「不当よ！　不当だわ!!　というかそんなスーパーハッカーみたいな真ま似ねの方が私にとっては妖精よりも不条理Absurdだわ!!」

　こずえがギャーギャー言っているが安あん西ざいは気にしない。モバイルコンピュータをバッグにしまうと、安売りの惣そう菜ざい求めてスーパーへ向かう事にする。

　しかし夕暮れの講義室から、廊下へ一歩出た時点で次の異変が待っていた。




　矢印。

　廊下の進行ルートに沿って床を延々と伸びていくカラフルな矢印がある。




「……ショートフィルムにあったな、こんなの」

「じゃあどうするの？」

「ラブコメとかホラーとか、運命のジャンルに合わせて矢印が表示されるっていう……」

　だが認めたくない。

　というか、あの話が真実だったとしたら、確か脳にインプラントを埋うめ込んで表示させるシステムだったような!?　そんなの怖い！　だから認めない!!　と安西の脳が全力で否定する。ガンの発見を遅らせる駄だ目めな思考パターンに似ている気がしないでもないが、でもやっぱり怖いものは怖いのだ!!

「この不条理Absurdな現象をどう説明すんのかって言っているのよ」

「だ、誰だれかが塗料を使って悪戯いたずらしたんじゃないかな。ほら、赤い矢印なんていかにも分かりやすい……」

「私には黒い矢印に見えるわね」

「それは多分アンタの頭がおかしいって方向で」

「納得がいかない！　現実的に説明するために私の価値が落とされていくわ!!」

「信じていないのだから関係ない。どの色の矢印に向かったって問題ない。だからラブコメのピンク色の矢印に向かっていくのもただの偶然なのだ!!」

　とか何とか言いながら安西は全力で廊下を突き進む。

　しかし一五歩も進まない内に次の異変が待ち構えていた。

　山や羊ぎみたいに丸まった角。

　こうもりみたいに薄うすい翼つばさ。

　矢印みたいに尖とががった尾。




　……を装着した革衣装の幼女が廊下を横切って行った。




「な、何じゃあ今のォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!???」

　あったけど。

　ショートフィルムの中に勇者と魔ま王おうの話はあったけど!!

　でも、だとすると、あれはやっぱりあれって結論になってしまうのだが!!　と安あん西ざいの理性が全すべてを拒絶しようとする。

　コンピュータウィルスとか脳内のインプラントとかではなく、ついにやってきました生きつ粋すいのファンタジー。これまでとは別種の拒絶感が全身に襲おそいかかってくる。

「さあどうするの」

　こずえが言った。

　いつの間にか彼女が出題者みたいな調子で、

「君は目の前で展開される不条理Absurdな現象にどう決着をつけるっていうの!?」

「演劇サークル？」

「無難なところで押さえつけてきたわね。でもあんな生き物みたいにリアルに動く羽なんて作れるもんなの!?」

「えー？　そ、そんなにリアルだったっすかね？　なんか発泡スチロールみたいな質感だったような、へ、えへへ」

「証拠映像がないからって自分の主観を補正しにかかっているわ!?」

　その後も、人間を丸まる呑のみにできる超巨大食虫植物、ＳＦ技術で設定を補強したくノ一いち、嫉しつ妬と深い和風の女神様、頑がん固こな寿す司し職人などの不条理Absurdが次々と迫り来る。だが認める訳にはいかない。認めてたまるか!!　という半ばヤケクソな精神性で安西は一つ一つを現実的な解釈で潰つぶしていく。なんていうか、一つでも認めた瞬間にファンタジックな異世界へ引きずり込まれそうな、漠然とした恐怖心があったのだ。

　こずえは呆あきれたように、

「特殊メイクって結論は卑ひ怯きようだと思うわ。大抵はこれで何とかなっちゃうじゃない」

「映像系ならＣＧの一本押しができるんだがな。ナマだからちょっと面めん倒どう臭くさい」

「一つ一つはそれでクリアできるかもしれないわね。でも何で君を誤解させるために特殊メイクの演劇サークルが大勢やってきているのか、その連結部分については説明できるの」

「う……!?　そ、それは」

「できないんならこれまでの仮説は怪しくなってくるわねニヤニヤ。そうなると私が見た小さな妖精も信じなくてはならなくなるわねニヤニヤ」

「こ、これも教授の企たくらみの一つで、アンケートを軸にした心理学的な実験はまだ終わっていなかったのだ、的な？」

「ほうほう」

「あるいは逆に、こういった現象が教授の周りで頻ひん発ぱつしていて、教授はそれを元にショートフィルムを作って鑑かん賞しよう者しやに何かしらの精神的な変容、あるいは耐性を……ハッ!?」

「なるほどねえニヤニヤ」

「駄だ目めだ！　それだと前提を否定できない!!　こんな不条理Absurdは存在しないんだ！　しないったらしないんだ!!　だから存在しないものを元ネタにショートフィルムを作るんじゃ状況の説明にならない！　それならいっそこずえが全すべての元凶だったとかいう風にした方がまだ納得できる!!」

「思考が手詰まりになると私を悪役にしようとするパターンはそろそろやめてほしいんだけど!!」

　とにかくスーパーの惣そう菜ざいという現実的な目標にしがみついて、サイケデリックな脇わき道みちを全力で否定するしかない。するしかないとか考えている時点ですでに追い詰められているような気がしないでもないのだが、それでもやっぱり『あれ』と真正面から向き合いたくない。

　一度でも向き合ってしまったら最後、近所の猫が最近冷たい　→　実はムー大陸の沈没に関かかわっているのでは!?　→　日本ももうすぐピンチだ!!　的なエキセントリック思考回路に脳を乗っ取られそうな気がしてならないのだ。

　だから全部否定する。

　もう説明している端はし々ばしで何かが崩ほう壊かいしかけている気がするけど否定する。

　やっぱりあの魔ま王おうの翼つばさは発泡スチロールじゃなかったようなと思わなくもないけど否定する。

　そうしてようやく校舎の外まで飛び出した安あん西ざい（と、何な故ぜかついてくるこずえ）だったのだが、

「さあ今度はどうするの？」

「……、」

　ゴォ!!　という烈れつ風ぷうの威圧。

　風が吹いているのではなく、巨大な物体が移動している事で生まれる空気の流れ。地下鉄の列車が駅のホームに近づいてきた時のような例のアレが、安西の頬ほおに叩たたきつけられる。

　その正体は。

　キャンパスの外にあるビルとビルの隙すき間まを抜けるように歩を進める……、

「どう説明するの？」

「……チラッと出てきただけじゃん」

「どう否定するの？」

「魔ま法ほう少女とか全身タイツのヒーローとかが出てくる話でチラッと出てきただけじゃん！　分かりにくいよ!!　だったらいっそストレートに魔法少女が出てくれば良いのに!!」

「見るからに合体型の巨大ロボって感じよね。私にはそれ以外に目の前の現象を表現する言葉を持たないわ」

「……、」

　ぐいーむ、という機械の作動音と共に、ロボの首がこっちを向く。

　このままだと大学のキャンパスへやってきそうな雰ふん囲い気き。

　説明しろ。

　特殊メイクでも段ボールの塊かたまりでも自衛隊の新兵器でも何でも良い。とにかく全長二〇メートル大の巨大ロボ（らしきもの）が闊かつ歩ぽしているんだけど実は単なる見間違いであるという理由を何が何でもここででっち上げろ!!

「無理だと思うわよ」

「いいやできるはずだ!!　ある意味で巨大ロボとか妖精よりも否定したい!!　あんなデカくて重たいものが何な故ぜ二本足で歩かなきゃいけないんだの部分を考え始めるときりがなくなるんだから簡単なはずだ!!」

「でも無理だと思う。だから私は逃げるけど、手っ取り早く否定する方法が一つだけあるから伝えておくわね」

「なになに？」

「あれに踏ふまれてみろ。潰つぶれなければ段ボール製とか発泡スチロール製とか言い張る根拠を手に入れて、きっとあなたは巨大ロボを否定できるわよ」






　　愛洲の場合
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「おっ、私と似たような結果になっています。珍めずらしい事もあるものですね」

　言ったのは愛あい洲すとかいう二一世紀枠って感じの名前の女だ。

　安あん西ざいが何か返す前に、春はる海みが横からピョコピョコ手を挙げて言う。

「私のとはオール似てない事になってるワネー」

「私のとも全然違うわ」

「話ならコーヒーショップに着いてからにしない？　あそこ、隙すきあらばさっさと店じまいしようとするから急がないと危ないかもしれないし」

　そんな訳で講堂を出る。

　大学構内にあるコーヒーショップは国際的に展開されているはずのチェーン店なのだが、何な故ぜかマニュアルを無視して勝手に閉店してしまう事で有名だった。

「そうそう、あそこ隠しメニューがあるって噂うわさ知っています？」

「エスプレッソ作るのに失敗した店長が、その場しのぎでごまかしたっていうオチではなかっっけ」

「……あれ？」

　と、そこで安西は声を出した。まずズボンのポケットに手をやり、それから小さなバッグのファスナーを開けて中を確認する。

　やはりない。

「携帯電話、どこかに忘れてきたか……？」

「講堂とかじゃないですか？」

　愛洲はそう言ってきたが、安西は首をひねって、

「いや、アンケートやってる途中で携帯見た覚えはないな。……となると、講義室の方かも」

「ＧＰＳとかでサーチできないの？」

「位置情報系は全部設定切ってるんだ。なんかアレ怖いんだよな」

「ヴァージンガールみたいな事言うノネー」

　安西は軽く頭をかいてから、

「……ちょっと校舎の方を探してくる。悪いんだけどコーヒーショップはキャンセルするわ」

「えー？」

「春海。事情が事情だから引き留められないよ」

「手伝った方が良い？」

「おおっとう。暗い夜道とこずえの組み合わせは本当にまずそうだから私も付き合った方が良いかもしれませんかねー？」

　早く携帯電話の問題を何とかしたいので、安あん西ざいは適当に挨あい拶さつして女の子達と別れた。肌寒い、ほぼ真っ暗な道をずんずんと進んでいく。普ふ段だんなら多少は不ぶ気き味みに思うかもしれないが、切迫した現実的な問題があると全く気にならなくなる。

　と、後ろから声をかけられた。

「おーい、待ってくださーい」

「？」

　振り返ると、キャバ嬢じよう（色黒）こと愛あい洲すが小走りで近づいてくるところだった。しかもこずえまでついてきている。

「なに？」

「こずえの親切心（下心あり）が爆発しました。大人しくほっこりされやがれ」

「そんな事ないわ」

　こずえはムッとした調子で、

「そっちの方こそ、何か自分が照れるたびに私を間に挟んで衝しよう撃げきを緩かん和わしようとするのはやめてほしいわ」

「むぐっ!?　な、何を言っているのですかがはは!!」

「そのクッション癖ぐせが飛び出すたびに、私の危険度が事実無根で跳ね上がるのよ！　最近私の周囲をうろついてんのは公安とかかもしれないわ！」

「いやでもこずえが人をつけ回すのは事実ですよねギャギャギャ!?」

　こずえの小さな手で盛りに盛ったキャバ嬢ヘアをグシャグシャにかき回され、愛洲がノイズみたいな悲鳴を発する。

「はあ。で、アンタの方は？」

「んー？　文系の校舎に入る機会ってそうそうないですからね」

「ずるいわ！　また自分だけクールな回答を!?」

「やめれやめれ!!　と、とにかく物もの珍めずらしさですよははは!!」

　となると愛洲は理系なのだろうか、と安西はどうでも良い事を考えた。あのキャバ嬢スタイルで。でも文系の学科にいてもどっちみち浮きまくるとは思う。

「意外でした？」

「まあ……」

　安西は適当に言葉を濁にごしてから、

「蛍ほたる……さんだっけ？　あの黒髪で長身の人。あっちの方が理系って感じはしたけど」

「蛍はああ見えてロマンチストですからね。フランス文学とか専攻していますよ」

「意外」

「そうね。怪しげな研究所で改造人間でも作っていた方が似合いそうだわ」

　テキトーな口調でひどい事が言えるのは、それだけ付き合いが長いか深いか、どっちかだからか。

「春はる海みと蛍ほたるは先にコーヒーショップに行っていますよ。席取りしておかないとホントに店長が店を閉めようとしかねませんからね。さっさと携帯見つけておしゃべりしましょー」

「え？　コーヒーショップまだ続行だったの？」

　そんな事を言い合いながら、安あん西ざい達は大学の校舎へ入る。院生などが年中無休で寝泊まりしているためか、扉の鍵かぎはかかっていないし、明かりのついている部屋もポツポツとだがある。

「そう言えば、君は何を専攻しているのよ」

「社会学関係。って言っても、一年だからほとんど基礎教養しかないけどさ」

「一年生なんですか？」

「二浪してるの」

「基礎教養……。私も大学生にもなって必修で運動があるのにびっくりしたわ。ジャージになって長ちよう距きよ離り走るとかインテリジェントじゃないわよね」

「こーずえー。走っても揺れるものがないからって八つ当たりは駄だ目めですよ」

「インテリジェントじゃないわ」

　講義室には誰だれもいなかったが、特に鍵もかかっていなかった。そして部屋の中をちょっと調べてみると、簡単過ぎるほどあっさりと携帯電話が見つかる。机の下に落ちていた。

「一安心だわ」

「一応ログ調べてみてはどうです？　不審者がパスコード打ち込んでないかどうか」

　親指で操作してみたが、やはり誰かがいじった形跡もない。

「大だい丈じよう夫ぶみたいだ」

「じゃー春海達にメール送っちゃいますね。今から行きますぞー的な」

「そう言えば」

　講義室から廊下に出たところで、安西はポツリと言った。

「講堂の鍵開きっ放しって、事務室に報告しなくて良いのかな。あの教授は黙だまってどこか行っちゃうしさ」

「近くにあるんだし、寄って行っても良いかもしれないわね」

「アンケート集めてどっか行っちゃうなんて、なんかブラックコードの話みたいだよな」

　ある程度知名度のある大学になら、どこにだって与よ太た話ばなしはあるものだ。地じ震しん研究の第一人者が突然消えてしまう話とか。そしてこの大学にもそうした話があったりする。ひょっとしたら、日本全国で『あそこの大学』と言って通じる証あかしみたいなものなのかもしれない。

　愛あい洲すは親指でメールを打ちながら、

「ありましたね。一年で一〇〇〇以上提出されるレポートの中でも、内容が超ヤバくてとてもじゃないけど一般公開できないようなものを集めた棚があるって話でしたっけ？」

「幻の殺人バクテリアが本物か調べるために行ったデータがあるって聞いた事があるわ」

「俺が耳にしたのは、生徒に行ったアンケートの中に面おも白しろ半分で『人を刺した事はありますか？』っていう質問を混ぜたら、とんでもない結果が出て、次の日から教授を見なくなったって話だったけど」

　言っている内に事務室の前までやってきた。ドアの隙すき間まから光が漏もれているので、おそらく職員はまだいるだろう。

　控え目なノックをして中に入り、講堂の事を一応話しておくと、中年の女性職員は怪け訝げんな顔をしてこう答えた。

「講堂の使用許可なんて出ていないはずなんですけど」
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「えー？　ワットワット、それじゃあのアンケートって何だったノヨー？」

　コーヒーショップで話を聞いた春はる海みがそんな事を言ったが、安あん西ざいだって答えられない。今日の放課後、講堂の使用申請は出ていなかったというだけ。それがどんな事実に繋つながっているかは説明できない。

　長身の蛍ほたるも眉まゆをひそめて、

「教授は大学側に黙だまって、勝手にあのアンケートをやったという事？」

「いや、そもそもさ」

　安西はため息をついて、

「あの教授？　田た中なかさんとか自己紹介してたけど、大学にそんな名字の教授はいないんだって」

「じゃあ誰だれだった訳？」

「分かんないんですって」

　愛あい洲すも何か漠然としたものに対して諦あきらめたように言う。

「大学関係者ではない変なおじさんが勝手に敷しき地ちへ入ってきて、勝手に私達へアンケートの通達を出してきて、見事にイベントを成功させたって話ですよ。でも、わざわざそんな事をやって何の得になるのかは分からずじまいです」

　こずえがコーヒーゼリーをグチャグチャとかき混ぜながら、小さな声で呟つぶやいた。

「個人情報とか？」

「使える情報なんて名前ぐらいしかないぞ」

「君は寝ていたんだっけ？　アンケートが終わった後にネ、あのプロフェッサーはなんかショートフィルムのナンバリングでハートの仕組みを暴けるかもみたいな事を言っていたノヨー」

「でも、それって何になるんでしょう？」

　愛あい洲すがもっともな疑問を発する。

「住所とか電話番号とかならともかく、心の情報なんてお金になるんでしょうか？」

「だよな」

　安あん西ざいとしては、もちろん不ぶ気き味みさは拭ぬぐえないが、具体的な被害が想像できない事は心理的な負担を軽減させてくれた。

「でも、むしろ俺の単位が足りない事を外部の人間が知っていた方が怖いよな」

「君は単位が理由だったのね」

「え？　みんなは違う訳？」

「まあ色々と」

　蛍ほたるに目を逸そらされた。

「何？」

「良いじゃないですか別に」

　愛洲に笑ってごまかされた。

「みんなは何だったんだ？」

「あなたと似たようなもんよ。心配はしないで」

　こずえにきっぱりと拒絶された。

「具体的に言ってほしい」

「……あははＨＡＨＡＨＡ……」

　春はる海みに笑ってごまかされた。

　つまり誰だれも答えてくれなかった。世の中は冷たい。

　愛洲がさっさと話題を変えてしまう。

「ともかく、です。事務室の方も本格的に調査が必要だ、みたいな事を言っていましたし、私達があれこれ考えるより結果を待った方が手っ取り早いかもしれないですよ」

　それはそうだ、と全員の意見が一致した。

　仮に教授の素す性じようが分からずじまいだったとして、それで安西達の身に危険が迫るとも思えない。職員が突き止めてくれればそれでよし、できなかったとしても時間の中でゆっくりと忘れていけば良い。『不気味な出来事』の価値なんてその程度のものだ。

　そう思っていた安西だったが……。
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　不思議な事は起こる。

　起こってしまうのだから仕方がない。

　こういうのは調理実習でケーキを作り、給食のデザートでもケーキが出現し、家に帰ると珍めずらしくケーキが置いてあったのと同じぐらいタイミングが悪かったりするものなのだが、自分でスケジュールを管理できるものではないのだからどうしようもない。

　では一体何が起きたのか。

　答えはすぐに分かる。
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「う」

　目覚まし時計のベルで安あん西ざいは目を覚ました。

　思わずのろのろと手を動かしてやかましい時計を止めてから、ふと気づく。

　今のは一体何だ？

　安西は携帯電話のタイマー機能を使って目を覚ます習慣があった。目覚まし時計は使っていない。

　しかもぼんやりした頭が思考能力を確保してくると、それどころではない問題が確認できた。

　ここは安西の知るアパートの自室ではない。

　硬い床の上に転がされていたせいか、体のあちこちがギシギシと痛む。四角い部屋の中はかなり暗かったが、完全な闇やみという訳でもなかった。壁の一方からうっすらとした光がある。カーテンか何かで窓が遮さえぎられているようだ。

「……というか、ここ」

　アパートやマンションといった住環境とは違う。ファミレスやコンビニといった商業空間とも雰ふん囲い気きは違う。だが見覚えがある。それほど特殊な場所ではない。

　そう、

「うちの大学、か？」

　何でまた、という思いはある。しかしそれ以上に、さっさとここを出ようという考えの方が強かった。燃えている家の中で頭をひねって出火原因を究明するより、まず安全な場所まで逃げようと思うのと同じだ。

　となると、ここは『危険』なのだろうか？

　それも部屋を出てからだ、と安西は先送りし、とにかく立ち上がろうとする。

　じゃらり、という金属質な音が聞こえたのはその時だった。

　鎖くさりの揺れる音。

　左手首に腕時計のようなものがくっついていた。薄うす闇やみの中で触さわって確かめて、それが手て錠じように似たものであると気づく。鎖は意外と長い。一メートルぐらいあって、その先には……。




　何な故ぜか。

　Ｖ字のバカ水着を着た肌色満載な愛あい洲すが、安あん西ざいと同じように床へ寝かされていた。




「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………何だこれ」

　スリングショットと言うんだったか。ピンク色の合成繊せん維いでできたＶ字の水着は、グラビア雑誌など『地続きの世界から隔かく絶ぜつされた』場所でのみ許されるものであって、こうして間近で見ると、不覚にも色気を通り越してちょっと笑えてしまうぐらいのインパクトがあった。

　しかし笑っている場合ではない。

　というかこの状況でニヤニヤするのはまずい。

　まさかの極限状況における一対一。あらぬ誤解のオンパレードになる事間違いなしの状況である。せめて昨日いた他の三人もセットだったら誤解の頻ひん度ども下がるかもだが、どこを見ても他の登場人物などいないのだった。

「そもそも、だ」

　根本的に何が起こっているというのだ？　と安西は思う。世界で一番ダサい冤えん罪ざいに巻き込まれそうなこの環境は!?　事態解決のために奔ほん走そうしてもハリウッド映画の題材になりそうにないし、そもそも真相を突き止めてもスゲェ虚むなしい結果しか出てこなさそうなこの感じ。安西は思わず愛洲から距きよ離りを取ろうとするが、鎖くさりでお互いの手首が繋つながれている事が災わざわいした。

　安西の動きに合わせて愛洲の手首も引かれ、その動きが愛洲の意識を刺激する。

「う」

　目覚めの台詞せりふまで一いつ緒しよだった。

　一いつ瞬しゆん、本当に一瞬、首の横にチョップを加えてもう一度眠らせてやろうかと本気で考えた安西だったが、すんでのところで思い留とどまる。

　そして地獄の門が大きく開く。

　愛洲は最初、不思議そうに眉まゆをひそめ、周囲を見回し、それから自分の格好の違和感に気づいて、最後に事態を超大おお雑ざつ把ぱに認識して顔全体を真っ赤に染める。

「ぎゃああああああああああああああ!?　やっぱり夢じゃなかったァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

「え!?　って事は俺より早く目が覚めてからショックで気絶しブグヴェ!?」

　チョップを我が慢まんした安西は本気のフルスイング（愛洲　→　装備　→　Ｅ・落ちていた目覚まし時計）を頂ちよう戴だいした。

　真正面から殴なぐり倒されて気絶するなんていう大層レアな経験を積みながら、安西は自分の選択に真剣に疑問を呈する。
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　さて問題です。

「どうやらここはうちの大学の講義室みたいだ。こんな狭い部屋、一般教養ばっかりやってる俺には縁がないけど。そして時間は午前八時。先生達はもう学校にいると思う。気の早い一番乗りの生徒もいるかな。元から泊まりがけで論文書いている先輩達はもちろんいる。でも登校ラッシュはおそらく八時半から九時ぐらいまでの間だ。つまり俺達に残された時間は三〇分しかない」

「……それまでに着替えを見つけなければ、私は手て錠じようつきで大学中にサービスシーンをご提供するという事ですか？」

「もちろんこの格好で校舎の外に出たら大問題だ。だから重要アイテム『もめんのふく』は校舎の中で手に入れなければならない」

「というか服ならここにありますよね？　あなた今着ていますよね？　せめて上ぐらい貸してくださいよ!!　男の子なら問題ないです。カンフー映画っぽくなるだけですから!!」

「気づいていないのかね愛あい洲す隊員」

「ん？　あれ!?　上着のボタンが瞬しゆん間かん接着剤で固められている!?」

「ズボンのベルトもだ。……俺もついさっき気づいたんだが、これを仕掛けたヤツはどうあってもバカ水着を着た女の子が校舎内で走り回るスパイアクションを拝みたいようだぞ」

「許せん!!　嫌いやですよそんなの!!　だったらこっちもカーテンとか体に巻きつけて……ああっ!?　何な故ぜか分厚いカーテンが手でちょっと引っ張っただけでボロボロと!!」

　多分、薬品か何かで腐食させておいたか、あるいは眠っている間に破れやすい素材のものと交換してあったんだろうな、と安あん西ざいは適当に推測する。

　いちいち手が込んでいるのだが、ここまでやるほどの意味が一体どこに？

　そもそもどこの誰だれがこんな事をやったのだ。

「ほ、他に体を隠せそうなものは何もありませんし……！」

「なんかーメモみたいなものが落ちているけどー？　教授さんが残していったものじゃないのかなー的なー？」

「なになに……『私の見ているものが真実だとすれば、「Ａｂ．バスター」とも呼ぶべき人材が必要だ。あれに対抗しようにも、あれを集め過ぎた私では不適合だ。だからこそ新規の人材に「Ａｂ．バスター」としての……』ってどうでも良いし！　小さい!!　このメモ小さすぎて何も隠せません！　掌てのひらの方がまだ大きい!!」

　愛洲は怒いかりのあまりメモをビリビリに破って捨ててしまった。

　良いのかなあ？　と安西は思う。

　何だか知らんが、あれはこのメチャクチャな事件にチャレンジする前に入手しておくべき、プロローグ的に絶対必要な情報だったんじゃあ……？　と。

「しかし着替えになりそうなものってどこにあるんだ？　心当たりある？」

　中学高校と違って『自分の教室』というものがないため、大学では私物を置いておくという風習は存在しない。ゼミに参加したり院に入ったりして研究室に出入りするようになれば話は変わってくるかもしれないが、安あん西ざいは今のところ一般教養ばかり消化しているので、そうした『ほぼ個人スペース』には縁がなかった。

　愛あい洲すはバカ水着によって全く隠れていない、むしろ逆にイロイロとしたものが飛び出ているような気がする自分の体を両手で抱いてガードしながら低い唸うなり声を上げて、

「……うーむ。サークルの活動棟とうまで行けばジャージとかユニフォームもあるかもしれませんが」

「サークル入っているんだ」

「西フランク王国式決けつ闘とう術じゆつ復興サークルに」

　……何をする所か具体的なものが全く見えないのだが、とりあえずこれ以上この娘に体を張ったツッコミをさせてはならない、と安西は心に誓う。文化系サークルである事を願うばかりだ。

「でもサークルの活動棟って校舎から離はなれていたよな」

「あとサークルの部屋の鍵かぎは教員室で管理しているから、どうあっても先生の目に触ふれます……」

「それ以外となると」

「私物を置いている場所なんてありませんよ」

「私物以外の服が置いてある場所。……うーん、学食とか？」

「？」

「なんか衛生管理のつもりか知らないけど、あそこで料理作ってる人っていっつもジャージとエプロンじゃない？　ホントは半導体工場で働いている人みたいに、薄うすい化学繊せん維いの服と帽子がベストなんだろうけど、薬品臭くさいイメージ嫌きらいってお客さんもいるからその対策なんじゃないか」

「つまり」

「あれ私服じゃないぞ。多分同じようなセットがいくつも厨ちゆう房ぼうに置いてあるんだ」

「イエス!!　よくできました!!」

「ぎゃあああ!?　感かん極きわまったからってその格好で抱きつくなっっっ!?」

　我に返った愛洲から理り不ふ尽じんな平手打ちを一発もらい、二人は行動開始。

　……の前に、念のために安西は尋ねてみた。

「昨日の友達連中……春はる海みとか蛍ほたるとかだっけ？　あの人達に連絡して着替えを持ってきてもらうって選せん択たく肢しは？」

「ないです。全くない。あいつらにこんな格好で学校うろついているってバレたら私は衝しよう動どう的てきに世界を滅ぼすと思います」

　そんな訳で、二一世紀に降臨した魔ま王おう愛あい洲すを引き連れて（安あん西ざいとは関係ない人の）人生を懸かけたスパイアクションが幕を開ける。

　鎖くさりはある程度の長さがあるので、基本的に安西が前に出て安全を確認し、その後に体を丸めた愛洲が続くという形になる。

　廊下の角で、長い白髪がチラリと見えた。どうやら一二歳前後の女の子がそちらへ曲がっていったようだが、安西達に気づいている様子はなかった。

　……大学なのに？

　微妙に不条理Absurdな光景ではあるのだが、今はいちいち気にしていられる状況ではない。他には誰だれもいない、という事の方が重要である。さっきの女の子は完全に消えていた。朝のひんやりした空気に支配された廊下を進んでも問題はなさそうだ。

「……大だい丈じよう夫ぶみたいだ」

「さっさとこんなアホみたいな緊きん急きゆう事態は終わりにしましょう」

「でも屈かがんで進んだ方が良さそうだぞ。そのまま立って歩くと廊下の窓越しに外からバレそう」

　叫びながら全力疾しつ走そうしたい気持ちを抑え、音を立てずゆっくりと廊下へ出る安西と愛洲。ちなみに安西まで心拍数がおかしくなっているのは当然、この状況で愛洲が何かに失敗してわんわん泣き始めたら、もう前後の文脈関係なしに安西の人生が加害者的な意味で破滅しかねない予感がするからだ。

「ここ何階なんですか？」

「窓の外見ると……どうも三階みたいだな。高さで分かる」

「学食って一階でしたよね」

「ひたすら一直線が続く廊下よりは身も隠しやすいだろうさ。不意に鉢合わせる危険も増す訳だが。……って、待て。しっ！」

「ぎゃあああああああああああ!?　足音来ましたー!!」

　階段に差しかかったところで下から複数の足音が。このままでは見つかると判断した安西と愛洲は慌あわてて上階へ進路変更し、踊り場から顔だけ出して状況を確認する。

「（……ホントに三階で止まってくれるんですか!?　上まで上ってきたら完かん璧ぺきに見つかります！　清掃中の看板とか置いておいた方が良くないですかね!?）」

「（……その看板を取りに行くまでどこをどう冒険するつもりだ!?　それより上、上も確認しろ！　今挟み撃うちされたらそれこそ逃げ場なしだ！）」

　無意味に両手をわたわた振って揉もめまくる二人だが、幸い、足音の主は階段から三階の廊下に出ていく。その背中を見る限り、どうやら『一定以上化粧が濃い女はもう単位をあげない』という真しん偽ぎ不明の伝説を持つ頑がん固こマダムの品しな川がわ教授のようだった。

「ば、バレたら死んでいましたね」

「……俺リアルに敷しき地ち内ないの桜の下に埋められていたかもしれん」

　ともあれ、ゴールへの道が開けたのなら突き進むしかない。

　三階と四階を繋つなぐ踊り場を離はなれた安あん西ざいと愛あい洲すは階段を下って一階へ向かう。その途中で、ふと安西は尋ねた。

「でもこんなの仕掛けたのって一体誰だれなんだろう？」

「私とあなたを繋ぐ共通項って、そんなに多くないと思います。そもそも昨日まで顔も名前も知らなかったんですから」

「となると……」

　いくつかの抜けがある事を自覚しつつも、安西は予想を口に出す。

「春はる海み、蛍ほたる、こずえ。そいつらの誰か？」

「ないですね」

　しかし愛洲はあっさりと否定した。

　特に物的な根拠があるという訳ではなく、

「ああ見えて、踏ふみ込んで良い場所といけない場所の色分けはできています。羽は目めを外せば枠組みから排除する。小学生が夢見る親友じゃないんだから当然です」

「そんなもんかね」

「ですよ。そんな結末だったら多分私は人を刺します」

　サラリととんでもない言葉が出てきた。

　女子はこう、時々とんでもない角度から切り込んでくるから怖い、と安西は思う。傷の深さ自体はそれほどでもないが、釣り針のように刺さった異物がいつまでも抜けない、というか。今の台詞せりふもどこまで本気でどこから冗談なのか判別できなかった。

「でも、それ以外に俺達って何か繋がりあったっけ？」

「それは……」

　言いかけて、愛洲は言葉を切った。

　一階まで無事に辿たどり着いたからだ、と安西は思ったが、どうも様子が違うようだ。

　階段のスペースから顔だけ出して一階廊下の様子を確認する安西に、後ろからバカ水着の愛洲が声をかけてくる。

「あの、ちょっと気づいちゃったんですけど」

「何を？」

「……学食って廊下のずっと端はしの方……っていう事は、このルートだと校舎中央の昇降口を思いっきり横切る羽目になるような気がするんですが」

「……、」

　時刻は八時一〇分。

　登校ラッシュが始まる八時半まで時間がない。

「に、二階に戻って廊下を横切って反対側の階段から一階に下りる、とか？」

「そうしたいところですけど、ちょっと、ちょっと！　足音、階段の上から近づいてきましたっ!!」

　トランプでピラミッドを作るように、必死に策を練っても結局は大きな震しん動どうで全部崩れてしまう。揺れに任せて状況に押され、二人は安全が確保されているかもいまいち自信のない廊下へ飛び出して行ってしまう。

　そして一度前へ進んだからにはもう突っ走るしかない。

　躊ちゆう躇ちよしても破滅のリスクが高まるだけだ。

「私はっ、あのアンケートの教授が怪しいと思うんですけどっ！」

　身を低くしながら移動する愛あい洲すがそんな事を言った。

「何でまた？」

「春はる海みやこずえ達以外だったら、私達を繋つなぐのはあのアンケートだけしかないです」

「でも、だったら何でこの組み合わせ？　参加者は何十人もいただろう」

　ひょっとしたら広い大学構内の別の場所では、同じようにコソコソと移動しているペアが何組もあるかもしれないのだが、そちらの可能性については何の根拠もないので今は除外する。

　愛洲は自分の体を抱きつつ、あちこちに目をやりながら言う。

「でも、昨日あなたはこう言いましたよね。アンケートの結果は私とぴったり合っていた。参加者の中でそんな事があったのは多分私とあなたの二人だけだと思います」

「根拠は」

「簡単な数学の問題。二四本のショートフィルムを並べた順番がぴったり合致する確率はどれぐらいでしょう？」

「え、あ、う……？　す、数学なんて電卓があれば大だい丈じよう夫ぶだから!!」

「電卓使っても良いから計算をしましょうよ!!」

　愛洲は羞しゆう恥ち以外の何かで顔の赤さを増量させて、

「答えはおよそ一〇の二三乗×六分の一。兆とか京けいとかの先まで分母の単位が飛んじゃってて、なんて呼ぶのか分からないぐらいの超低確率ってヤツです。多分、漢字三文字ゾーンだと思いますけど」

「……そ、そんなすごかった事なのか。あれ」

「もちろん可能性が〇ではないんだから『三人目』がいる可能性もあるんですけど……まあ、あったら奇跡ですよね。二人の時点でも相当だと思いますが」

　そう言われてしまうと確かに、春海や蛍ほたる達とおしゃべりした、よりもアンケートの結果の方が重要な気がしないでもない。

　もっとも、人と人とが出会うというのは、二四のショートフィルムを並べるよりも複雑で低確率なのかもしれないのだが。

「……やってきましたレッドゾーンの地雷原」

「余裕が出てきたのは感覚が麻ま痺ひしてきたからか？」

　昇降口。これからの時間帯、人と遭そう遇ぐうする可能性が一番高くなりそうな場所へと安あん西ざいと愛あい洲すは到達する。

　学校によっても事情は違うと思うのだが、この大学にはまだ上うわ履ばきの概がい念ねんが残っている。つまり下げ駄た箱ばこがいくつも並んでいた。おそらく高価な研究機材や古い書物が汚れや泥で台無しになるのを避さける処置だろう。部屋ごとに靴を脱ぐ方がポピュラーな気もするが、建物の中に汚れが入ると、扉の隙すき間まなどから入り込むとでも考えている神経質な教授がいるのかもしれない。

　ただし学生は講義によっていくつもの校舎を行き来するため、中学高校のような『自分のロッカー』は存在しない。行く先々で適当な下駄箱に靴を放り込み、代わりに共用のスリッパに履き替えるだけである。

　これまで通り、安西が前に立って、角から顔を出すような格好で安全を確認し、

「……見たところ、人がいる感じはなさ」

　言いかけた直後に真後ろにいた愛洲から思い切り背中を押された。下駄箱と下駄箱の間にあるスペースへ放り込まれる。

　抗議を言う前に事情に気づいた。

　下駄箱を挟んだ向こう側のスペースから、女の子の声が聞こえてくる。

「春はる海み。何だか今日早くない？」

「銀行口座変えたからオフィスの人に授業料の引き落とし先を変えてもらわなきゃいけなかったノヨ。手続き面めん倒どう臭くさそうデショ。そういう蛍ほたるサンこそ何デー？」

「理由ないけど。あの幹線道路、普ふ段だんはもっと混んでいるはずなんだけどね。何であんなスイスイ進めたのかな」

　ある意味で一番バレたら困る、パーソナルなボスキャラが出てきた！

　下駄箱を挟んでいるだけだから、単純な直線距きよ離りは六〇センチぐらいしかない。

　念のために確認してみる。

「……バレたらどうなりますか？」

「世界が滅びます」

　一貫していた。

　しかし困った事に、安西の側から積極的に行動するような事は何もない。ただひたすらに祈りを捧ささげて春海と蛍が黙だまって立ち去ってくれる事を願うしかない!!

　もちろん。

　そんなので完全な安全地帯が構築されるほど世の中は甘くないので、




　直後に。

　何の前まえ触ぶれもなく、いきなり安あん西ざいの携帯電話が着信メロディを発した。




　息を潜ひそめていたのが全部台無し。そしてパニクった愛あい洲すが絶叫を発する。

「ヴぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　だが冷静に考えれば安西の着信メロディなど春はる海みや蛍ほたるが知っている訳はないので、聞かれたところで問題はないはずだった。むしろ決定的にまずいのは、

「あれ？　愛洲の声が聞こえたワ」

「この分だとこずえもいそうだね」

　言いながら、足音の音源がカツコツと移動するのが分かる。明らかに下げ駄た箱ばこを回り込んでこっちに近づいてくるのが分かる動きである。

　彼女達にとってはいつも通り挨あい拶さつをしようと思っているだけだろうが、安西達としてはそれどころではない。

　というか、墓穴を掘った自覚がある愛洲は、ほぼ八つ当たり気味に安西の襟えり首くびを両手で掴つかみ上げ、

「（……そういうのは切っておいてくださいよ!!）」

「（……いやでも今のはどう考えてもアンタが悪グエ!!）」

　こんな所で無意味に拘こう泥でいしていては春海と蛍に発見され、スパイアクションは失敗に終わり、そんでもって多分世界が崩ほう壊かいする。相手は下駄箱の奥側から回り込もうとしているようなので、安西達は逆に手前の出口側へと回り、意図的に入れ違いの状況を作り出す。

「あれ？」

「どこへ行ったのかな」

　春海と蛍の声を下駄箱越しに聞きながら、一気に開いた空間を走って昇降口を突破。廊下へ出て学食を目指す。

　学食自体は開くのは昼前だし、料理の仕込みも大体午前一〇時ぐらいから始まるので今は無人なはずだ。最大の難所である昇降口を抜けてしまえばもう怖いものはない。

　廊下から転がり込むように学食へ飛び込む。

　奥の厨ちゆう房ぼうまでの距きよ離りはおよそ三〇メートル。

「なんていうか、これもアンケートの続きみたいですよね」

「？」

「質問の形式が変わっただけ。階段を下りる、廊下を進む？　昇降口を通る、遠回りする？　そうした小さな質問の積み重ねになっているような気がします」

　そして今回もまた、二人で一いつ緒しよに突破しそうになっている。

「何のために？」

「そもそもあのアンケート自体、目的は不明なんだからどうにも。ただ、教授のこれまでの動きを見ると、『自分の目的のために他人を動かして何とかしようとする』傾向みたいなものが浮き出ているとは思います」

　となると、あのアンケートが第一問、このバカ水着が第二問として、この後も第三問、第四問と続くのだろうか。

　それはいつまで？

　何の準備段階として、どんなふるいをかけるために？

　あるいは、ありふれた第七問を消化しているつもりが、いつの間にか『教授の目的』を達成するようなアクションを完了させていた……とかいう風になっているのか。

「悪の大だい魔ま王おうでも倒せっていうのか」

「勇者の資質を測るものがこのスリングショットだって言うなら、多分そんなもんに支えられる世界は滅んで良いと思います今すぐに」

　愛あい洲すは唇くちびるを尖とがらせながらも、

「ただ、不条理Absurdな状況を作って、それを突破する事を期待しているのだとしたら、そうしたスキルに特化した人材を検出するか、育成しようとしているかもしれませんね」

「どういう事？」

「あらゆる不条理Absurdに対抗できる人材を大至急求めている、とか？　大魔王や銀河ＵＦＯ宇宙軍と戦え、とまではいかないまでも、何か巨大な不条理Absurdと」

　ともあれ今はこの第二問をクリアするのが先だ。

　安あん西ざいと愛洲の二人は学食から厨ちゆう房ぼうへ向かう。実際に裏側に回ってみると、学食、厨房の他に倉庫のようなスペースがあった。休憩所も兼ねているようで、細長いロッカーやテーブル、テレビなんかも置いてある。

　その細長いロッカーの中に、目的のものはあるはずだ。

　学食で働いている人達はいつも同じジャージとエプロンを身に着けているのだ。

「お、おおおおおおおお!!　ちゃんとエプロンが入っています！　ここがゴール地点で間違いなさそうですね!!」

「じゃあさっさと着替えちゃって」

　……クールを気取っているが実際には愛洲のスリングショットがちょっと名な残ごり惜おしい安西。しかし口に出したら握り拳こぶしでツッコミを受けそうなので黙だまっておく事にする。

　一方の愛洲はと言えば、危機的状況を回かい避ひできた事実がよほど嬉うれしいのか、

「エプロンが！　エプロンが！　エプロンが！　エプロンが！　……エプロンが？」

　最後だけ何な故ぜか疑問形だった。

　眉まゆをひそめる安あん西ざいに、愛あい洲すは一転して青ざめた顔でこう呟つぶやいた。

「……あの、エプロンしかないんですけど」

「えっ!?　ジャージはどうした!?　あの教授が隠したのか!?」

　しかも教授のものらしきメモまであった。そこにはこうある。『人体には無害な薬品つき。エプロンの布地が触ふれると水着は腐ふ蝕しよくして千ち切ぎれる』と。




　第三問へ意識を向けるのはまだ早い。

　第二問の選せん択たく肢し群ぐんはまだ終わっていなかったのだ。




　エプロンをつける？　つけない？

　単純な布面積の上昇なら迷わずエプロンを装備するべきだ。

　しかしこの裸同然ではあるものの一応は存在する背中側の守りを完全に捨てるのは正しいのか？

　かと言って、スリングショットのままでいいやというのも何か間違ってはいないか？

　さあ。

　あなたの思う正しい選択はどっち？
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　　あとがき







　どうも、鎌かま池ち和かず馬まです。

　世の中には思いついちゃったもののシリーズの中に組み込めないネタというのがあって、それが一定数溜たまってしまったのでこんな本を書いてみました。一つ一つのネタも膨ふくらませれば本にできそうなのですが……ちょっと扱うシリーズの数が増えすぎてしまうかな、という問題もありまして。

　ひょっとしたら、のちに『膨らんだ本』が出るかもしれませんが、今のところは未定です。

　では一章ごとのあとがきを!!　これまで書いてきたあとがきの中でも最も萌もえという単語が氾はん濫らんしそうですが、今回のメインテーマは萌えとかラブコメとかなので、そこから逃げても仕方がありません。……っていうかこれも相当膨らみそうですな。







ファイル01　最近流行りのコンピュータウィルス




　現実にあるコンピュータウィルスは死ぬほど恐ろしいので、せめて萌えさせてしまえ!!　という事で擬ぎ人じん化か。裸眼３Ｄは夢に見るほど便利な代しろ物ものではないのは分かっているのですが、フィクション的には使い勝手の良いギミックだったりします。

　ダウンローダーとかキーロガーとか、タイプごとにキャラを作ってみるのも面おも白しろいかも？




ファイル02　お気軽にご相談ください（ただしご利用は自己責任で）




　結婚相手を『検索』できる世の中って冷静に考えるとすごいよな……という想いから膨らんでできたネタ。ラノベなのでエルフとかババア口調の幼女とかに寄っていますが、現実路線なら実はマフィアの娘とか実は美少女投資家とか、そっち側に寄っていたかもしれません。でも特に意味もなく美人である時点ですでに現実から遠ざかって、いる……か……。




ファイル03　手段は問わない




　今回の本の中では珍めずらしいシリアス系。組織についてはどこかの国に属している情報機関ではなく、尋問代行の会社のようなものをイメージしています。

　サジタリウスの扱っている『得意分野』は自分自身すら意図的に巻き込んで『犯行現場の雰ふん囲い気きをおかしくさせる』ものですので、一歩間違えると取り扱う本人も丸まる呑のみされます。

　仮かり初そめの恋れん慕ぼや信しん頼らいを使うサジタリウスと、直接的な暴力に走るスコーピオは果たしてどっちが外げ道どうなんでしょうね？




ファイル04　忍法スリープダイバーの術[image: まるしー]




　忍者ネタはこれに限らず、自分の中で定期的にくすぶっています。次に何か書くとすればこっち寄りかなー、と思いつつ、何な故ぜか大きな話には膨ふくらまない不思議。

　伊い賀がと甲こう賀が、和モノの情報機関が現代も生き残っていたらまあ忍具の開発競争になるかな、と思ったところから膨らませてみました。メタマテリアルは調べてみると『面おも白しろい』というより『怖い』という想いが先行する私は時代についていけなくなっているのでしょうか。

　でも迷彩よりレーザー屈くつ折せつの方が夢があるように思うんです。（今のところは）まだＡＢＬなどに現実味がないからかも？

　あと覗のぞき趣しゆ味みで戦せん闘とう力りよくゼロのエロジジィが主人公とか、ラノベとして完全にメーター振り切った構成になっています。これこそ短編だからできる話です。




ファイル05　新手の詐欺にご用心




　煙草タバコを吸わない人間なので、路上喫煙を誰だれが取り締しまるかリアルに知りません。防犯ブザーもそうですけど（サイレンのように統一化されていないので、電子音がピーピー鳴っても切迫感がない）、身近なようでいて、意外と詳しい事が分からないものもあるものです。

　詐さ欺ぎと言えば、別の話にもチラッと出ていますが、振り込め詐欺の『人間の心理状態を操るマニュアル』ってすげーなと思います。……大統領とかスパイとか頑かたくなな少女とか、依頼人のオーダーに適した対個人マニュアルを作る専門家、みたいな話もやれそうかも？




ファイル06　３８５Ｄ




　数字ネタ、に見せかけた別の何か？　元々は喫茶店に不思議なお姉さんが常駐していて、何の変哲もない少年にとって『異世界』の接点であるお姉さんはとても貴重な存在なのだ、みたいなネタから派生したものです。少年が３８５Ｄにまとわりつかれて異様なイベントを体験したように、お姉さんは『仕事』というワードの手た綱づなを完全に握って、色んな事件を解決しているという設定です。『謎なぞ』とか『組織』といったワンセンテンスを司つかさどる敵キャラなどが出てきても楽しいかも？

　ゾロ目が異様に気になるなどの数字ネタは、心が疲れているサインだったりするので要注意なのですよ。




ファイル07　快適なキャスケットを貴女に




　棺かん桶おけネタ。実は冒頭の『有力科学誌プラネットが～』が一番の胆きもだと思っています。大前提はできるだけ短く分かりやすくが定番ですが、これはそこそこ上手に機能したような？

　羽をつけたり角をつけたり、相手が異世界の生き物である事を分かりやすく表現する方法はいくつかありますが、あまりにも人間からかけ離はなれると萌もえ的には致命傷になります。そこへ行くと、『形は同じだけどサイズが違う』というのは『安心感のある違和感』と呼べるでしょう。人間と同じ格好でありながら猫用ドアを押して店内に入ってくるなど『明らかに人間とは違う動き』をさせられるのでインパクトの面でもとても便利だったりします。

　ちなみに、歯医者さんのあれが得意という人はこの世界にいるんでしょうか。




ファイル08　目詰まりしている時間鉱脈




　タイムマシンネタ。未来の世界で資源が枯渇する、というのは定番中の定番ですが、未来で枯渇するなら過去と関連付ければ時間軸で設定まとめられるかも？　と思ったのが始まりです。

　タイムマシン系でネックになるのが、ビフォアーとアフターの変化を自覚している人物がいないとストーリーが進まない、でも何でそいつだけ巻き込まれないのかを考えるのは結構大変、というトコですが、そこにもサラッと少しだけ踏ふみ込んでいます。




ファイル09　地獄の沙汰も札束次第？




　刑務所の運営、刑けい罰ばつの代行がビジネスとなっている、というところから派生した地じ獄ごくネタ。坊ぼう主ずをとことんナマグサにする、刑罰の具体的内容がふざけている、そして幽ゆう霊れいが美少女など、要所要所で閉へい塞そく感かんをちらすための努力をしています。

　しかし美人の死体だとたとえフィクションでも違和感ありありですが、美人の幽霊だと萌えとしてすっぽり収まるものですね。不思議。

　あと、相手が幽霊だとブルマーみたいな『時代と共に消えていった割に何な故ぜか今でもキャッチーな衣服』を設定的な言い訳なしにそのまんま出せるのが便利かも？　もちろん幽霊自体も年代物に設定する必要はありますが。




ファイル10　運命は矢印の形をしている




　それこそ主人公がどの色の矢印に向かって突っ走るかで、ホラーにもラブコメにもできる設定ではないかと。同時に、作品のジャンル分けについてのメタネタもちょっとだけ入っていたり。

　ラノベなので美人の先輩＝ただものではないという記号がデフォルトで突っ込んであります。大好物（の一つ）。でも美人でグラマラスで有能な『先輩』が人生一度も誰だれとも付き合わずに主人公を待ち構えているとしたら、その『先輩』は防腐処理された果物みたいに絶対なんかあると思います。フィクションだとそれが魅み力りよくになっちゃうから不思議。




ファイル11　借金のカタに少女がやってきました




　定番中の定番ネタ。しかし剣と魔ま法ほうの世界ならともかく、この二一世紀に真正面から挑むと変な違和感が生まれるから不思議です。主人公がヘタレかアグレッシブかで話の流れが大きく変わる？　ちなみに娘の身柄をうんぬんの場合、厳密にはヒロインのお母さんがやってきてしまうような……。最初はそういうオチを用意していたのですが、超若作り母でもない限りホラーになってしまうという事でお孫さんに頑張ってもらいました。




ファイル12　怪盗仕込みのサンタクロース




　いっそ難攻不落の豪ごう邸ていに忍び込む専門のサンタさんがいても面おも白しろくね？　というところから始まったネタです。忍び込んでも何も盗まないし誰だれも倒さないので、ターゲットの年齢層は低めにできるかもしれません。美少女サンタと召使いトナカイ（男）のバージョンでも良かったかも。ちなみに未み美みちゃんのお父さんがサンタ嫌ぎらいなのは、彼自身、子供の頃ころに『本物のサンタ』を目もく撃げきしてしまって、以降プレゼントをもらう事はなくなったから、という設定があります。

　サンタさんは萌もえ記号として分かりやすく、タイトルに『サンタ』という単語を織り交ぜれば本のあらすじを読まなくても大体どんなキャラが出てくるか容易に想像できる（実は売り上げ的にとても重要）安定ジャンル……ではあるのですが、欠点が一つだけ。

　一年で一日しか活かつ躍やくできないため、シリーズ化が極めて難しいのです。

　主人公パーティを不老不死にするか（あるいは『国民的』と称される、海産物系大家族や青いロボットが出てくるお茶の間アニメのように、時間の流れを止めてしまう）、クリスマスじゃない日も頑張っているんだよという話にするしかなさそうなのですが……。




ファイル13　試しにちょっと覗いてみましょう




　最近の携帯ゲーム機便利すぎて使いきれない！　というところから膨ふくらんだネタ（その携帯ゲーム機やスマートフォンのビジネスにも携たずさわっているのに……）。こっちの地じ獄ごくは洋モノです。実際には携帯ゲーム機で地獄が見えているのではなく、悪あく魔まアシタリトがあの手この手で少年を誘ゆう惑わくしている話です。何気にガブリエルと組み合わせる事で、定番ネタの『天使と悪魔のささやき』の構図を作っています。

　萌もえ記号的には天使より悪魔の方が魅み力りよく的てきかなと思うのですが、これは私の無意識が肌色成分を求めているからなんでしょうかね。女悪魔はたくさんいても、女天使はとても少ないのです。

　……ちなみに、本物の地獄が見えるとしたら、覗のぞいてみたいと思います？




ファイル14　人面シリーズはいかが？




　サイボーグから派生したネタ。最初は『人型から外れようと思えばいくらでもできるけど、でもそれじゃ萌え方向として致命的だぜ？』という問題を解決するための言い訳として考えたものでした。

　取り外して洗ってある入れ歯とかってじっくり観察すると、リアル過ぎて結構足元の常識がふわふわしたりしません？




ファイル15　本物より良くできています




　ドラマの撮影なんかで使われる、イミテーションのお酒や湯気、額の汗なんかの創意工夫も調べていくと結構面おも白しろいです。本物にそっくりなものが求められているはずなのに、本当にリアルなものを作ってしまうとかえってお客さんが不自然さを感じてしまうところとか。『本物より本物っぽく見せる』って、何だかオカルトめいていてラノベ的な話を膨らませられると思いません？　仮かり初そめの供く物もつと神殿を用意してなんか召しよう喚かんしちゃうのだ!!　とか。




ファイル16　伝説の語られる方




　多分戦っている間にすっかり友情が芽生えたであろう勇者と魔王の話。プレイ時間が長すぎて双方共に完かん璧ぺきに目的を忘れています。

　ＲＰＧであったらアコギ過ぎるビジネスをいくつか考えていて、その内の一つが『武装勇者宅配サービス』という形で表に出てきています。他に考えていたのは『魔王の城の一歩手前にある宿屋で、魔王が倒されるとすごく困る』みたいな話でした。




ファイル17　パレットに属性色を




　最初はキャラの濃さで全部が決まる話、みたいなのを考えていたのですが、濃さってパラメータで表現するの難しいな、というところから『属性の数』に方向性がシフトしました。悪人を力で取り締しまるのではなく、善人へ恩恵を与える事で犯罪を防止する世界というのは便利なように思えますが、でも相手が悪人だからとそっぽを向くのは、本当の善人とは呼べないような？

　……文章力（？）が明確な数値で表現される世界（ザコキャラは数値が低く明らかに説明が雑。ヒロインともなると容姿の解説だけで半ページは持っていく）とかでも良かったかもしれません。




ファイル18　料理人鯉太郎の飽くなき挑戦




　ラノベで料理系の話をやるなら、コックさんの働き一つで世界の運命が決まっちゃうぐらい派手なのが良いよね、という辺りから膨ふくらんだネタ。敵を倒すのではなく『もっと美う味まいものを与えて矛ほこ先さきを永遠に逸そらす』というやり方は結構新しいかもしれません。

　……最大のネックは、せっかく料理を作っても美お味いしいと言ってくれる人がいないので虚むなしいところでしょうか？




ファイル19　規格の統一化が急務




　テーマは変身系。防犯ブザーでヒーローがやってきてくれるのは、玩がん具ぐ系のグッズになりそうな感じが出ててお気に入りです。イマドキの魔ま法ほう少女がまだ杖つえで戦ってんのかどうかは怪しそうですが、他の形にするとまずそのアイテムの成り立ちを説明しなくちゃいけないんですよね。

　ラストのお父さんはカツラを被かぶってダンディ社員に変身するとかでも良かったかもしれません。




ファイル20　お賽銭あれこれ




　日本神話ネタ。しかし日本の神様より西洋のゼウス様やオーディン様の方が簡単にイメージできるというのも考え物かも？　他の女の香水が……というのはもう洗せん濯たくバサミや穴の空いた鉛筆のキャップ並に普及している季語みたいなもんですが、それをお賽さい銭せんの形に仕立ててみました。

　……実際のところ、地元の神様からすれば浮気になるんでしょうかね？




ファイル21　ロマンチックな花言葉を考えましょう




　花言葉って時々ぎょっとするものが混じっていますよね。西欧風のぶどうとか。あれを真剣にうんうん悩みながら考えている絵え面づらは結構面おも白しろいかも？　というところから始まっています。

　～っすと言う少女キャラは正直あんまり萌もえないと思うのですが、ござる並に分かりやすい語尾だったりします。ござる萌えないよね、という話をしていたら編集さんから『金髪の勘かん違ちがい外国人少女が言っていたら萌える』との模範解答をいただき、ガチで目からうろこが落ちた経験があります。……ふんどしの応用編みたいなものか。

　と思いきや、でも冷静になってみると根本的に美人なら何やったってサマになるし可か愛わいらしく見えるんじゃね？　という真理があるような、ないような……？




ファイル22　世界で一番楽しい授業？




　マイクロはＪＩＳマークじゃねえ！　というのが偶然の産物にしては良くできたかなと。……ブラックホールは本当に大だい丈じよう夫ぶなんでしょうかね？　と、なんか色々説明されてもやっぱり漠然とした不安が残る私は時代から取り残されているのかもしれません。




ファイル23　今度の氷河期は本物です




　同時翻ほん訳やくソフトが携帯ゲーム機で出てくるなんてすごい世の中だなー、とか、スマートフォンってとんでもない事になってるなー、とか、そういうところから始まったネタです。

　この手のアプリってサプリメントみたいなもので、自分にとって不足しているもの、必要なものを探してその都つ度ど補っていくのが基本だと思うのですが、本当にみんながみんな不足しているものを補い『終えて』しまうと、後には完かん璧ぺきな無個性しか残らなくなってしまうものです。……欠点と付き合っていくのも大事なのかも？




ファイル24　人知を超えない程度の強敵の倒し方




　モンスター退治の新しい方法として人間の欲望を使ってみるのはどうだろう、というネタ。でも実際には端折はしよった『トロルを開けて中を調べる』ところがグロすぎて話を膨ふくらませるのは難しいかも？　ジャングルの中で双眼鏡片手にターゲットの生態を観察して利用価値を探す話、とかにした方がマイルドだったかもしれません。現場の方がアクション系のピンチも作りやすいですし。

　ある生き物の数が減ると、その天敵に襲おそわれていた別の生き物が増殖したりするので、博士のやり方には別のリスクもあったりします。




　一番最後の『ある参加者の導入部』については、雑誌などでありがちなイエスノーで進めていく相性診断を小説の中に取り込んでみました。アンケートの内容、そしてそもそものアンケートそのものやバックボーンなど、とにかく作品全体の『不条理』をテーマにしています。ありふれた単語なのに、なんか適当なルビをつけると専門用語っぽく見えるのも、『不条理』の一つでしょうか？

　話の序盤が妙にローテンションだったのは、わざと落差を設けて劇中劇から抜け出した事を表現するための手法だったのですが、スタートダッシュができないという点ではちょっと不利だったかも。




　という訳で今回はこの辺で。

　編集の三み木きさん、イラストのはいむらさん、そして読者の皆様に感謝を。

　ちょっとしたふわふわ感を演出するためのギミックを用意していますが、特に心理学などを厳密に利用したものではありませんので、あんまり気にしないでください。序章と終章を全部合わせたフィクションです、という事です。

　……ネタが溜たまればまたやるかもしれませんが、流石さすがに当分はないだろうなあと思います。

　では。




　次の課題は種を育てる水や土の研究ですな
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身近にあるエンタメ記号シリーズその１。街灯！　レーシングゲームなどではお馴染み、夜の舞台の象徴となるアイテムです。同じ形をしたものがずらりと並んでいる時に現れる、不思議な存在感も楽しめたりします。

[image: ]




はいむらきよたか

最近のゲームライフ「射爪特攻プレイ」
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